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序章







　今日は、僕ぼくにとって特別な日だった。




「――聖せい剣けん士しケイル・シュタット、面おもてを上げよ」




　厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きが漂ただよう中、僕は跪ひざまずいたまま顔を上げる。

　主君となるエルステン王の姿。

「今後そなたは聖剣士として、王家に対して永遠に変わらぬ忠義を貫つらぬき、国の憂うれいを絶つために尽じん力りよくし、民たみを守るために生きることを誓ちかうか」

「栄はえある聖剣士の名を汚けがすことなく、この身を国に尽つくすことを誓います」

　よどみなく答えた直後、割れんばかりの拍はく手しゆが生まれた。

　儀ぎ礼れいの間まに集つどった諸しよ侯こうたちが、僕に惜おしみない祝福を向けてくれる。

　聖剣士。

　それはエルステン王国において、特別な意味を持つ存在だ。

　数多あまたの兵がその名を戴いただくことを目指し、数多の民はその存在に羨せん望ぼうと憧しよう憬けいを抱いだき、拝命を受けた者はその名に恥はじぬように高潔な精神を以もつて在り続ける。

　そして――

「これより、ケイル・シュタットによる『聖剣』の選定に移る」

　その言葉と共に立ち上がり、僕は視線の先にある存在を見み据すえた。

　紋もん様ようの刻まれた巨きよ大だいな石座。

　その石座に突つき刺さされ、新たな主あるじを待つ無数の剣けん。

「さぁ、そなたに相応ふさわしい聖剣を選べ」

「恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。我わが選定によって、必ずや国に恩おん恵けいを――」

「ああ、堅かた苦くるしい言葉はよい。ここで長引かせると周囲の者から顰ひん蹙しゆくを買うのでな」

　口調を崩くずし、エルステン王は苦く笑しようと共に周囲を見る。

　既すでに周囲の諸侯たちは堅苦しい態度を崩し、期待の眼まな差ざしを向けている。

　聖剣はただの剣ではない。

　持ち手の資質により万ばん変ぺんする異能の剣。

　その力をこの場で見ることも、諸侯たちの楽しみの一つなのだろう。

「そなたに多大な期待を懸かける者たちに、早く聖剣の力を見せてやるといい。それが聖剣士として、最初に行う仕事の一つだとも」

「承知しました。エルステン王」

　王が頷うなずくのを見届けてから、僕は石座に向かって歩み出した。

　その最中、周囲の諸侯たちの言葉が耳に入ってくる。

「シュタット卿きようの養子は才気に溢あふれていると聞きき及およんでいたが……」

「聖剣士選出の際も、議会でほぼ満まん場じよう一いつ致ちだったそうだ。その上彼かれに対して訓練校の者たちから山のような推すい薦せん文ぶんが届いたそうで、人望の厚い人物だと言えるだろう」

「彼の将来は約束されたも同然でしょう。最低でも大隊規模の長に据すえられるか、二十に満たない若さを考えれば将来のために国の要職へ就つかせるのも悪くない」

「彼を育て上げたシュタット卿も鼻が高いでしょうな」

　口々に飛とび交かう賞賛の言葉が気き恥はずかしい。

　だが、これで少しは養父への恩返しになったと思いたい。

　そして、養父に恥じない聖剣士として生きていく。

　石座の前に立ち、無数に立ち並ぶ剣群を見上げる。

　聖剣を選ぶことは難しくない。

　聖剣と持ち主は互たがいに惹ひかれ合う。

　だから自分の直感を信じて、選んだ剣を引ひき抜ぬけばいい。

「――うん。君に決めたよ」

　剣群の中から目に留まった一本を定め、その柄つかに手を掛ける。

　そして――両手に力を込め、石座から剣を一気に引き抜いた。

　剣から放たれる荘そう厳ごんな輝かがやき。

　陽光にも似た白金の輝きが儀礼の間を埋うめ尽くしていく。

　その光景に周囲が感かん嘆たんの声を漏もらし、埋め尽くす輝きが引いたところで――




　ぴたりと、周囲の声が止やんだ。




「――――え」

　ケイルも思わず、眼前の光景に目を疑っていた。

　先ほどまであった、硬かたい柄の感かん触しよくは無かった。

　代わりにあったのは……柔やわらかく温かい感触だった。




「――お待ちしておりました、主様」




　静かだというのに、よく通る声が耳を打つ。

　声の主は僕の目の前にいた。

　陽光のように揺ゆれる白金。

　こちらを見つめる翡ひ翠すいの双そう眸ぼう。

　どこか無機的で、作り物めいている精せい緻ちな顔。

　そんな少女が、不思議そうに首を傾かしげた。

「どうされましたか、主様」

「え……うん。ちょっと待ってね」

「はい。わたしはいつまでも主様を待ちます」

　淡たん々たんとした声こわ音ねで、白金の少女が言葉を返してくれた。

　つまり、少女が呼ぶ『主様』というのは自分で間ま違ちがいない。

　そして聖剣が消えた代わりに、少女がこちらの手をきゅっと握にぎりしめている。

　つまり、これは――

「まさか……聖剣が人に変わったというのかッ!?」

　エルステン王の叫さけびを聞いて、静まり返っていた儀礼の間がどよめく。

　それはおとぎ話に出てくるような存在。

　連綿と語かたり継つがれる聖剣の歴史で、異い端たんとして語られる存在。




「ケイル・シュタットが――『魔ま剣けん』を目覚めさせおったッッ!!」




　腰こしを抜かしそうな勢いで、エルステン王はそう叫んだ。

「エルステン王。すみませんが静かにしてもらえると」

「え、あ……すまん」

　叫んだエルステン王を制してから、僕は少女に向き直る。

　既に思考は整理できた。

　その上で、僕はこの子に言わなければいけない言葉がある。




「――――かわいい」




　思考を整理しまくった上での言葉がそれだった。

「えっと……主様？」

「うん。かわいい。すごくかわいい」

「あの……その言葉はわたしに向けているのでしょうか？」

「当たり前じゃないかッ！　君ほどにかわいい子が他にいるかいッ!?」

　いや、いないと断言しよう。

　さらさらとした長い白金の髪かみは、たとえ極ごく上じようの金糸を使っても再現できない。

　静かに揺れる翠すい玉ぎよくの瞳ひとみは、この世の翠玉を厳選し尽くしても遠く及ばない。

　やや感情味に欠ける表情は、作り物を通とおり越こして神と呼ぶべき人じん智ちを超こえた存在によって計算された造形美であるとすら感じる。

　それらを言語化するのが難しいからこそ、僕は一言で表現するしかない。

「かわいい」

「その、はい……ありがとうございます」

「かわいい」

「も、もう十分わかりましたのでっ」

　少女が困こん惑わくしながら視線を逸そらしてしまった。かわいい。

　これはいけない。

　完全に脳が死んで『かわいいと連呼するだけの頭のおかしい奴やつ』になっている。

　いや――むしろ、そういった人間の方がいい。

「エルステン王。僕は聖剣士としての名を返上致いたします」

「は？」

「僕は王家と国に忠誠を誓えません」

「え、いや、さっき誓ったところじゃ……」

「撤てつ回かいします。僕は自分が仕えるべき存在を見つけました」

　怪け訝げんそうな表情を向けるエルステン王とは対照的に、僕は晴れ晴れとした表情のまま自分の気持ちを嘘うそ偽いつわりなく告げる。




「僕は――この魔剣ちゃんに生しよう涯がいを尽くして仕えます」




　こうして、今日は僕にとって特別な日になった。







[image: ]







一章







　そして僕は牢ろう屋やにぶち込まれた。

「今すぐ出してくださいッ!!　僕は魔剣ちゃんのかわいさを世に布教するんだッ!!」

「あーうるせぇ。喚わめくなバカ息むす子こ」

　叫ぶ僕に対して、面会に来た養父が苛いら立だち交じりに格こう子しを蹴け飛とばす。

「まったく……主君に向かって『あなたには仕えられません』とか言う奴がいるかよ。俺おれの立場ってやつを考えろ」

「いやほんとすみません、フォルト・シュタット聖剣士長様」

「慙ざん愧きの念が微み塵じんも感じられねぇ」

　僕の謝罪に対して、養父はガンガンと格子を蹴けってくる。これは酷ひどい。

「まぁいい。今はここにいるのは俺たちだけだから腹を割って話せ」

「あ、やっぱりバレてました？」

「当たり前だ。俺が何年お前の父親やってきたと思ってんだよ」

　煙草たばこに火を点つけ、フォルトは紫し煙えんをくゆらせた。

「お前はガキの頃ころから要領が良い奴だったし、何があっても上う手まく立ち回る奴だ。少なくとも公おおやけの場で意味もなくバカをする奴じゃねぇよ」

　養父からの評価を聞き、僕はなんとも言えず頬ほおを掻かく。

　要領が良いというのは少し違ちがう。

　まぁ、僕はちょっと他人に合わせるのが得意だっただけだ。

　それは引き取られる以前……孤こ児じという身の上だったことが大きい。

　養父として引き取ってくれたフォルトを気き遣づかい、養父に迷めい惑わくが掛からないように立ち回り、他者との対立を避さけて相手が望むような人間を演じ、不利益になることを避けてきた。

　その結果、他者から多大な信しん頼らいを受ける聖剣士として選ばれたに過ぎない。

　それが僕――ケイル・シュタットという人間だ。

　しかし、それは先の一件で崩れ去さった。

「ケイル、なんでお前は魔剣の嬢じようちゃんを庇かばった。公の場で聖剣士の称しよう号ごうを返上し、王への忠誠を違たがえれば不敬罪に問われるのは理解していたはずだろ」

　表情を正し、フォルトがこちらを真まっ直すぐ見つめながら問とい掛ける。

　当然、僕もそれくらい理解していた。

　それでも――僕にはできなかった。

「まさか、昔の自分と重ねて同情したのか」

　僕の真意を推おし量はかるように、フォルトが言葉を重ねてくる。

　どうせ見み抜ぬかれているのなら、ここは素す直なおに答えてしまおう。

「同情じゃなく、あの子に惚ほれたからです」

「……お前、それ本気で言ってんのか？」

「もちろん。理由なんてそんなものでいいんですよ」

　突とつ然ぜん目の前に現れた子が、とびきりかわいい美少女だった。

　息を呑のみ、一いつ瞬しゆんで心を奪うばわれるほどの美少女だった。

　理由なんてそれだけでいい。

　それだけで――彼かの女じよを助ける理由としては十分だった。

「僕が庇わなかったら、きっと彼女は殺されていたでしょう？」

「……物ぶつ騒そうな言い方をするんじゃねぇよ」

「意味は同じですよ。僕たち人間としては魔剣を放置するわけにはいかない」

　魔剣という存在は極きわめて異端な存在だ。

　聖剣が持つ万変の能力が、人という形を成して現れた姿。

　その力は聖剣を遥はるかに凌しのぎ、数多の伝承と凶きよう名めいを逸いつ話わとして残している。

　それは過去、様々な種族たちによる戦乱の世、そして魔ま獣じゆうという自然の脅きよう威いに怯おびえていた時代では重宝された力だろう。

　しかし、今の世界は平和だ。

　国や種族同士の争いは終わり、魔獣を共通の敵として定めたことによって、その被ひ害がいは年月を経るごとに減少してきている。

　平和である世界に、過ぎた力は必要とされない。

「仮に不要となれば、通常の聖剣と同様に彼女は再び『剣』として石座に戻もどされます。そして僕の魔ま力りよくが霧む散さんするまで放置されることになるでしょう」

　聖剣の能力は持ち手の魔力によって変わり、他者に扱あつかうことはできなくなる。

　そのため所有者は不ふ慮りよの死を除き、聖剣士の任が解かれる際に所有している聖剣を石座に戻し、所有権を解除するために所有者の魔力を完全に霧散させなければならない。

　その期間は平均して数十年程度。

　しかし、魔剣は自じ我がだけでなく独自で魔力を有するため、数百年……下手すれば千年以上の時間が掛かる可能性もある。

　ただの『剣』であるならば、その長い年月は苦にもならない。

　だが、彼女には自我と意識が存在している。

「彼女はこれから数百年以上、あの石座で過ごし続けることになります。そして、その苦行を終えた後に……彼女の自我と意識は完全に消失するでしょう」

　彼女は僕の魔力によって、魔剣として目覚めた。

　その魔力が消えれば、当然生まれた彼女の自我と意識も消失する。

　それは人間で言えば――死と同じだ。

　それも無限のように続く時を過ごした末に死を迎むかえる。

　そんな苦行を与あたえるなんて――

「――聖剣士として間違っているでしょう？」

　そう笑いながら言うと、フォルトは悩なやましげに顎あご鬚ひげを撫なでた。

「チッ……面めん倒どうくせぇ奴に育ちやがって」

「今まで模も範はん的てきに生きてきた息子に対して酷いじゃないですか」

「一度も非行に走らなかった息子が突とつ然ぜん奇き行こうに走った俺の気持ちを考えろ」

「いや、とっさに良い方法が思いつかなかったんですよ……」

　しかし、即そつ興きようの割には良い方法だったと思う。

　聖剣を石座に返上するには、所有者の意思と魔力が必要となる。

　しかし所有者が捕ほ縛ばくされて牢ろうに入れば、その場で石座に返上する事態にはならない。

　そして時間を稼かせげば、諸もろ々もろを察した養父が動いてくれると信じていた。

「とりあえず魔剣の嬢ちゃんは俺の方で保護しておいた。突然発はつ狂きようしたお前の処しよ遇ぐうについても、ほぼ決定したと言っていい」

「え、もうそこまで話が進んでいるんですか？」

「おう。ところでお前は魔剣の嬢ちゃんについてどう思っている？」

「最高にかわいいと思っています」

「そして嬢ちゃんを助けたいと考えている」

「それはもう当然のように」

「そしてお前は狂くるっている」

「会話の前後が繋つながってませんけどッ!?」

「まぁ聞け。今のお前は魔剣を管理する上で最適の人材なんだよ」

　そう前置いてから、フォルトは説明を続けた。

「俺たちが脅威と考えるのは『魔剣』だ。つまり魔剣としての能力が使えない状態……人としての姿を取り続けるのなら脅威であるとは考えない」

　魔剣は人の身と自我を持つが、その強大な力を持つのは本体である『剣』だ。

　つまり、魔剣は他者に使われて初めて真価を発揮する。

「お前、あの嬢ちゃんを魔剣として使うつもりあるか？」

「あんなかわいい子を戦わせるとか正気とは思えません」

「そういうことだ。お前自身に魔剣を使う意思はなく、仮に第三者が魔剣の力を利用しようとしても、お前だったら十分に対処できるってわけだ」

　国の象しよう徴ちようとして、聖剣士には相応の実力が求められる。

　聖剣を扱うための剣けん術じゆつと肉体、異能をコントロールするための魔力操作、それに伴ともなう魔ま法ほう知識など、それら全すべての技術と知識を身に付けなければならない。

　当然ながら僕もそれらの水準は満たしているので、魔剣が第三者の手に渡わたるような事態、僕自身が捕縛されて魔剣の使用を強要されることもない。

「魔剣の観察期間は三年、その間に魔剣の嬢ちゃんが脅威として見なされない場合、嬢ちゃんは『剣』ではなく『人』として扱うつもりだ」

　魔剣が脅威と見なされないなら、その対処をする必要はない。

　少女のままで在り続ければ、彼女が石座へと戻されることもない。

　彼女が死ぬこともない。




「ケイル・シュタット――聖剣士長として、お前に魔剣の管理を命ずる」




　そこで初めて、フォルトは歯を見せて笑った。

「惚れた女なら最後まで守れよ。バカ息子」

　父親らしい言葉と共に、フォルトはそのまま背を向けて去っていった。

　フォルトは語らなかったが、その処遇は一ひと筋すじ縄なわではいかなかったはずだ。

　王に対して不敬を働いた大罪人に魔剣という脅威を管理させるなど、本来ならまかり通るはずがない。

　しかも僕は実の息子ではない。

　血の繋がりもない、ただ運よく拾ってもらえただけの養子だ。

　そんな僕を切り捨てるという選せん択たくもフォルトの中にはあったはずだ。

　それでも、僕を息子として尊重してくれた。

「……ありがとうございます、父さん」

　養父の去っていた方向に頭を下げながら呟つぶやく。

　そして……今度は小さな足音がコツコツと響ひびいてきた。

「――――主様」

　水のように透すき通る声音が、僕の耳を打った。

　儀礼の間で出会った魔剣の少女。

　明かり窓からは微かすかな月明かりしかないというのに、その煌きらびやかな白金の髪が彼女自身を照らしているようにすら見える。

　その神秘的な姿を現す言葉は一つしかない。

「かわいい」

「あの……主様はわたしと会話されるのが嫌いやなのでしょうか？」

「違うんだ。君を見るとかわいいって言葉しか出てこない病気なんだ」

「主様は病気なのですか……？」

「純じゆん粋すいな瞳で訊きかれると心にくるものがあるなぁ……ッ！」

「ですが、会話ができてよかったです。主様はお話ができないのかと思っていました」

　ほぅと安あん堵どの息をついてから、魔剣ちゃんは牢の前にぽすんと座すわる。

「主様のお父さまから話は聞きしました。主様はわたしを守ってくださったと」

「あー……いや、僕が勝手にやったことなんだけどね」

「それでも、主様はわたしを守ってくださいました」

　格子の隙すき間まから手を伸のばし、魔剣ちゃんが僕の手を握る。

「ありがとうございます――主様」

　天使のような笑え顔がお。

　その言葉がこれほどまでに相応しいと思ったことはない。

　その笑顔と感謝の言葉だけで、全てが報むくわれるような気さえする。

「改めまして……わたしは主様の剣です」

「これはご丁てい寧ねいに。僕はケイル・シュタットです」

「それでは、ケイル様とお呼びさせていただきます」

　僕の名前を口にしながら、魔剣ちゃんは嬉うれしそうにほんのりと口元を緩ゆるませる。

「くッ……かわいい……ッ！」

「また病気が出てしまいましたか……？」

「いやごめんね!?　僕もできれば別の言語というか素す晴ばらしい表現を模も索さくしている最中なんだけど他に出てこないというか褒ほめ称たたえるために必要な言語を圧縮して収めた場合に行き着く先がその四文字ってだけなんだよッ!!」

「……ケイル様が難しいことを考えていることはわかりました」

　僕から漏れ出でた言葉を咀そ嚼しやくするように、魔剣ちゃんはふんふんと何度も頷く。

　それと名乗ったついでに、気になっていることを確かく認にんしておこう。

「ところで、君に名前ってあるのかい？」

「名前……ですか？」

「そうそう。ずっと魔剣ちゃんって呼ぶのも失礼だしね」

　言うなれば、人に向かって「そこの人」と呼よび掛けているようなもので、そんな失礼なことを魔剣ちゃんにするわけにはいかない。

　しかし、魔剣ちゃんは困ったようにおろおろと視線をさまよわせていた。

「その、剣としての名前はあるのですが……当時の言葉で名付けられているので」

「えっと、それだと何か問題あるのかい？」

「ケイル様に……変な名前だと思われてしまうかもしれません……」

　恥ずかしそうに、きゅっとスカートを握りながらそんなことを言う。

　とりあえず、現状の魔剣ちゃんをまとめるとこんな感じになる。




　見た目　→　金きん髪ぱつ碧へき眼がん美少女。かわいい。

　性格　　→　落ち着いていて控ひかえめな性格。かわいい。

　仕し種ぐさ　　→　非常に女の子らしくて素晴らしい。かわいい。




「僕は……人生の勝者だ……ッ!!」

「ケイル様、またご病気ですか？」

「いっそ病気扱いでもいいって思うくらいにはテンション高めだねッ!!」

　こんな子と一いつ緒しよに過ごせるなら、どんな困難が訪おとずれても構わない。

　これから何が起ころうと、この子のためなら頑がん張ばれる。

　そう思えるくらいに僕は浮うかれていた。

「変なんて思わないから、名前を教えてもらえるかい？」

「その……『リーシュ・ブルード』という名前です」

「たしかに僕の知らない言葉だね。どういう意味があるんだい？」

「リーシュとは、『豊かな人生』といった意味があります」

「へぇ……綺き麗れいな意味のある言葉だね」

「ありがとうございます。ぜひ、わたしのことをリーシュとお呼びください」

　ぺこり、とリーシュが小さく頭こうべを垂れる。本当によくできた子だ。

　それと『名前もかわいい』という部分も追加しておこう。

「それじゃ『ブルード』にはどんな意味があるんだい？」

「『血に塗まみれる』という意味があります」

　………………。

　……………………。

　…………………うん？

「ごめん、なんだって？」

「もしやケイル様は耳のご病気にも……？」

「今の僕はできればそうありたいって思ってる」

「それでは、今度はちゃんと聞こえるようにお伝えします」

　格子に近づき、リーシュは透き通る声音でその意味を告げる。




「わたしは――『血に塗れた豊かな人生』といった名を持ちます」




　作り物めいた無機的な表情で、自身の起源を紡つむぐ。

「わたしは戦いを求め、血を求め、命を刈かり取とることを存在意義とします」

　言葉を紡ぎながら、妖あやしく光る翠玉の瞳で僕を見つめてくる。

「ケイル様、どうかわたしをお使いください」

　妖よう艶えんな雰囲気を纏まとい、狂きよう気きへと誘いざなうように語り掛け――




「――そして、この世界を鮮せん血けつに染め上げてくださいませ」




　怖おじ気け立つほどの真性たる狂気。

　その言葉を体現せんとする異様な雰囲気。

　だというのに――

　どこまでも、彼女は天使のようなかわいらしい笑みを浮かべていた。
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　翌日、僕は牢から釈しやく放ほうされた。

　だが、それは無罪放ほう免めんというわけではない。

「――さて、それじゃ早さつ速そく始めるとしよう」

　先導していたフォルトがくるりと身を翻ひるがえす。

　今、僕たちは王都に隣りん接せつする訓練場の一つにいる。

　切り立った崖がけの上に建つ、大海が一望できる聖剣士訓練場。

　何も知らない者なら、その絶景に思わず感嘆の息でも漏らすだろう。

　だが、訓練生であった僕としては嫌な思い出が無限に湧わき出てくる。

　なにせ崖の上に建っているのは訓練から逃にげ出だすことを阻そ止しするためで、王都から離はなれているのは過か酷こくな訓練で煌びやかな聖剣士のイメージを崩さないためで、雄ゆう大だいな白波の音は厳しさのあまり奇き声せいを上げる訓練生たちの絶ぜつ叫きようを掻き消けすためだ。

　僕もそんな訓練生時代を過ごしたわけだが、今日の目的は以前と違う。

「その……本当に構わないんですか？」

「ああ。ちゃんと国の許可は取ってある。こっちとしても魔剣ちゃんの能力は把は握あくしておきたいところだし、聖剣との能力差を見ておきたい」

　つまるところ、今回行うのはリーシュの能力精査だ。

　魔剣という存在は未知である部分が多い。

　残された文ぶん献けんや伝承では危険視されているものの、実際のところ把握しきれていないのが現状であり、まずはそれを精査することになったわけだ。

「俺としてはこれで済めば話が早いんだ。嬢ちゃんが危険じゃないとわかれば余計な仕事は減るし、あとはお前に丸投げするだけで終わる」

　そう、魔剣が危険な存在でなければ全て丸く収まる。

　国が危険視しているのは魔剣の異常な能力であり、危険がないとわかれば僕はリーシュと一緒に平へい穏おん無ぶ事じなスローライフを送れるというわけだ。

　だが――

「お任せください。必ずやケイル様の期待に応こたえてみせます」

　僕の隣となりで、リーシュはむんっと頼たのもしく意気込んでいた。

　心なしか普ふ段だんは淡たん泊ぱくである表情が輝いているようにも見える。

『この世界を鮮血に染め上げてくださいませ』

　そう口にしたリーシュの表情が離れない。

　彼女が見せた、人智を超こえた異様な力の片へん鱗りんを今も覚えている。

　だけど、それでも――

「かわいいんだよなぁ……」

　ウキウキしているリーシュはかわいかった。

　早く力を解放したいのか、ソワソワと肩かたを左右に揺らしている。

　まるで遊び盛りの子犬がお預けを食くらっているようだ。

「そういえば、リーシュは自分の意思で剣に戻れるのかい？」

「はい。元の姿へと戻れます」

　そう告げた直後――リーシュの身体が光に包まれた。

　陽光の下で煌めく白はく刃じん。

　精緻な装そう飾しよくに彩いろどられた白金の柄。

　その中心に輝く翠玉の大きな宝石。

「見た目は……魔剣っぽくねぇな」

「むしろ聖剣感マシマシって感じなんですけど」

　剣の状態になったリーシュは荘厳かつ神聖な雰囲気を纏っていた。

　おそらく他者に剣を見せたら、間違いなく聖剣だと答えるだろう。

　それどころかチビっ子が見たら憧あこがれの眼差しを向けるだろうし、記念品として土産みやげ屋やに置いたら爆売れしそうだし、石座から抜き放ったら勇者として巨きよ悪あくを滅ほろぼす旅に出る運命を課せられそうな雰囲気すらある。

『……ケイル様、わたしのことを疑っておられるのですか』

　柄に嵌はめられた宝石からリーシュの声が響いてくる。

　しかし先ほどの僕たちの感想を聞いていたのか、若じやつ干かん不満そうな声だ。

「疑ったわけじゃないよ。ただリーシュは剣になってもかわいいと思ってね」

『称しよう賛さんは嬉しく思いますが、その言葉は訂てい正せいしていただきたいです』

「……え、ダメなの？」

『剣に求められる称賛は「かわいい」ではありません。全てを切きり裂さく斬性、そして確実に突き貫つらぬく刺し突とつ性、どのような状じよう況きようでも刃は毀こぼれしない堅けん牢ろう性、持ち手に負担を掛けない洗練された形状など、その全ては戦せん闘とうに関連するもので――』

「リーシュは剣のことだとよく喋しやべるんだねぇ」

『もちろんです。わたしは剣ですから』

　剣から少しだけ得意げな声音が返ってきた。

　もしもリーシュが人間の姿だったら、きっとテンションが高くてすごくかわいい姿を見られたことだろう。想像するだけでほっこりしてしまう。

『しかし、ケイル様にはわたしの力を正しく認にん知ちしていただく必要もあります。ここは一つ、わかりやすい「力」といったものをお見せしましょう』

「うんうん。それじゃ期待してるよ」

　リーシュの待ちきれないといった気持ちを汲くみ取り、僕ぼくは海に向けて剣を構えた。

「君の扱いは聖せい剣けんと同じでいいのかな？」

『はい。ケイル様の魔力を流し込んでいただければ、こちらで同調を行います』

　元々、聖剣とは魔力を用いた魔導兵器だ。

　持ち手の魔力によって性質を変化させ、その魔力量によって威い力りよくや能力も変わる。

　魔剣だと扱いも変わるのかと心配していたが、その必要はなさそうだ。

「それじゃリーシュ、まずは慣らしていこうか」

『承知しました』

　涼すずやかな声音を聞きながら、僕は剣から流れ込む力を感覚的に理解する。

　そして、力の奔ほん流りゆうを眼前に向けて振ふり――




　その直後、視界が煌こう光こうによって埋め尽つくされた。




　白金に煌めく閃せん光こう。

　この世に存在する色を塗ぬり潰つぶさんとする圧あつ倒とう的てきな純白。

　もはや音すらも白煌によって塗り潰されている。

　その白煌の前には、全ての存在が否定され――

　…………うん。

　回りくどい言い方はやめておこう。
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　目の前にあった景色が完全に消し飛んでいた。




　先ほどまで雄大に揺れていた大海はゴッソリと抉えぐり取られ、本来なら見えるはずのない海底が露ろ出しゆつしている。

　文字通り、『海を割った』といった状態だった。

　いやその表現も生なま温ぬるいかもしれない。

　もうなんか雑に『全部消し飛ばした』ってのが正しい感じだ。

　そして大海が元の姿を思い出したのか、失われた部分に海水が流れ込み、ザパァーンと愉ゆ快かいな音を立てながら大波を立て始める。

　………………。

　…………………………。

「よしリーシュ、ちょっと人の姿に戻ろうか」

『はい。戻ります』

　リーシュは素直に従い、パァッと再び人間の姿に戻る。

「いかがでしたか、ケイル様」

「ごめん、まだちょっと理解が追いついてないんだ」

「それでは詳しよう細さいを説明します。まずわたしの中で魔力を圧縮させ、複数の魔力を反発させて加速を得た後、それらに指向性を持たせて前方に向かって放ちました」

「それを詳くわしくない感じで説明すると？」

「適当に魔力を集めてシュビッと撃うちました」

「シュビッと撃っちゃったかぁ……」

　その説明を聞きながら、僕は荒あれ狂う海を遠い目で眺ながめていた。

　これはやばい。

　今までに聖剣の力を見てきたことはあったけど、それとは比べ物にならない威力だ。

　もしも王都に向けて撃っていたら、跡あと形かたもなく消し飛んで国家滅めつ亡ぼうコースだった。

　たぶん今の一いち撃げきで海流とか確実に変わったと思う。

「今の力はほんの一部です。わたしはもっともっと頑張れます」

　魔ま力りよく砲ほうをブッ放して楽しくなっちゃったのか、リーシュがほんのりとテンション高めに僕の服をくいくいと引っ張ってくる。

　やばい超ちようかわいい。

　かわいいけど……これはもう言いい逃のがれできない。

「――ケイル、次に俺がどんな命令を出すかわかるか？」

　一部始終を眺めていたフォルトが、僕の肩をポンと叩たたいてくる。

　今までに見たことがない、そんな満面の笑えみを浮かべながら――

「今すぐ荷物をまとめて王都を出ていけ」

　こうして、僕は正式に王都から追放処分となった。
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　王都から出立する前に、まずは諸々の用事を済ませた。

　養父と共に改めてエルステン王や関係各所に謝罪を行った。

　王から「まぁそんな気分の時もあるよね、あるある」と優やさしくも軽い御お言こと葉ばをいただいてから、僕は正式に『魔剣の監かん視し及および管理』という任務を拝命した。

　しかし、公的な場で王と王家に対する不敬を働いた罪は消えない。

　魔剣を所持していることから書類上は聖剣士の一員として登録されるが、その身分を公的に使うことは一いつ切さい許可せず、公表することもないとされた。

　つまり、事実上の無職である。

　そして任務を終えるまで、王都への立ち入りを禁じられた。

　先日の一件で魔ま剣けんの絶大な威力が証明されただけでなく、魔剣という存在そのものが未知数であることから、能力の発動や暴走を考こう慮りよし、国家の中ちゆう枢すうである王都に被害が及およばないように配はい慮りよする必要があるとのことだった。

　つまり、事実上の追放処分である。

　そして行動に制限はないが、僕とリーシュには監かん視しが付くと言われた。

　これは僕が秘ひ密みつ裏りに魔剣を使用したり、使用した事実を隠いん蔽ぺいした際に報告をするためとのことで、その場合リーシュは即そく石座送り、僕は牢ろう獄ごくに逆ぎやく戻もどりとなる。

　つまり、事実上の罪人扱いである。

　加えて、養父であるフォルトからは一切の援えん助じよを断られた。

　これは僕の減げん刑けい、ならびに魔剣の管理者という立場に据すえるためにだいぶ無む茶ちやをしてしまい、これ以上の手助けは聖剣士長という立場として難しいとのことだった。

　多少手元に金はあるが、働かずに生活できるほどの余よ裕ゆうはなく、何もせずに日々を過ごしていたらすぐに路銀は尽きてしまう。

　つまり、事実上の無一文である。

　だけど――そんなことは些さ細さいなことでしかない。

「――ケイル様、ケイル様」

　馬車に乗っている最中、不意に僕の名が呼ばれる。

　そして、隣に座るリーシュがくいくいと袖そでを引いていた。

「どうしたんだい、リーシュ？」

「よろしかったのですか。あの都から離れてしまって」

　遠ざかっていく王都を眺めながら、リーシュは悲しげに眉まゆを下げている。

　僕にとって王都は慣れ親しんだ場所であり、人生の多くを過ごした場所だ。

　そこを離れることに対して、一いち抹まつの寂さびしさを抱いだいている節はある。

　だからこそ、リーシュは僕を気遣ってくれているんだろう。

　本当にリーシュは優しい良い子だ。

　こんな子と一緒に居ることができる僕は世界一の果報者だろう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。今は離れることになっても、また戻れるように頑張るだけさ」

　リーシュを安心させるように、僕は精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作りながら言う。

　だが、リーシュはふるふると首を振った。

「いえ、まだあの都で誰だれ一ひと人りとして殺していないので」

「大丈夫だよ。今は離れることになっても、また戻れるように頑張るだけさ」

「……なぜ同じ言葉を繰くり返かえしたのですか？」

「少しでも会話をして王都から距きよ離りを稼ぐためさ」

　こちらを見つめながら、リーシュは不思議そうに首を傾かしげる。

　うん、かわいい。

　かわいいけどヤバイ。

　戦いを求め、血を求め、命を刈り取る魔剣。

　それはまさしく国が危険視している魔剣そのものだ。

　それがバレたら……問答無用でリーシュは石座に戻されるかもしれない。

　だが、王都から離れてしまえば何とでもなる。

　実際にリーシュが魔剣として猛もう威いを振るったりしなければ危険だと断言することはできないし、捕縛されて無理やり王都に送そう還かんされるような事態にはならないはずだ。

　彼女を守るために――僕が全力で狂きよう人じんを演じなければいけない。

「あっ……あちらに鹿しかの親子がいます」

　僕の想おもいなど知らずに、リーシュは楽しげに外を眺めながら足をぱたぱた揺ゆらしている。

　こうしてみると本当に普ふ通つうの女の子にしか見えない。

「さてケイル様、どちらの鹿を殺しますか？」

「平へい穏おんな鹿の親子に唐とう突とつな死の気配が……ッ!!」

「わたしを使えば、この距離であろうとも仕留めることができます。都で人を狩からなかったこともありますし、ここは獣けもので慰なぐさみとしましょう」

　ワクワク顔でリーシュが鹿の親子殺害を提案してくる。以前に魔力砲をブッ放した後もそうだったが、なんか血とか戦い関連だとハイになっちゃう子なんだろう。

　とりあえず鹿の親子を救うために話を逸そらさなければいけない。

「リーシュは戦うことが好きなのかい？」

「大好きですっ！」

「くッ……その言葉と笑顔は最高なのに……ッ!!」

　リーシュが発する嬉き々きとしたオーラにあてられ、思わず顔を覆おおってしまった。

　これは難易度が一気に跳はね上あがった。

　リーシュを生かすためには、魔剣として戦わせてはいけない。

　しかし、彼女自身は『剣』として戦うことを望んでいる。

「わたしには今まで剣として過ごしてきた記き憶おくがあります。その中でわたしは数多あまたの敵を屠ほふり、その血を身に浴びてきました」

　それは魔剣として人の形を成す以前……つまり、過去に聖剣として振るわれてきた記憶も含ふくまれているのだろう。

「そして過去の使い手たちは剣を振るい、敵を討うつ度たびに歓かん喜きの雄お叫たけびを上げ、それによって多くの人々も喜びました。だからこそ……戦いとはわたしが知る喜びそのものなのです」

　まるで恋こいする少女のように、リーシュはほんのりと頬ほおを染める。

　これは……先に聞いておいた方がいいかもしれない。

「リーシュ、もし戦っちゃダメって言ったらどうする？」

「……………………え」

「ごめんその表情だけで全部わかった」

　なんかもうこの世の終わりみたいな表情だった。

　正直、彼女を戦わせないのは簡単だ。

　僕が主として戦いたくないと言い、彼女を剣として使わなければいい。

　だが……そこに彼女の意思はない。

　自身が望むことを否定され、全てを押おし殺ころして生きる。

　それはもはや奴ど隷れいと変わらない。

　それに――

「あっ、また鹿がいましたっ。これは好機ですケイル様っ。もうどちらと言わず、まとめてわたしが首を払はらい落してみせますのでっ」

　鹿を指さし、楽しげに笑みを浮かべているリーシュの姿。

　その笑顔を奪うばいたくない。

「だってかわいいんだもの……ッ!!」

「ケイル様、また病気ですか？」

「僕は感情が高ぶると『かわいい』としか言えない病気だからねッ!!」

「大変です……いつか快復することを願っています」

　こちらの身を案じながらリーシュが背中を優しくさすってくる。天使だ。

　だが、このまま何もしないわけにはいかない。

　たとえ彼かの女じよを騙だますことになっても、その笑顔と命を守らなくてはいけない。

　だが、僕ならなんとかできる。

　僕は……魔剣ちゃんが好きでたまらない狂きよう信しん者しやなのだから。

「リーシュ、やっぱり鹿を殺すのはやめようか」

「……なぜですか？」

「鹿を殺すのはよくないことだからね」

　そう言うと、リーシュが少しだけ不満そうに眉を寄せた。

「……ケイル様は、わたしの存在意義を否定すると仰おつしやるのですか」

「そうじゃない。だって君は魔剣なんだ」

　リーシュの手を取り、真まっ直すぐ見つめながら告げる。

　そして、深く息を吸ってから――

「魔剣なら――獣より人間の血こそが相応ふさわしいッッ!!」

　とりあえず僕は勢いで誤ご魔ま化かすことにした。

　そして叫さけんだ瞬しゆん間かん、リーシュがハッと顔を上げる。

「ケイル様は、その違ちがいを理解してくださるのですか……っ！」

「当然じゃないかッ！　君は至高の存在なんだ。その身に受ける血は相応のものでなければいけないッ！　だから獣の血を浴びるなんてありえないッ!!」

「そこまでわたしのことを気き遣づかっていただけるだなんて……」

　なにかリーシュの琴きん線せんに触ふれたのか、彼女が熱のこもった視線を向けてくる。正直悪い気はしないが、君はそれでいいのかリーシュ。

「ですが、獅し子しは全力で兎うさぎを狩るという言葉もあります」

「リーシュは賢かしこいねぇッ！」

「褒められてしまいました」

「だけど獅子も兎を見る度に毎回全力を出すとかしんどくない!?　獅子も気分が乗らない日とかあるだろうし場合によっては獲え物ものを見み逃のがすと思うんだよねぇッ!!」

「それは……そうかもしれません」

　若じやつ干かん怪け訝げんな面おも持もちではあったものの、リーシュがふんふんと頷うなずいてくれた。

　勢いで誤魔化す、これこそ最強だ。

「つまり、ケイル様はこれから赴おもむく土地で人間を殺すということですね」

「まだ流れが断たち切れてなかった……ッ!!」

「ケイル様、なぜ大量の汗あせをかいているのですか？」

「僕は突とつ発ぱつ的てきに大量の汗を流しちゃう病気なんだッ！」

「それは……病気が多くて大変ですね」

　滝たきのように汗を流す僕に困こん惑わくしながらも、リーシュがハンカチを額に当ててくれる。いやもう本当に優しくて良い子だ。

　しかし、どうしよう。

　今、僕たちは王都を南下した先にある地方都市に向かっている。

　それは王都から離れるというだけでなく、金銭面の問題を解消するためだ。

　魔ま獣じゆうと呼ばれる、自然の中で生まれる異い形ぎようの獣たち。

　それらの被ひ害がいは減少こそしているものの、完全に消えたわけではない。

　だからこそ、地方では『冒ぼう険けん者しや』と呼ばれる職業が成り立っている。

　魔獣が生息する土地に入って依い頼らいされた薬草や鉱石を採取したり、時には魔獣そのものを討とう伐ばつすることで、依頼を仲ちゆう介かいするギルドから報ほう酬しゆうを手に入れる。

　冒険者に資格は必要なく、腕うでに覚えがある者ならば誰だれであろうと歓かん迎げいする。

　それは今の僕にとって最適の職業だ。

　まず、戦闘は聖剣士として剣術と魔法に長たけているので問題なし。

　魔獣という脅きよう威いに対しても戦闘経験を持っている。

　そして今の僕は半ば犯罪者に近い身分なので、他の職に就つくのは難しい。

　あとほぼ無一文なのですぐに手に入る金が欲ほしい。ぶっちゃけ馬車代と数日の宿代しかないので、このままだと生活すら怪あやしくなる。

　だが、このままでは――

「ケイル様は何人殺す予定ですか。十人ですか、百人ですか？　町一つですか？」

「はっはっは。リーシュ、途と中ちゆうから単位が変わっちゃってるよ」

「すみません。久々に血が見られると思うと気分が高こう揚ようしてしまって」

　殺やる気満々といった感じで、リーシュがむんっと拳こぶしを握にぎり締しめていた。

　うん、これはダメだね。

　僕が到とう着ちやく直後に住民を殺しまわるイカれた殺さつ人じん鬼きになっちゃうね。

　今後のためにも、ちゃんとした理由は必要だ。

　事あるごとにリーシュから理由を尋たずねられ、その度に拒きよ否ひしていたら彼女も不ふ審しんに思うだろう。しかもその度に僕が大量の汗をかく病気にならないといけない。

　魔剣であるリーシュを使わない理由。

　彼女が納なつ得とくし、魔剣の主として相応しい理由――

「リーシュ、さっきも言ったけど君が浴びる血は相応のものじゃないといけない」

「はい。たしかにそう仰っていましたが……？」

「たとえばそこらへんの人間を殺したとする。それは相応しいものかい？」

「……ケイル様は、それでは納得しないと？」

「うん。自じ慢まんじゃないけど僕は強い。すごく強い」

「すごくお強いのですか」

「そりゃもう並なみ大たい抵ていの相手なんて最強たる僕の足元にも及ばない。そして僕は聖剣士っていう他者から尊敬と羨せん望ぼうを受ける高こう尚しような人間だ。そんな人間が弱者を虐しいたげ、それを誇ほこるなんてことはあっちゃいけない。武功っていうのは強者を倒たおしてこそ誇るものだろう？」

「しかし千人殺せば英えい雄ゆうという言葉もあります」

「それは現代だと適用外なんだ」

「……今だと千人程度では英雄になれないのですか」

　ちょっとだけ残念そうに、リーシュが唇くちびるを尖とがらせる。

　しかし、良い方向に解かい釈しやくしてくれた。

「今の時代は強者を殺すことに一番の価値がある。つまり僕より強い相手じゃないと、いくら殺したところで無意味なんだ」

　そう言いながら、僕はリーシュの手を取る。

「僕は魔剣の主として相応しくありたい。君の価値を不当に貶おとしめたくない。だからこそ君を無む為いに振るうのではなく、真の強者が現れた時にその力を貸して欲しいんだ」

　真っ直ぐ彼女を見つめながら諭さとす。

「僕は――君のことを何よりも大事にしたいんだ」

　その想いに嘘うそはない。

　たとえ他を嘘で塗り固かためていようと、それだけは変わらない。

　その想いだけは届いて欲しい。

「……はい、わかりました」

　俯うつむきながらも、リーシュはにこりと小さく笑ってくれた。

　そして、ほんのりと頬を紅あかく染める。

「その……大事に想ってくださって、ありがとうございます」

「いやいやそれはもう当然というかねッ!?　僕のかわいいリーシュが有う象ぞう無む象ぞうの人たちに揶や揄ゆされるとかあり得ないことだしねッ!!」

「またケイル様の『かわいい』と言ってしまう病気が出ています……」

　俯きながら、リーシュの頬がますます紅くなる。

　やっぱりリーシュはかわいい。

　ちょっと存在というか使命というか本分的なものはバイオレンスだけど、『かわいい』というこの世の真理を体現していることには変わりない。

「それでは、約束です」

　白く、小さい手を差し出しながらリーシュが小指を立てる。

「強者と戦う時は、必ずわたしを使ってくださいね」

　恥はずかしそうに口元を押さえながら、小指を差し出してくる。

　…………いやぁ。

　本当に僕の魔剣はかわいいなぁ。

　そうして思考を放ほうり投なげ、僕も同じように小指を差し出した。







二章







　僕たちが向かった先……『地方都市ディベア』は一言で表すと田舎いなかだ。

　しかしそれは王都や交易都市といった交流が盛んな土地と比べた場合であり、都市である以上一定の生活水準、商通、人の流れが存在している。

　まぁ、適度な田舎とでも言えばいいんだろうか。

　都市の先には峻しゆん烈れつな山脈、周囲には深緑が溢あふれる大森林、人と動物が憩いこいとする自然湖、都市と隣接する広大な蒼そう海かい……見み渡わたせば自然には事欠かない。

　ディベアはこの地域における中枢都市だが、近きん隣りんには大小の農村や漁村、そして山さん岳がく地ちに古くから住まう部族の村など、多くの生活地域が点在している。

　その理由の一つが――

「――ここは、とても亜あ人じんの方々が多い気がします」

　僕の後ろを歩きながら、リーシュが道行く人々に視線を移している。

　亜人。

　それは人間と同様に言語を解するが、人間と異なる容姿を持つ者たちを指す。

　獣に似た大きな耳や尻しつ尾ぽを有する獣人族。

　爬は虫ちゆう類るいのような鱗うろことねじれた角を有する竜りゆう人じん族。

　不可思議な色合いの瞳ひとみと髪かみ色、そして尖った耳を持つ森人族。

　人間と比べて一回りも二回りも大きな身体を持つ巨きよ人じん族。

　そんな様々な容姿の人々が、ディベアの町並みを歩いていた。

「昔、このあたりの地域は亜人たちの領地だったんだよ」

「つまり、今は違うということでしょうか？」

「そうだねぇ。魔ま獣じゆう討とう伐ばつを優先するために人間族と同盟を組んでいたんだけど、それが落ち着いてからは人間族に迎げい合ごうする形になったんだ」

　遥はるか昔は人間と亜人で争っていたこともあったそうだが、魔獣という共通の敵を倒すという目的も果たし、世界はなんだかんだ平和に向かっている。

　それをきっかけとして人間と亜人の交流も増えたので、改めて種族間の隔へだたりを排はいするために亜人たちは人間たちに迎合した……と歴史書に書かれていた気がする。

　しかし種族が違えば生活様式も異なるので、一部の亜人たちは同族を集めて作った村を主な生せい活かつ圏けんとしている。だからこそ近隣に村々が多いというわけだ。

「リーシュは亜人たちのことも知ってるんだね」

「はい。昔はたくさん斬きっていましたから」

「おっと過去の因いん縁ねんを突とつ然ぜん出すのは止めようかッ!!」

「亜人は武器を使いませんが強いです。強者と言ってよいのではないでしょうか」

　通りすがる亜人たちを見ながら、リーシュがくいくいと袖を引いてくる。あまり喜き怒ど哀あい楽らくを表に出さない子だが、こうやって反応をしてくれるので実にわかりやすい。

「たぶん、ここにいる人たちは強者じゃないよ」

「……そうなのですか？」

「今と昔じゃ状況が違うし、人が生活している都市部に来ているってことは商売とか他の仕事で来ているってことだろうしね。戦闘は不得意だと思うよ」

「そうなのですか……」

　僕の袖を掴つかみながら、リーシュがへなりと肩を落とす。

　かわいそうだが仕方ない。

　僕はまだ殺人鬼になるわけにはいかないんだ。

「ええと……あとで気晴らしに都市でも見て回るかい？　結構店先とかに屋台が開いているみたいだし、美お味いしい食べ物があるかもしれないよ」

「食べ物……それには興味があります」

　落ち込んだ様子から一転、リーシュが目を輝かがやかせなら袖を強く引き始める。

　彼女の食事は人間と変わらない。

　むしろ食べ物に関する記憶はあるが、剣として生きてきた彼女は今までそれらを口にしたことがなかったので、初めて食事を取った時にはえらく感動していたくらいだ。

「まぁ、その前に冒険者ギルドで登録を済ませてからだけどね」

「わかりました。それでは早く済ませて美味しい物を探しましょう」

　ぱたぱたと手を振り、リーシュの足取りが見るからに軽くなる。もしかしたら今後誤魔化す時には食べ物が有効かもしれない。

「それじゃちょっとギルドの場所を聞いてくるよ。たぶんすぐにわか――」

　そう言って、通行人に声を掛かけようとした時――

　咄とつ嗟さに僕はリーシュを抱かかえて横に跳とんだ。

　その直後、タァンッと先ほどまでいた場所に矢が突つき刺ささる。

「――っとと。リーシュ、怪け我がはない？」

「はい。特に怪我はありませんが……」

　少しだけ呆ほうけた表情で、リーシュが腕の中でこちらを見つめてくる。

　襲しゆう撃げき――そんな言葉が頭の中を過よぎった。

　あり得ない話ではない。

　フォルトの話では魔剣の力を利用しようとする輩やからもいると言っていたし、リーシュのことをどこかで聞きつけた可能性もある。

「だけど、こんな街中で襲撃とか――っと？」

　不審に思いながら矢を眺めていた時。

　そこに紙切れが括くくり付つけてあるのに気づいた。

　そして――再び、同じ場所に矢がタァンッと突き刺さる。

　その矢にも紙切れが括り付けてある。

　またしばらくしてから、少しだけ僕に近い地面に矢がタァンッと刺さる。

　それを見て……僕は恐おそる恐る矢に括り付けてある紙切れを手に取った。




『驚おどろかせてごめんなさい。（あと、前の矢文も読んでください）』




　と、かわいらしい丸い文字で謝罪の言葉が書かれていた。

　その言葉に従い、他の矢に付いている手紙も回収してみる。

『私は、国からあなた方の監視を命じられた者です』

　僕たちに監視が付くことは聞いている。

　しかし周囲を見渡してみても、僕たちに対する視線などは感じ取れない。

「監視って……どこから見てるんだ？」

　口に出した直後、すぐさまタァンッと矢が飛んできた。

『すみません。場所は教えちゃダメって言われています』

　なんか律りち儀ぎに返信がきた。

　独り言のつもりだったのに、それすら聞かれていたらしい。

　そして、タァンッと追加の矢が飛んでくる。

『最初に送ったのはギルドまでの地図です。お困りでしたら使ってください』

　タァンッ。

『あと、軽食ならピーチパイがオススメです。おいしいですよ』

　タァンッ。

『甘あまい物が苦手でしたらコーヒーも良いかと思います』

　タァンッ。

『食事を安く済ませたいならギルド併へい設せつの食堂がお手て頃ごろですね』
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「もうこれ矢文じゃなくて直接話せばいいやつだよねぇッ!?」

　タァンッ。

『すみません。おしゃべりは好きなのですが、私も仕事がありますので』

　今度は文だけでなく、申し訳なさそうに謝あやまる猫ねこの絵が追加されていた。デフォルメされていてなかなかかわいい。

　そして少し遅おくれてから、再びタァンッと矢が降ってくる。

『私は表向き監視を行いますが、ケイル様、リーシュ様をサポートするようにフォルト様からも命じられています。お困りの際には声に出していただくか、見かねた場合は私の方から助言をさせていただきます』

　やたら親切な監視者だと思ったら、養父の関係者だったらしい。

　襲しゆう撃げき者しやではなく味方だと判明したのはありがたい。

　しかし、養父の関係者とはいえ国が付けた監視者という立場でもあることだし、安易に信用しすぎるのも良くないが――

　…………。

　………………。

　……………………タァンッ。

『あ、もう話は終わりです』

「面めん倒どうな人を寄こしてきたなぁッ!!」

　会話は面倒だが悪い人ではないだろう。

　とりあえず監視者ではなく、『矢文ちゃん（仮）』と認にん識しきしておこう。

　そのまま飛んできた矢を回収し、そこらへんにまとめて置いておく。こちらの様子や会話は聞こえているようだし、これで矢文ちゃんも回収しやすいはずだ。

「よしッ！　それじゃギルド行こうかッ！」

「なにやらケイル様がやる気に溢れています」

「僕ぼくは疲つかれた時こそ空元気で誤魔化そうとする性格だからねッ！」

「今回は病気ではありませんでしたか」

　そんな会話をしながら、僕たちは都市の地図を広げてギルドに向かった。




◇




『冒険者』について、改めて把は握あくしておこうと思う。

　世間一いつ般ぱんの認にん知ちとしては、『依頼を受けて仕事をする何でも屋』といったところだ。

　自由気ままに仕事を受ける者、一いつ攫かく千せん金きんを夢見る者、危険というスリルを求める者など、多種多様な理由によってその身を冒険者という職に置いている。

「――はい。それではケイルさんを冒険者として登録しました」

　登録書に目を通してから、『オルディネ』というネームプレートをつけた受付の女性がこちらにニッコリと笑みを向けてくる。

「こちらのギルド証が冒険者としての証明になります。依頼の達成率、もしくは達成件数によって自身の階級が上がりますので、その都度更こう新しんをお願いします」

　オルディネさんから簡素な木板を渡わたされ、そのまま懐ふところに入れておく。

　自由な冒険者にも階級は存在している。

　最初は木板から始まり、階級が上がるごとに鉄板、銅板と素材が変わり、信用のおける冒険者はギルドから直々に仕事を斡あつ旋せんされる。

「ギルド証は再発行が可能ですが、別べつ途と料金が掛かるので大事にしてくださいね」

「はい。他に注意すべきことはありますか？」

「依頼の達成は依い頼らい者しやからの証言か、冒険者の方が回収した証しよう拠こ品ひんが必要となります。トラブルを避さけるため、魔獣等の一部を回収することを心こころ掛がけてください」

「わかりました。ご丁てい寧ねいにありがとうございます」

　そう礼を言うと、オルディネさんがほっとした表情を浮うかべた。

「ケイルさんは珍めずらしくまともな方で助かります」

「……珍しいというのは？」

「まぁ……冒険者になろうとする方は基本的にちょっとアレで難しいといいますか、気難しいというか、性格や経歴に難があるといいますか」

　なんとも言えない表情で、オルディネさんは髪をくるくるといじる。

　たしかに冒険者にはそういったイメージもある。

　真っ当な職につけなかった者、性格が破は綻たんしている者、社会という集団の中に馴な染じめなかった者、過去に何かをやらかした者といったレッテルも貼はられている。

　ギルドで働いているオルディネさんが言うのだから、そういったイメージも真実ということなんだろう。

「ケイルさんは他の方と違って言こと葉ば遣づかいや物もの腰ごしが丁寧ですし、経歴も問題ありませんし、身なりも整っているので不思議なのですが……どうして冒険者になろうと？」

「あー……どう説明したものですかね」

　まさか『自分も結構アレな人です』と紹しよう介かいするわけにもいかない。

　そう苦く笑しようしていると、シュバッと矢が飛んできたのでキャッチする。

『一応、ケイル様とリーシュ様の一件については緘かん口こう令れいが布しかれています。人の口に戸は立てられないとはいえ、なるべくご自身のことは口外しないようお願いします』

　と、矢文ちゃんから良いタイミングで助言がきた。

「まぁ、僕にも色々と事情があるということで」

「そ、そうですか……ははは」

　飛んできた矢を眺ながめながら、オルディネさんが引きつった笑みを浮かべていた。まぁ突然矢が飛んできたらそんな反応にもなるだろう。

「ところで、そちらのお嬢じようさんも冒険者として登録されますか？」

「……わたしでしょうか？」

「はい。登録は簡単な書類だけですし、依頼の受じゆ諾だくも自由なのでいかがでしょう」

　オルディネさんに営業スマイルを向けられ、リーシュはわたわたと困惑する。

「ケイル様、わたしも登録していいのでしょうか？」

「うーん……基本的には僕が依頼をこなすから、登録の必要はないと思うよ？」

　一応、冒険者同士であればパーティを組んで依頼をこなせるというメリットがある。

　しかし、リーシュを戦せん闘とうに参加させるわけにはいかない。

　人型の状態である彼女に戦闘能力があるのかわからないし、依頼に同行させて危険な目に遭あわせたくないという気持ちもある。

「でも、せっかくならケイル様と一いつ緒しよがいいです」

　こちらをじっと見つめながら、リーシュがそんなかわいいことを言ってきた。

「……ダメでしょうか？」

「…………登録だけしておこうか」

「はい。ありがとうございます」

　許可を出した瞬間、リーシュの口元が僅わずかに綻ほころんだ。

　ダメって言わなくてよかった。かわいい。

「それでは登録書をお渡ししますねー」

　こちらのやり取りを眺めていたオルディネさんが、リーシュに登録書を渡そうとし――

　その書類が、カカッと二本の矢によって打うち抜ぬかれた。

「ひぃッ!?」

「え、もしかしてダメなの？」

「ケイルさんはどこを向きながら会話しているんですかッ!?」

「いや僕も場所は把握してないんですけどね」

　とりあえず受付に刺さった矢を抜いて内容を確かく認にんする。

『登録自体は問題ありませんが、念のためにリーシュ様の経歴についてはこちらが作成したものをお使いください。二本目の矢文にて添てん付ぷしてあります』

　意思疎そ通つうは面倒だが、仕事の早い優ゆう秀しゆうな矢文ちゃんだった。

「……すみません、登録はこちらの内容でお願いします」

「は、はいぃッ！　書類は私の方で作成しておきますのでぇッ!!」

　矢文を受け取ってから、オルディネさんが凄すさまじい勢いで登録書を作成し始める。

「……書類、書いてみたかったです」

　リーシュの方もちょっと残念そうだった。心なしか頬が膨ふくらんでる気がする。

「はいっ！　リーシュさんの登録も終わりましたので掲けい示じ板ばんにどうぞっ!!」

「ああ、どうも……いや本当にすみません」

　オルディネさんが目で「早く行ってくれ」と訴うつたえかけてきたので、リーシュのギルド証を受け取ってから早々に立ち去る。

　ともかく、これで金銭面が解決できる。

　既すでに所持金は心もとないし、今日中に依頼の目め途どは立てておきたい。

「勝手がわからないし、最初は簡単なのにしようかな」

「ケイル様、こちらに魔獣討伐の依頼があります」

「採集は少し知識が必要かもなぁ」

「依頼内容は『なんかめっちゃ強い竜の討伐』って書いてあります」

「そんな雑な内容で依頼出されてもなぁッ!!」

　なるべく視界から外していたが、思わず反応してしまった。

　そして案の定、リーシュはそわそわと肩かたを揺らしている。

「これは間ま違ちがいなくわたしの出番ですね」

「うーん……竜種の魔獣かぁ」

　正直、竜種は魔獣の中でも強い。

　少なくとも複数人でパーティを組んで討伐するような対象で、一人で戦うことが確定している僕としてはあまり相手をしたくない。

　どうしようかと迷っていた時――

「――お前には無理だ。ルーキーの坊ぼつちゃん」

　そんな言葉と共に、眼前にあった依い頼らい書しよが掴み取とられた。

　筋骨隆りゆう々りゆうとした肉体を持つ壮そう年ねんの男。

　その身体には無数の傷きず痕あとがあり、背には長なが槍やりを背負っている。

　見るからに熟練の冒険者といった風ふう体ていだ。

「この竜種は相当厄やつ介かいな奴やつだ。お前じゃ狩かれねぇよ」

「いや『なんかめっちゃ強い』としか書かれてませんけど」

「なんかめっちゃ強いってことは厄介ってことだろ」

「会話の内容に全く情報量がないんだよなぁ……」

「うるせぇ奴だな。こいつは俺おれたちの獲物だって言ってんだ」

　そう言って、長槍の男は背後を指さす。

　その先にはギルドの待合テーブルがあり、屈くつ強きような男たちが酒を飲みながら談だん笑しようしている。おそらく同じパーティの人間なのだろう。

「見たところ、良いところの坊ちゃんが道楽で冒険者ごっこをしに来たんだろうが……依頼は遊びじゃねぇんだ。金持ちの道楽なら適当な雑魚ざこを狩って満足しとけ」

「おいおいロイデルッ！　新人をビビらせてんじゃねぇよッ!!」

「いいじゃねぇかッ！　オレたちを知らない田舎いなか者ものへの教育ってやつだよッ!!」

「違いねぇッ！　こういうのは最初に教えておかねぇとなぁッ!!」

　ギルドホールに響ひびき渡るほどの声で、男たちがゲラゲラと笑い声を上げる。

　まぁ……こういった手合いはどこにでもいる。

　それに僕自身もそういった対象になりやすいと自覚している。

　体格は年ねん齢れい相応で優すぐれているわけではないし、顔立ちも童顔寄りというか幼く見られがちなため、訓練生時代にも似たような反応をされることが多かった。

　その後、上う手まく立ち回って揶揄されることはなくなったが。

　ともかく僕には慣れたことだ。

　何を言われたところで、腹を立てるどころか怒いかりすら――

「「「なにせオレたちは『最強』の冒険者だからなッ!!」」」

「よくもその言葉を口にしてくれたなぁぁぁぁぁッッ!?」

　綺き麗れいにハモった男たちに、思わず我を忘れて叫んでしまった。

　そして始まってしまう――

「ケイル様、ケイル様っ。あの方たちは最強とのことですっ」

　もうリーシュが飛とび跳はねそうな勢いで表情を輝かせていた。

　もうワクワクが抑おさえきれずに僕の袖そでをグイグイ引いていた。

　かわいい。現実から逃とう避ひしたくなるくらいかわいい。

　だけど現実は待ってくれない。

「相手は最強とのことです。ぜひわたしを使ってくださいませっ」

　両手を広げて任せろやいとリーシュが待ち構えている。

　もうリーシュは完全にやる気というか殺る気満々だ。自じ称しよう最強さんたちを血祭りに上げることしか考えてない。

　ここは冷静に諭して回かい避ひしよう。

「リーシュ、彼かれらが最強なわけないだろう？」

「しかし、あの方たちは自分たちこそが最強だと言っています」

「自分のことを最強とか言っちゃう奴が強いわけないじゃないか」

「……ケイル様も自分は最強だと仰っていませんでしたか？」

「僕は例外ってことにしよう」

　実際のところ、強いかどうかで言えば彼らは強いはずだ。

　熟練の冒険者として数々の地を踏とう破はし、魔獣たちを相手に修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきたのであれば誇るべき手しゆ腕わんであると言っていい。

　だからこそ、僕の言葉が気に障さわったのだろう。

「――ずいぶんとデカイ口を叩たたくじゃねぇか」

　苛いら立だちを露あらわにしながら、ロイデルと呼ばれた長槍の男が立ちはだかる。

「こっちも冒険者としての誇りがある。それをガキにけなされる筋合いはねぇぜ」

　その言葉は正しい。

　少なからず僕の言葉は彼らの矜きよう持じを傷つけるものだった。

「俺より強いなら――それを見せてみろ」

　その雰ふん囲い気きはまさに歴戦の強者と呼ぶに相応しい。

　有う無むを言わせず相手を屈くつ服ぷくさせる威い圧あつ感。敵と認識した相手に対して呼吸一つ隙すきを見せようとしない慎しん重ちようさ。こちらの挙動を静かに観察して機会を窺うかがう狡こう猾かつさ。

　他の仲間はともかく、この人は間違いなく強い。

　だけど――僕よりは弱い。

「まぁ……話し合いより簡単そうですしね」

　腰こしに差した長ちよう剣けんに手を掛けると、ロイデルさんは猛たけ々だけしく笑った。

「見た目より骨があるじゃねぇか」

「どうも。こっちも道楽で冒険者になるわけじゃないので」

　互たがいに得物を構えた直後、周囲から野や次じと歓かん声せいが生まれる。ギルドの人が止めないところを見ると、冒険者同士の諍いさかいも日常の一つなのだろう。

「それじゃ、サクっと終わらせ――」

　そのまま踏ふみ込もうとした瞬間、背中に違い和わ感かんを覚えて振ふり返かえる。

　そこにはリーシュがいた。

　しかも、ちょっと怒おこってる感じで僕の服を掴んでいた。

「…………ケイル様」

「えっ……と、リーシュは危ないから離はなれてようか？」

「ケイル様はわたしではなく、そちらの剣けんを使うのですか？」

　僕が握っている長剣を指さしてから、じとりと半眼で見つめてくる。

　そして、唇を尖らせながらぷいと顔を背そむける。




「それは……少しだけ、寂さびしく思ってしまいます」




　………………。

　…………………………。

　……………………………………。

「――――そぉいッッッッ!!」

「おい、お前なんで自分の剣を叩き折ってんだッ!?」

「いいんですッ！　これでいいんですッ!!」

「やめとけってッ!!　凝こった意い匠しようだし高い剣なんだろッ!?」

「いいえッ！　これは彼かの女じよの信しん頼らいを裏切った贖しよく罪ざいですからッ!!」

　ロイデルさんの制止を振り切きり、愛用の長剣をバッキバキにへし折る。

　たしかにリーシュの言う通りだ。

　彼女を一番として考えるなら、他の剣を使うなんてあり得ない。

「さて……それじゃ始めましょうか」

「は、始めるだって……？」

「僕には剣がなくとも、親からもらった立派な右みぎ腕うでがあります」

「素す手でで槍やりと戦うとか正気かッ!?」

「正気の人間がこんなことをしますかッ!?」

「だから正気か確かめたんだろうがッ!!」

　僕の奇き行こうを目まの当あたりにしたせいか、ロイデルさんが明らかに動どう揺ようしていた。

　まぁ、これはこれでいいだろう。

「僕は彼女に生しよう涯がいを捧ささげて仕えると誓ちかった身……ッ！　彼女の言葉は絶対、かわいい彼女こそが正義ッ！　彼女が他の剣を使うなと言えば喜んで従いましょうッ!!」

　手の中でバッキバキに長剣をこね回しながら、口こう端たんを吊つり上あげて笑えみを浮かべる。




「僕にとっては――それがこの世の全すべてですから」




　狂きよう気き度全開で笑い掛けると、もはやホール内に野次や罵ば声せいは消きえ失うせていた。

「あ、あいつ……素手で剣をボールみたいに丸めやがった……ッ!!」

「あんなの人間のできることじゃねぇだろ……ッ!?」

「しかも完全に目がイってやがる……ッ!!」

　そして僕に対する散々な評価が飛び交かっていた。

　そりゃ素手で剣を鉄の塊かたまりにすればそんな反応にもなるだろうが、僕……というより聖せい剣けん士しを志していた人間にとっては珍しい光景ではない。

　魔ま法ほう……魔ま力りよくを利用した超ちよう常じようの力。

　本来、魔力とは魔法といった形で外へと排はい出しゆつして炎ほのおや氷ひよう塊かいを生み出したり、魔ま具ぐと呼ばれる魔力で作動する道具を使うために利用するものだ。

　だが、聖剣士はその魔力を内に放つ。

　内に放った魔力によって人間の限界を超こえて肉体を強化し、聖剣が内包する強力な力に耐たえる身体へと変へん貌ぼうさせる。

　強化術式の詳しよう細さいは聖剣士、並びに訓練を受けた者だけが知る術法であり、肉体に魔法そのものを付ふ与よする危険なものであるため、相応の訓練を重ねなければ扱あつかえない。

　逆に言えば、強化術式が完かん璧ぺきに扱えなければ聖剣士にはなれない。

　だから、僕はその術式を極きわめた。

　才能を見み出いだして引き取ってくれた養父に報むくいるため、日々の研けん鑽さんを欠かさなかった。

　だから、僕は聖剣士として選ばれた。

　そして――聖剣士の座よりもかわいい魔ま剣けんちゃんを選んだ。

　養父には本当に申し訳ないって思ってます。

「というわけで、僕は素手でやる気満々です」

「……本当にこのまま続けるって言ったらどうするつもりだ」

「あなたの持っている槍をバキッと折ります」

「……依い頼らいが控ひかえているのに槍を折られるわけにはいかねぇな」

「ありがとうございます」

　不満そうな表情ではあったものの、ロイデルさんは素す直なおに槍を引いてくれた。

「……おい、お前らさっさと行くぞ」

「い、いいのかよ。あのガキを放っておいて……」

「だったら俺の代わりに握にぎり潰つぶされてきてくれ……ッ！」

「嫌いやに決まってんだろッ!?」

「そういうことだ。あいつはなんか色々とヤベェ奴だ……ッ！」

　酷ひどい言われ様だった。

　そのままロイデルさんは僕を一いち瞥べつすることもなく、仲間を引き連れて出て行った。

　そして、リーシュが僕に駆かけ寄よってくる。

「ケイル様、お見事でした」

「ほら、やっぱり君を使うほどの相手じゃないって言っただろう？」

「はい。ケイル様は本当にお強い方だと改めて理解できました」

　少し興奮しているのか、リーシュはほんのり頬ほおを染めている。

「今後はわたしも安易に使ってもらおうと考えるのではなく、ケイル様が相応ふさわしいと認めた相手の時に使っていただけるように努力しようと思います」

　そして、途と端たんに身体をガクガクと震ふるわせ始めた。

「でないと……わたしも先ほどの剣のように丸められてしまいます……っ」

「好感度アップのはずがマイナスだとッ!?」

「ケイル様、わたしはちゃんとイイ子でいますから……っ」

「リーシュはイイ子だよ！　もうこの場で息をしながら立っているだけでイイ子だよッ！　僕の中にあるイイ子ランキング永久一位だから丸めたりしないよッ!!」

　もはや何が正解だったのかわからず、怯おびえるリーシュを必死に諭さとし続ける。

　その最中、タァンと矢文ちゃんから矢が放たれた。

『剣は折らずに売ればよかったのでは？』

　………………。

　……………………タァンッ。

『結構良い剣でしたし、売ればしばらく生活に困らなかったかと』

「あぁ、うん。たしかにそうだなぁ……」

　矢文ちゃんの言い分が正しすぎて何も言えなかった。

　別に脅おどすだけなら剣とか折らなくてもよかったよね。

　それにリーシュも剣なんだし、同じ剣をボールみたいに丸めたら怯えるよね。

　僕とリーシュの価値観というか、認識の違ちがいみたいなものだね。

　とりあえずそうだね。

　この鉄てつ屑くずになった愛剣は、ゴミ箱に放り投げておこう。




◇




　案の定というべきか、ギルドでの一件についてはお咎とがめなしだった。

　オルディネさんの話だと、やはり冒ぼう険けん者しや同士の諍いは日にち常じよう茶さ飯はん事じとのことで、むしろ普ふ段だんと比べて物損がないだけマシだとすら言っていた。

　だが、誤算もあった。

「なんと言いますか。ちょっと思っていた以上にケイルさんが強かったというか、今うちにある依頼だと過か剰じよう戦力と言いますか……なので直接指名がくるか、大きな依頼がくるまではギルドに顔を出さない感じでお願いできますかね？」

　要約すると、「しばらく来なくていいよ」ってことだった。

　当然だが、依頼にも達成難易度が設定されている。

　僕がやろうとしていた薬草などの素材採取系依頼は比ひ較かく的に難易度が低いものの、希少素材を採取するために危険地域へ赴おもむくのならば難易度は跳ね上がる。

　そして一定以上の実力か戦果を挙げている者が行える討とう伐ばつ系依頼は全ぜん般ぱん的てきに難易度が高いものの、小型魔ま獣じゆうや害がい獣じゆう処理などは難易度が大おお幅はばに下がる。

　で、ギルド側は低難易度の依頼を控えるように言ってきたと。

「依頼者としては強くて確実に依頼を達成できるだけでなく、なるべく依い頼らい料りようも安価に済ませたいわけです。そこでケイルさんは登録したばかりの冒険者で依頼料も安いので、ギルドとしては依頼がケイルさん一人に集中したり、他の冒険者に依頼が行き届かない事態は避けたいので……何なに卒とぞご理解いただければとっっ!!」

　そうオルディネさんがバァーンと机に頭を擦すりつけながら言ってきたので、僕としては素直に従うしかなかった。

　下手に反はん抗こうして依頼を受けられなくなっても困るし、無理に依頼を受けて他の冒険者たちから顰ひん蹙しゆくを買えばトラブルの種にもなる。

　それで依頼も受けずにギルドから退散した次し第だいである。

　あ、ちなみに誤算ってのはその件じゃなく――

「――綺麗なお部屋です」

　案内された部屋を見て、リーシュがぽつりと感想を漏もらした。

「いやぁ……僕もこんな良いところとは思わなかった」

「そうだったのですか」

「一応、存在は知ってたけどね。僕が冒険者を選んだ理由でもあるし」

　ギルドが所有する冒険者用のアパルトメント。

　本来はギルドの依頼を受け、遠方から招集された冒険者に提供される仮宿だ。

　そして、僕が冒険者を選んだ理由の一つでもある。

　冒険者用アパルトメントは、使用申しん請せいを出せば格安で部屋を借りることができる。

　非常時には仮宿となるので長期滞たい在ざいはできないが、最長で一ヵ月げつほど利用することが可能なので、資金が貯たまるまではお世話になろうと考えていた。

　そういった事情をオルディネさんに説明したところ、ギルド側の都合で依頼制限を掛けることになったので、当面の資金が貯まるまでは一室を無む償しようで提供すると話がついた。

　しかも滞在期間に制限はない。これは本当に嬉うれしい誤算だ。

「おぉ……家具だけじゃなくて調理用の加熱魔具とか冷蔵魔具まである……ここに無料で泊とまれるなら、お金のやり繰くりは心配しなくていいかな」

　僕一人なら野宿だろうと治安度外視の格安宿だろうと構わないが、リーシュをそんな劣れつ悪あくな環かん境きよう下に置き続けるのはよくない。

　やはり、人間は文化的で健康的な生活が一番だ。

「これは……藁わらと違って、とてもふかふかです」

　リーシュも一通り部屋を眺めてから、据すえ置おかれているベッドを興味深そうにもふもふと手で押おしていた。馬車で移動している最中は藁を寝ね床どこにするという状じよう況きようだったので、今夜からは安あん眠みんできることだろう。

「あ、お風ふ呂ろもあるみたいだね」

「お風呂、ですか？」

「浴よく槽そうにお湯を張って、その中に入って身体を洗ったりするんだよ。旅の途と中ちゆうは水で濡ぬらしたタオルで拭ふいていただけだし、すごく気持ちいいと思うよ」

「食事とどちらが良いものでしょう？」

「正直、甲こう乙おつつけがたいと僕は思ってる」

「なるほど……それではお風呂に入ろうかと思います」

　淡たん泊ぱくな言葉と共に、リーシュはこくんと頷うなずく。

　………………。

　……………………おや？

　よく考えたら、これはものすごい状況じゃないか？

　これから毎日、僕たちはこの部屋で一緒に過ごすことになる。

　お風呂だけでなく、同じ室内で寝しん食しよくを共にするわけだ。

　道中も共に過ごしていたが、リーシュが寝ねている間も僕は起きて周囲を警けい戒かいしていたので、ゆっくりとできる状況は初めてだ。

「僕は……最高の生活を手に入れたッッ!!」

「ケイル様、なぜ拳こぶしを天に突つき出だしているのですか」

「僕は嬉しくなると拳を突き上げてガッツポーズしちゃうんだッ!!」

「なるほど。病気ではなく一いつ般ぱん的てきな反応で安心しました」

　それだけじゃない。

　リーシュは人間の身体や生活に不慣れだ。

　一緒にいるのは僕しかいない。

　つまり僕が色々と世話を焼いてあげないといけない。

　だから――これは仕方がないことなんだよなぁ！

「リーシュっ！　何かわからないこととか――」

　僕が浴室に顔を向けようとした瞬しゆん間かん、

　タァンと矢が顔面に飛んできた。

「目がああああああああああああああああああああッッ!?」

　両目に鈍どん痛つうが走り、思わず地面を転げ回る。

　しかし血が流れている様子はないので、おそらく矢文ちゃんが安全を考こう慮りよして鏃やじりを潰してくれたのだろう。

　そして、シュタッと誰だれかが部屋に降りる音が聞こえる。

「え、あの……はい。お手伝いをしていただけるのですか？」

　浴室の方から、リーシュが誰かと会話する声が聞こえてきた。

「ダメだ、リーシュッ！　その人は敵だからッッ!!」

「あの、ケイル様がそう仰おつしやっているので……ええと、はい。あなたは敵ではなく、そこで転がっているケイル様こそが女の敵であると」

「矢文ちゃんは上手いことを言うなぁッ!!」

　僕が叫さけんでいると顔面に追加の矢が飛んできた。目め潰つぶし延長。

　やがて、ぺらりと近くで紙の擦れる音が聞こえる。

「え、なにッ!?　目潰しされてるから喋しやべってくれないとわかんないよ矢文ちゃんッ!!」

「……………………」

「絶対に喋らないという固い意思は感じ取れたッ!!」

　たぶん矢文ちゃんが近づいて文を見せてくれたんだろうが、なにせこっちは目潰しされているので文字など読めるわけがない。

　それを矢文ちゃんも理解してくれたのか、僕の手を取ってくれた。

　小さく柔やわらかい手の感かん触しよくを覚えながら、矢文ちゃんが指先で僕の手に文字を書く。

『私が、やります』

「待ったッ！　まだ僕の中で矢文ちゃんが男の子っていう可能性が残ってるッ!!　かわいいリーシュの肌はだが他の男に見られるなんて僕には耐えられなブゥンッッッ!?」

　抗こう議ぎした直後、パァァァンと容よう赦しやない平手が飛んできた。

　そしてちょっと乱暴な手つきで文字が書かれる。

『私は、女の子、です!!』

　怒った雰囲気と共にペンペンと頬を叩かれた。これは失敬。

「あの、ケイル様が両目を押さえながら床ゆかを転がっているのですが……はい、あれも病気なのですか？　わかりました。それではお手伝いをお願いします」

　僕の病気癖ぐせを利用され、リーシュは矢文ちゃんに連れられて浴室に行ってしまった。

　お湯の出る音が浴室から聞こえ始め、僕の目も徐じよ々じよに見えるようになる。

　そして、ひらりと紙切れが天てん井じようから落ちてきた。

『私は、いつでもあなたたちを見ています』

「怖こわいよッッ!!　夜中に見たら身の危険を感じるよッ!!」

　こちらの言葉を無視して、矢文ちゃんが天井の隙すき間まから紙切れを落としてくる。

『私はいつでもケイル様とリーシュ様を監かん視ししています。そして起こった出来事について、一定期間ごとに報告する義務が私には課せられています』

「いや、何も全て報告することはないんじゃない？」

『ダメです。与あたえられた任務は二人の様子を観察して報告することですから』

　そう返してから、新たな文が投下される。

『つまり、リーシュ様にえっちなことをしたら国に報告されます』

「君には人の心がないのかッッ!?」

『そして報告書はフォルト様も読むので親にもバレます』

「そっちもキツイいよッ！　親の期待を裏切った上にスケベ心に負けた息むす子この哀あわれな姿を報告されたら生きる気力すら失うよッッ!!」

『あと個人的に、二人のそういった様子を観察して報告書を作る私もつらいです』

「ちゃんと作るあたり矢文ちゃんは偉えらいねぇッ!!」

　ひらひらと舞まい落おちる文を読みながら、僕はその場でうなだれる。

　リーシュはかわいい。

　僕だけでなく、誰が見ても認める美少女だ。

　そして僕は健全な男だ。

　そんな美少女が目の前にいれば、僕の理性にも限界がくる。

　しかし理性を保てなかったら、僕のスケベ心によって為なされた行動の全てが親だけでなく国にバレるという壮そう大だいな公開処しよ刑けいが待っている。

　つまり三年間、僕ぼくは理性を保ちながら生きなくてはいけない。

　なんというか……僕の縛しばりがどんどん増えていくなぁ。

　悲しみに暮れていると、浴室の扉とびらがガチャリと音を立てた。

「すみません――時間が掛かかってしまいました」

　湯に濡れて輝かがやきを増した白金の髪かみ。

　普段は雪のように白い肌は温められ、ほんのりと桜色に染まっている。

　そして、矢文ちゃんが用意したらしいパジャマ。

　淡あわい緑を基調としたシンプルなデザインで、リーシュの体格に合わせてゆったりとした作りとなっているものの、素材が薄うすいせいで逆に身体の一部が強調されてしまっていた。

「んんッ……ンンンンンンンンンンーーーーーッッッッッ!!」

「ケイル様、突とつ然ぜん口元を押さえてどうされたのですか」

「僕は尊い存在を見ると声にならない叫びを上げちゃうんだッッ!!」

「そんな危険な存在がこの部屋にはあるのですか……」

　不安そうにキョロキョロと部屋を見回してから、リーシュはベッドに向かっていく。

「ケイル様、あまり叫ばれるとご近所迷めい惑わくなので早く身体を休めましょう」

「そうだね……僕の身体はもう限界を迎むかえて液状化しそうだよ……」

　いやもう本当に限界だった。

　精神的にというか、このままだと本当に理性が吹ふっ切れてしまう。

　そのままリーシュに誘いざなわれるままに、ベッドに向かっていき――

　そして、気づいてしまった。

「もしかして……ベッドって一つしかない？」

「はい。ですがわたしは剣です。襲しゆう撃げきに備えて寝床に剣を携たずさえる者は多いですし、特に問題はないかと思われます」

　ベッドの上で、リーシュが枕まくらを抱だきながら不安そうに振り返る。




「それとも――わたしと一緒では、ダメでしょうか……？」




　あ、これはもうダメだ。

　僕の理性が粉々に砕くだける一歩手前まで来てる。

　そして僕の痴ち態たいが国バレする未来が見える。

　だからこそ――僕は断腸の思いで精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを作った。

「ごめんねリーシュ。僕は一緒に寝られないんだ」

「その、ダメでしたらわたしが床で就しゆう寝しんを――」

「いいや、そういった意味じゃないんだ」

　理性と葛かつ藤とうの狭はざ間まで、僕は静かに首を振ってから天井を仰あおぐ。

「矢文ちゃん……僕に麻ま痺ひ矢を打ってくれないかい」

『御ぎよ意いです』

　無む慈じ悲ひな一文の付いた矢が、僕の身体に突き刺ささった。

　瞬しゆん時じに身体が痺しびれていき、為す術すべなく床の上に倒たおれ込む。

「僕が一緒に寝れないのは……床の上で痙けい攣れんしていないと寝れないからさ……ッ」

　床の上でビクビクと身体を震わせながら、薄れゆく意識の中で告げる。

「だから……君はベッドで寝るんだ」

　この時、僕は本当の意味で自分の役割を理解した。

　最高にかわいい、僕だけのリーシュ。

　今の僕には、そんなリーシュと一緒に寝ることすらできない。

　そんなことは当然だ。

　彼女は僕にとって女め神がみであり、そんな彼女に触ふれることなど許されるはずがない。

　そう、これは神が与えた試練だ。

　だから……これから三年間、僕は何があろうと彼女を守り抜いてみせる。




「いつか……僕も必ず、そのベッドに辿たどりついてみせるからッッ!!」




　そう固く心に誓いながら、僕の意識がゆっくりと沈しずんでいく。

　その直前、タァンと僕の目の前に一本の矢が突き刺さった。

『ケイル様ってアホですよね』

　うるさいよ、矢文ちゃん。

　君は優秀だけど余計な一言が多いよ。







三章







　翌日、僕は床の上で目を覚ました。

『ケイル様ってアホですよね』と書かれた矢を握りしめながら目を覚ました。

　だけどそれでいい。

　僕たちの行動は矢文ちゃんによって逐ちく一いち報告されてしまう。

　僕は魔剣ちゃん大好きな狂きよう信しん者しや。

　アホと言われる、ちょっとヤバイ感じの奴でいい。

　それを演じ続け、リーシュに関する疑いから少しでも目を逸そらし、三年間を何事もなく過ごして彼女の存在を認めさせる。

　きっと養父は息子の奇行がビッシリと書かれた報告書を読まされるだろうが、親に迷惑を掛けるのも息子の務めだ。

　僕はリーシュのためなら、どんなことだってやってのける。

「――あのケイルさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫ですッ、大丈夫ですから……ッ！」

　たとえ腰よう痛つうと関節痛に悩なやまされようとも。

　ギルド受付でオルディネさんに怪け訝げんそうな視線を向けられる中、リーシュが心配そうにこちらの袖を引いてくる。

「ケイル様、本当に大丈夫ですか」

「ははッ！　リーシュは最強の僕を疑うのかいッ!?」

「いえ。ですが腰がくの字に曲がって膝ひざがガクガク震えているので」

「これから依頼を受けるから、楽しみで武む者しや震ぶるいを起こしているのさ……ッ！」

「それは病気でしょうか？」

「どちらかといえば生理的メカニズムさッ!!」

　聖剣士とはいえ、強化魔法を使っていなければ普ふ通つうの人間だ。

　しかも麻痺毒で完全に自由と意識を奪うばわれた状態だったので、寝ね返がえり一つ打たずに固い床の上で横たわっていれば身体がバッキバキにもなる。

　それは想定内だったが、予想していなかったことが一つあった。

「それでオルディネさん、僕を指名する依頼があったと聞いたんですけど」

「ああ、はい。ぜひ受けて欲ほしいとご指名をいただいたもので」

　僕の戦力に合った依頼が来るまで待機という話だったので、しばらく依頼はお預けかと思っていたが……今朝、僕を指名した依頼があったという手紙が投とう函かんされていた。

　そのために、身体に鞭むち打うってギルドに赴いた次第である。

「というか、手紙を入れに来た時に呼びかけてくれたらよかったのに」

「いえ、私も部屋を訪おとずれた時に受けるかどうかの意思確かく認にんをするつもりでしたが……扉を開けようとした瞬間、顔を掠かすめるようにして矢が飛んできて……ッ！」

「矢文ちゃんッ！　一いつ般ぱんの人に向かって矢を放っちゃダメだッ!!」

「それで部屋に入ったら、ケイルさんが床の上で痙攣していて……ッ!!」

「その件については僕が全面的に悪いですッ!!」

　なぜ手紙で招集が掛かったのかと思っていたが、えらい現場を目もく撃げきされていたらしい。僕も自分がそんな状況に遭そう遇ぐうしたら間ま違ちがいなく逃にげていたと思う。

　若じやつ干かん表情を引きつらせながらも、オルディネさんはこほんと咳せき払ばらいをした。

「ですが、依い頼らい者しやの方も先ほど見えたばかりなので、タイミングとしてはちょうどよかったかもしれません」

　そう言って、ギルドホールにある奥おくまったテーブルを手で指し示す。

　フードを目ま深ぶかに被かぶり、外がい套とうを羽織っている人物。

　遠目なのではっきりとはわからないが、体格的に女性だろうか。

「詳細は依頼者から話すとのことなので、あちらのテーブルで交こう渉しようをお願いします」

「それは構いませんけど……なんか見た目的に怪あやしくないですか？」

「なぜか周囲に矢が飛んでくるケイルさんより怪しくないと思いますけど」

「すみません。さっさと依頼を聞いてきます」

「はいどうぞ。まぁ……フードの理由は本人に会えばわかりますから」

　なんとも含ふくみのある言い方だった。

　しかしギルド側が依頼を許きよ諾だくした以上、信用のある人物なのかもしれない。

　そう考えることにして、依頼者が待つテーブルに向かった。

　そして、フードの人物がこちらに気づいて顔を上げる。

「あら……ケイル・シュタットさん、でいいのよね？」

「初めまして、冒険者ケイル・シュタットです。こちらは相棒のリーシュ」

「ご紹しよう介かいに与あずかりました、リーシュ・ブルードです」

「ご丁てい寧ねいにどうも。あたしは……セリスとでも呼んでちょうだい」

　僅わずかに見える口元に笑みを浮うかべてから、セリスと名乗った人物は大きく頷いた。

「来てくれたということは、依頼を受けてくれるということでいいのかしら？」

「そうですね、いくつか質問をしてから判断します」

「別に構わないわよ。あたしに答えられることなら」

「それじゃ僕を指名した理由、セリスさんが人目を気にされている理由、それと偽ぎ名めいを使っている理由についてお答えいただこうかと」

　後で面めん倒どうが起こらないように、サクサクと疑問は解消しておこう。

　まず僕は昨日登録を終えたばかりの新米冒険者だ。当然知名度なんてものはないし、そんな人間をわざわざ指名する理由が思い当たらない。

　そして、セリスさんは明らかに人目を気にしている。

　目深に被ったフードや身体を覆おおう外套だけでなく、奥まっていて死角となる部分が多いテーブルに座すわり、いつでも自然に席を立てるように気配を消していた。

　偽名についての確証はないが、名乗る際に間があったことが気になった。

「ということで、納なつ得とくのいく回答をお願いします」

「……へぇ、昨日見た時はどうかと思ったけど案外まともな人ね」

「昨日というのは？」

「ギルドで起こした騒さわぎのことよ。だからあたしはあなたを指名したの」

「わりと騒ぎを起こしているのでどれのことかわかりません」

「……あなたが剣を丸めてポイ捨てした騒ぎのことよ。そのせいで人目が多くなって、こっちは仕方なく退散したっていうのに」

　呆あきれたように、セリスさんは溜ため息いきをつきながら腕うでを組む。詳細を語ることができたあたり、どうやら現場にいたのは本当らしい。

「人目については――まぁ、見せた方が早いわね」

　そう言って、セリスさんは目深に被ったフードを取とり払はらう。

　鮮あざやかな桃もも色いろの髪。

　透すき通とおる青空のような青眼。

　そして……人間とは異なる鋭するどく尖とがった耳。

「――ハイエルフ、ですね」

　ぽつりと呟つぶやいたリーシュに対して、セリスさんはニコリと笑みを向けた。

「あら、お嬢じようさんよくわかったわね？」

「はい。ハイエルフの髪と魔ま眼がんは特とく徴ちよう的てきですから」

　ハイエルフについては僕も聞き覚えがある。

　魔眼という魔力を帯びた眼めを持ち、不老の生命によって悠ゆう久きゆうの時を生きる存在。

　現エルフ族の原点であり、今も頂点に立ち続ける者。

「これが人目を避さけていた理由よ」

「……なるほど。ちなみに本名を名乗らなかった理由はなぜですか？」

「本名は長いし、名乗るだけでも疲つかれるのよ……」

「念のために本名とか聞いておいていいですか」

「別にいいけど……エルセリス・ラ・フォーレン・ベルフォンシス・アルジョント・ユーブラウ・エイハブメント・ブレゾン・エペエテュード・カームミニョン――」

「まだ続きそうですか？」

「ちょっと飽あきてんじゃないわよっ!?　あたしたちは出身とか家族とか称しよう号ごうとか全部名前に突っ込むしきたりなのっ!!　まったく、だから言いたくなかったのに……」

　ぷすーっと、セリスさんが不満げにむくれる。

　しかし、それらの言葉には少なからず納得できた。

　ハイエルフは極めて希少な種族だ。

　それ故ゆえにハイエルフを狙ねらったトラブルが絶えず、ハイエルフという存在は人々だけでなく、同族であるエルフたちの前からも姿を消したと言われている。

　なので、人目を気にするのも納得ではあるが――

「でも、今はあんまり人目とか気にしないでいいと思いますよ？」
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「え、そうなの？」

「ハイエルフが姿を消してからだいぶ経たちますし、歴史学とか学んでいないと存在すら知らない人も多いですし、ほとんどの人はちょっと変わったエルフ族って思う程度かと」

「そんじゃ外套もいらないわね。ほんと邪じや魔まくさいのよ、これ」

　現代事情を説明すると、セリスさんはあっさり外套を取ってぺぇーんと床に放ほうり捨てた。ぶっちゃけ僕もリーシュに言われるまで気づかなかったので問題はないだろう。

「で、依頼は受けてもらえるのかしら？」

「正体が判明したので七割方受けようかなって気分です」

「あーもうっ！　それじゃ次はなによっ!?」

「だって、ハイエルフなら僕に依頼しなくても大たい抵ていのことは解決できますよね？」

　言ってしまえば、ハイエルフとは規格外の存在だ。

　魔眼を持つことで無む尽じん蔵ぞうの魔力を持ち、不老の生命によってあらゆる魔法を習得しているため、他者を頼たよらずとも大抵のことは解決できてしまう。

　しかし、セリスさんは痛いところを衝つかれたように眉まゆをひそめた。

「……別にハイエルフだからって、万ばん能のうな存在ってわけじゃないのよ」

「なるほど。それじゃ僕たちはこれで」

「わかったからっ！　話すから待ってよぉっっ!!」

　席を立とうとした瞬間、追いすがるようにセリスさんが必死に服を掴つかんできた。

「……あなた、ハイエルフが何を生いき甲が斐いにしてるか知ってる？」

「文ぶん献けんで見た限りですけど……何か一つの命題を定めて、その研究を続けることがハイエルフにおける人生の指針だとか」

「そうよ。あたしたちは不老でめったなことじゃ死なないし、何か目的がないと暇ひまで暇で生き続けることができない。だから命題に従って、ある土地に向かったんだけど……」

　そこまで語ったところで、セリスさんは涙なみだながらに語った。

「『この先は危ないから、冒険者以外は立ち入っちゃダメだよ』って……ッ!!」

「完全にそこらへんのエルフ扱いされてるじゃないですか……」

「あたしハイエルフなのよっ!?　めっちゃ強いのよっ!?　それを説明しても『ウッソだぁ』みたいな顔しかされなかったあたしの気持ちわかるッ!?」

　バンバンとセリスさんが悔くやしげに机を叩たたく。

　たしかに髪や眼の色を除けば、セリスさんはそこらへんにいるエルフ族の女の子だ。

　ぱっと見た印象ではリーシュより年ねん齢れいが少し上といった程度でしかないし、妙みような自信に満ちた表情と好こう奇き心しんに満ちた瞳ひとみ、そして諸もろ々もろの言動が幼い雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　そんな女の子が「あたしはハイエルフで強いわよっ！」と意い気き揚よう々ようと宣言したところで、一いつ般ぱん人じんからは自じ称しようハイエルフの痛い子にしか見えなかったのだろう。

「それってギルド側には相談したんですか？」

「ダメだったのよ……あたしがハイエルフってことは信じてくれたけど、危険指定区域への立ち入りは冒険者を伴ともなうのが規則だから例外はないって……」

「なるほど……それで僕を同どう伴はん者しやとして雇やといたいって話ですか」

　それなら諸もろ々もろ合が点てんがいく。

　僕は知名度がない新米冒険者で依頼料も高額ではない。

　目的があるとはいえ、ただ同伴させるだけに高額の依頼料を払うのはセリスさんとしても避けたいところだろう。

　それに僕は騒ぎを起こすような問題児として見られていたようだし、依頼も通しやすそうだったという考えもありそうだ。

「まぁ、それくらいの依頼なら別に構いませんが――っと？」

　依頼を受じゆ諾だくしようとした直後、不意に僕の袖そでが引かれた。

「リーシュ、どうかしたのかい？」

「ケイル様、わたしはこの依い頼らいは受けるべきではないと思います」

「……何か問題があるってこと？」

「はい。この依頼には大きな欠けつ陥かんがあります」

　いつになく真しん剣けんな表情で、リーシュは首を横に振ふる。

「強者と戦う気配が微み塵じんも感じられません」

「リーシュは不意にバトルスイッチを入れちゃう子だねぇッ!!」

「ケイル様は強者と戦うべきです。そんな些さ末まつな依頼を受けるべきではありません」

　そう言いながらも、リーシュの表情には「わたしを使って戦ってほしい」と顔に思い切り書いてある。目の輝きが普段よりマシマシだ。

　しかし、リーシュが言うなら仕方ない。

「この依頼はなかったことに」

「いやいやいやッ！　さっき受けようとしてたでしょッ!?」

「彼かの女じよの言葉は絶対です。彼女が白いものを黒と言えば黒です。彼女の言葉は僕にとって神の言葉に等しく、その言葉は天命にも近しいものがあるんです」

「なんかコイツやばい宗教の文言みたいなのを唱え始めたんだけど……ッ!?」

　なんとでも言ってくれて構わない。

　僕にとってリーシュの言葉は絶対だ。

　依頼を受けたくないと言うなら、かわいいリーシュのために僕はその言葉に従う。

「ちなみに立ち入り禁止の理由って、なんか強い魔獣が出たって話なんだけど――」

「ケイル様、この依頼はぜひ受けるべきです」

「ということで依頼をお受けします」

「くッ……同伴させるだけなのに面倒な……ッ」

　手の平を返した途と端たん、セリスさんが頭を抱かかえてテーブルに突っ伏ぷした。とても美人なのになんとも残念な絵面だ。

　ともかく、これで僕の初依頼は決定した。

「それではよろしくお願いします、セリスさん」

「ええ。ところで……そっちのお嬢さんもついてくるのよね？」

　握あく手しゆを交かわす中、セリスさんがリーシュに視線を向ける。

「もちろんです。ケイル様が行くのなら、わたしもついて行きます」

「ん。それじゃリーシュちゃんもよろしくね」

　友好的な笑えみと共に、セリスさんはリーシュの手を取って握手を交わす。

　………………うん。

　美少女二人が並ぶ絵面は悪くない。

　僕の崇すう拝はい対象であるリーシュには及およばないとはいえ、セリスさんもかなりの美人だ。

　不思議な桃色の髪は蠱こ惑わく的てきな雰囲気があるし、少し高めの身長と豊かな胸むな元もとは大人の女性らしさを感じさせるものの、好こう奇き心しん旺おう盛せいな姿勢や活発そうな表情、砕けた言こと葉ば遣づかいなどが少女らしさを醸し出していて良いギャップとなっている。

　まぁ僕にとってはリーシュが一番だ。

　たとえ美少女が百人並んでいても僕は迷わずリーシュを選ぶ。

　リーシュへの忠誠を固く誓ちかいながら、僕は仲睦むつまじく会話する二人を眺ながめていた。

　そんな様子を眺めていたから――僕は気づくことができなかった。




◇




　セリスさんが向かう危険指定地域とは、地方都市ディベアをさらに南下した先にある山脈地帯……ファブリカ山脈と呼ばれる場所だった。

　峻しゆん烈れつな山々が連なる険しい地域というだけでなく、下級魔獣たちの住すみ処かとしても知られており、それらの被ひ害がいも度たび々たび報告されている。

　そのため山道といった要所には関所が設けられており、特に今の時期は一部の魔ま獣じゆうが産さん卵らん期きに入っているそうなので、立ち入る際には冒ぼう険けん者しや、もしくは戦せん闘とう能力を持つ人間を伴うという規則とのことらしい。

　で、新米とはいえ冒険者である僕がいたことで関所は通過できたが――

「ケイル様……大丈夫ですか？」

「いやぁッ！　僕もまだこのネタ引っ張るとは思わなかったよねぇッ!!」

　よく考えたら、僕は全身バッキバキの状態だった。

　そんな状態で山登りとか腰こしとか関節が悲鳴を上げるに決まってる。

　膝をガクガクさせながら歩く僕を見て、セリスさんが呆れたような声を上げる。

「なっさけないわねぇ……あんた強いんじゃないの？」

「平時は強いんですが今は事情があるもんで……ッ！」

「事情ってなによ？」

「麻痺矢を打ち込まれて痙攣しながら床で寝るとかですかね……ッ」

「ああ……うん……色々大変なのね」

　すっごく嫌いやそうな顔を向けられてしまった。美人が台無しだ。

　ちなみにセリスさんは箒ほうきでふよふよと宙を飛びながら移動している。浮ふ遊ゆう魔ま法ほうなど長時間使うようなものではないが、そこはハイエルフの魔ま力りよく量だからこそだろう。

「ケイル様がお望みでしたら、わたしが痛みを取り除きますが」

「え、そんなことできるのかい？」

「当然です。わたしは剣けんであり、剣は主がいなければ振るわれません。ですから主の身体を万ばん全ぜんに整えるための機構も備わっています」

　自身の存在を誇ほこるように、リーシュが大きく頷く。

　リーシュが傍そばにいるだけで僕としては十分癒いやされるとはいえ、実際に身体の痛みが引くと言うのなら試ためしてみる価値がある。

「ちなみに、その程度なら剣にならずとも行えます」

「よしやろう」

「即そく答とうされてしまいました」

「ほら、リーシュが剣になっちゃうとセリスさん驚おどろいちゃうからさ」

「わたしは『死人に口無し』という言葉が大好きです」

「遠回しに『殺っちゃえ』って言ってるんだよなぁッ！」

「ハイエルフは斬きったことがないので楽しみです」

　リーシュがワクワクモードに入りそうだったので、話題を変えることにした。

「それで、具体的には何をすればいいんだい？」

「まずはわたしの手を握にぎってくださいませ」

　そう言って、リーシュが僕に手を差し出してくる。

　女の子らしい小さな手。

　折れてしまいそうなほど細くしなやかな指。

　僕のような下げ賤せんの民たみが触れたら汚けがれてしまうんじゃないかという葛藤もあったが、本人に握ってくださいと言われたら仕方ない。

　そう心の中で自分に言い訳をしつつ、手て汗あせを拭ぬぐってからリーシュの手を取った。

「おぉ……ッ！　本当に痛みがなくなった！」

　全身の軋きしむような鈍にぶい痛みが引いていく。

　まさかリーシュにこんな能力があったとは思わなかった。

　だって『血ち塗ぬられた豊かな人生』という名を冠かんする魔ま剣けんなんだもの。

「ちなみに、これって具体的にはどんな力なんだい？」

「この能力は持ち主の痛覚を完全遮しや断だんし、いかなる傷を受けて身体が限界を迎えようとも動けるようにするためのものです」

「…………うん？」

「つまり怪け我がの治ち癒ゆなどを行うものではありません」

「待ってッ！　今の僕は具体的にどんな状じよう況きようなのッ!?」

「痛みがないだけで身体はバッキバキのままです。これで二十八時間は痛覚、疲ひ労ろう、眠ねむ気け、食欲を感じることもなく動き回れます」

「リーシュッ！　一日は二十四時間までなんだッ!!」

「そして蓄ちく積せきした痛みや疲労は忘れた頃ころにまとめきます。全部乗せマシマシです」

「矢文ちゃんッ！　帰ったら床に藁わらでもいいから敷しいておいてッ!!　副作用を受けた状態で床に寝ねたら僕は二度と立ち上がれない気がするッッ!!」

　僕の願いを聞き届けたのか、『御意です』と書かれた矢がタァンと打ち込まれた。

　さすが矢文ちゃんは迅じん速そくかつ優ゆう秀しゆうだ。

　そんなやり取りをしていると、セリスさんがふわりと地上に降りてくる。

「あんたの方は解決したみたいだけど、リーシュちゃんの方は大丈夫なの？」

「……わたしですか？」

「見たところ山歩きに慣れているようにも見えないし……せっかくだから、ハイエルフの魔ま法ほうってやつを体験させてあげるわ」

　そう笑みを浮かべてから――セリスさんは指先を走らせた。

　魔力によって紡つむがれる幾き何か学がく模様。

　記き憶おく違ちがいでなければ、古代に使われていた紋もん章しよう魔ま法ほうだ。

「――――《浮ふ遊ゆう》」

　セリスさんが古語による呪じゆ文もんを口にした瞬しゆん間かん、変化が起こった。

　リーシュの身体がふわりと浮き上あがり、その身が宙へと浮き上がる。

　その変化の最中にありながら、リーシュは淡たん々たんと周囲を見回していた。

「わたしが……浮いてしまいました」

「これなら歩く必要ないし、疲れたりもしないでしょう？」

「セリスさん、その魔法って僕にも使えませんか？」

「悪いわね。この浮遊魔法は二人までなのよ」

「くッ……忘れた頃にやってくる地じ獄ごくは免まぬがれなかったか……ッ!!」

　だが、たしかにリーシュの様子は気になっていた。

　人間としての動作に問題はないとはいえ、まだ長時間歩き続けることや激しい運動などには慣れていないだろう。

　それに、リーシュは自分の状態をあまり口にしない。

　今までも空腹や疲労などを自分から訴うつたえたことはないし、僕を主として慕したってくれていることから、迷惑を掛けないようにと我が慢まんしている可能性もある。

　それでリーシュに何かあったら僕が耐たえられない。

　なので、無理にでもセリスさんに運んでもらうのが最善だろう。

「それじゃ、リーシュちゃんはこのままあたしと一いつ緒しよに行きましょうか」

「あの、それは構わないのですが……」

「うん？　どうかしたの？」

「少しばかり、ふわふわしすぎていると言いますか」

　ふよふよと宙を浮きながら、リーシュが困った表情で眼下を気にしていた。

　そう、今のリーシュは宙に浮き上がっている。

　具体的には僕の頭上よりも高く浮き上がっている。

　そして当然、衣服であるスカートもふわふわと浮遊している。

「なので……その、あまり見ないでいただけると」

　ほんのりと頬ほおを染めながら、リーシュが控ひかえめにスカートを押おさえる。

　ンンンンンンンンンンンンッッッ!!

「「かわいいッッ!!」」

　思わず心から叫さけんだ瞬間、その言葉がなぜかハモった。

「セリスさん、今なにか言いました？」

「あたしは何も言ってないけど」

　そう言いながらも、セリスさんはふよふよ漂ただようリーシュを眺め続けている。

　………………ふむ。

「まぁリーシュがかわいいからいいか」

「……セリス様、今すぐわたしを降ろしてください」

「え？　突然どうしたの？」

「ケイル様の『かわいい』と言ってしまう病気が出ているので……っ」

「……あなたたちって色々と大変そうね」

　非常に惜おしそうな表情をしながらも、セリスさんはパチンと指を鳴らした。

　その直後、リーシュの身体がゆっくりと地面に降りてくる。

「ともかく、目的地はまだ先だから急ぎましょ」

「わかりました。ところで……その目的地ってなんなんですか？」

「前にも言ったけど、あたしの研究命題に関連する場所よ。と言ってもただの戦せん場じよう跡あとだから、普通の人が見ても楽しいものじゃないけど」

　そう言いながら、セリスさんは箒に乗って先へと進んでいく。

　僕の記き憶おくが正しければ、ファブリカ山脈は戦場であった時期がある。

　山脈を越こえた先は土地や空気に漂う魔力量が多く、今現在も魔獣たちが棲すむ危険な土地、遥はるか昔には大量の魔獣たちが人々と領土を脅おびやかしていた。

　人々と魔獣たちによって攻こう防ぼうが繰くり広ひろげられた戦場。

　しかし、それはファブリカ山脈が生まれる以前の話。

　かつて戦場だったこの地は……ある存在の力によって、大陸を隔へだてるように連なる山脈が創成されたことで魔獣の侵しん略りやくを防いだ。

　魔剣――人じん智ちを超こえた、この世の理ことわりを捻ねじ曲まげる存在によって。

「……セリスさん、あなたの研究命題を教えてもらってもいいですか」

　ある考えに思い至り、僕は足を止めて尋たずねる。

　その問いに対して、セリスさんは振り返かえり――

「――やっぱり、あんたって意外としっかりしてるわね？」

　セリスさんがそう答えた瞬間、地面が激しく揺ゆれ動うごいた。

　地表から樹木の根が這はい、僕の足を伝って身体を縛り上げていく。

「ッ……ケイル様っ!!」

「ああ、リーシュちゃんは動いちゃダメよ。危害なんて加えたくないもの」

　樹木に侵しん食しよくされていく僕ぼくを眺めながら、セリスさんは口こう端たんを吊つり上げる。




「あたしの研究命題は――『魔剣』についてなんだから」




　その言葉を聞いて、僕は抵てい抗こうせずに新たな問を向ける。

「……僕を指名したのは、魔剣が目的だったってことですか」

「そういうこと。あんたが聖せい剣けん士しの強化術式を使ったのを見たしね」

　聖剣士が扱あつかう強化術式は、限られた者にしか知られていない。

　しかし……魔法に長たけたハイエルフなら話は変わってくる。

　ほんの一いつ瞬しゆん魔法を見ただけであっても、気が遠くなるほどの年月で培つちかった膨ぼう大だいな魔法知識から術式を逆算し、その正体を割り出すことも可能だろう。

「あんたは聖剣士なのに象しよう徴ちようである聖剣を持ってない。そして、その代わりと言わんばかりにリーシュちゃんを連れている……しかも今年は聖剣士の叙じよ任にん式があったはずなのに、いまだに何も告知されていないんだもの。これだけ揃そろえば気づくわよ」

　これは魔剣を研究命題とするセリスさんだからこそだ。

　魔剣の情報は極きわめて少ない。仮に諸々の条件が揃っていたとしても、普通の人間が相手ならリーシュが魔剣であると確信するまでには至らなかったはずだ。

　それよりも――問題は、彼女の目的だ。

「セリスさん、リーシュに何をするつもりですか？」

「安心なさい。研究対象に酷ひどいことなんてしないわよ」

「それじゃ僕の処しよ遇ぐうはどうするつもりですか？」

「そうねぇ……別に所有者は必要ないけど殺すような趣しゆ味みはないし、このまま放置しておけば適当に魔獣が処理してくれるかしら」

　さらっと恐おそろしいことを言われた。長生きすると倫りん理り観かんがズレてしまうんだろうか。

　だが……気になる一言を聞き出すことができた。

「あんたの代わりに……あたしがリーシュちゃんをかわいがってあげる」

　拘こう束そくされた僕を無視して、セリスさんは座り込むリーシュに視線を向け――




「――えっへへっ♪　やっぱり魔剣ちゃんはかわいいなぁーっ♪」




　猫ねこ撫なで声ごえと共に、むぎゅりとリーシュに抱だきついた。

「は、離はなれてください……っ」

「ダーメっ♪　ふふーん、お肌はだもスベスベでもちもちーっ♪」

　なんかもう人が変わったようにリーシュを頬ずりしていた。

　そして、セリスさんは懐ふところからスチャッと巻き尺を取り出す。

「はい、それじゃリーシュちゃんの身体を測るわねー♪」

「嫌です。測らないでください」

「それじゃお菓か子しあげるっ。食べながらおとなしくしててね？」

「お菓子はもらいますが、おとなしくはしないです」

「んんーっ！　反はん抗こう的てきな態度もかぁーわいいーっ!!」

　テンション爆上げ状態のまま、セリスさんはリーシュに触ふれないようにシャーッと巻き尺を何度も走らせていた。

　なんというか、まぁ…………。

　さすがに僕から口を挟はさむことにしよう。

「あの、セリスさん何してるんですか？」

「は？　もうあんたに用はないんだから話はなし掛かけないでよ」

「態度ッ！　僕に対して態度変わりすぎですからッ!!」

「別に酷いことなんてしないっての。今後リーシュちゃんに服とかアクセサリーとかプレゼントするんだし、早めに色々測っておきたいのよ」

　そう答えてから、セリスさんは再びリーシュの身体を測り始める。

　僕もなんとなく察してはいた。

　セリスさんは話し掛けた時からリーシュのことを気にして視線を向けていた。

　多少隠かくしてはいたけど、リーシュに対しては態度を軟なん化かさせていた。

　そしてリーシュのかわいさにあてられ、心からの想おもいを口にしていた。

　つまり、セリスさんは――

「魔剣ちゃんが好きすぎる民……ッ!!」

「はぁッ!?　ただ好きなんじゃなくて大好きだってのッ!!」

「そこを訂てい正せいするあたりホンモノなんだよなぁッ!!」

　同志と言えば同志だが、僕は魔剣ちゃん全ぜん般ぱんではなくリーシュ一筋だ。

　いわばセリスさんは魔剣ちゃんという箱推おし勢であり、僕はリーシュだけを一番に考えて崇拝する身なので、そこは明確に違ちがうと断言しておきたい。

　まぁ、このままリーシュを奪われるわけにはいかないので――

「よっこいせっと」

　身体の調子を確かめつつ、全身に力を込めていく。




　その瞬間、僕を拘束していた樹木がバキバキと引き千切られた。




「…………は？」

　その光景を目まの当あたりにして、セリスさんが間の抜ぬけた声を上げた。

「え、いや、ちょっ……なんで？」

「まぁ僕って聖剣士なので」

「そんな一言で済ませようとしてんじゃないわよッ!?」

「いや他に説明のしようがありませんし」

「ああもうっ！　いいわよっ！　それなら予定変へん更こうするだけだしっ!!」

　律りち儀ぎにツッコミを入れながらも、セリスさんが軽く箒を振りかざす。

　その瞬間――空中や地面に無数の紋もん様ようが浮かび上がった。

「抵抗するっていうなら――あんたには死んでもらうまでよ」

　火、水、土、風――あらゆる自然が虚こ空くうから生まれ、その猛もう威いが僕に対して狙いを定めるように意思を持って向かってくる。

　属性を限定することなく、複数の魔法を同時に展開するほどの魔力。

　さすが魔法に精通したハイエルフといったところだろう。

　だけど……相あい性しようが悪かった。

「ふふんっ！　ここら一帯には大量に魔法を仕し掛かけてあんのよっ！　一個くらい破は壊かいされたところで、その全すべてを捌さばき切れるわけ――」

「ああ、僕としても捌くつもりはありませんよ」

　迫せまりくる数多あまたの魔法を前にしながら、僕は強く拳こぶしを握りしめる。




「魔法ってのは――叩き潰つぶすものですから」




　その言葉を体現するように、僕は拳を振り下おろし――

　飛来する魔法たちを拳で叩き潰した。

　先ほどまでの種々多様な魔法たちは見る影かげもなく、魔力を散らして消えていく。

「…………え」

「さっきも言いましたが、僕は聖剣士なんですよ」

　四方八方から飛来する魔法たちを叩き落おとしながら、僕はゆっくりと歩み寄る。

「近接戦闘を主体とする以上、魔法の対策は必ひつ須すです。そのため僕の強化術式は古代魔法から現代魔法に至るまで、あらゆる対魔法術式を組み込んでいます」

「な、なによそれ……っ！」

「ざっくり言えば魔ま法ほう全ぜん般ぱんを適当にブチ壊こわせます」

「そんな適当な感じで魔法を破られてたまるかってのっっ!!」

「いやぁ……なんかすみません」

　軽い調子で会話する最中も、適当に魔法を掴んだり弾はじいたり叩き落としている有様だ。

　まぁ、本当に運が良かった。

　聖剣士は剣を使った近接戦闘を主体とするので、脅きよう威いとなる遠えん距きよ離り魔ま法ほう、拘こう束そく魔ま法ほう、阻そ害がい魔ま法ほうなどに関しては対策するものの、古代魔法といったハイエルフが扱う希少な魔法については対策を講じないことが多い。

　しかし僕は趣味で魔法歴史学なども学んでいたので、使い手はいないだろうけど研けん鑽さんついでに古代魔法も対策しておこうと手て当あたり次し第だいに術式へブチ込んでおいた次第である。

　つまり、セリスさんの魔法は一いつ切さい通じない。

「こ、こんなのズルじゃんないっ！　はいっ、ズルしたからあんたの負けーっっ!!」

「いや子供じゃないんですから……」

「うっさいうっさいッ！　だいたい古代魔法の対魔法術式なんて組めるわけないしっ！　魔ま法ほう陣じんの種類から古語の種類まで無数に組み合わせがあんのよっ!?」
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「あ、そこは全部丸暗記しました」

「あんた頭おかしいわよぉぉぉぉぉ……っっ!!」

　全ての魔法を完かん封ぷうされてしまい、セリスさんは既すでに涙目だった。

　もう完全に心が折れて地面に突つっ伏していた。

　それを好機と見たのか、リーシュが僕に向かって駆かけ寄よってくる。

「ケイル様……っ」

「ごめんねリーシュ、怖こわかったかい？」

「ひたすら巻き尺で測られていて恐ろしかったです……っ」

「うんうん。血走った目で巻き尺をシャァーッとする姿はすごく怖かったね」

「あんた勝ちを確信した途端に強く出始めたわねッ!!」

　僕の背に隠れながら、リーシュはセリスさんをジトりと睨にらみつける。

「ああっ……あたしのリーシュちゃんが……っ!!」

「リーシュはあなたのものじゃありません。彼女は『かわいい』という言葉を体現する女め神がみなので、誰だれかのものではなく世界の財産です」

「……いえ、わたしはケイル様の剣なのですが」

　状況が混こん沌とんとしてきたので、ここで話を整理しておこう。

「僕が何もせずに静観していたのは、あなたの目的を明確にするためと……今後を考こう慮りよした結果です。それらは既に達成したので十分でしょう」

　ガシッと肩かたを掴んだ瞬間、セリスさんが小さく悲鳴を上げる。

「な、殴なぐるのっ？　あたしはハイエルフなのよっ!?」

「一いつ般ぱんエルフと間ま違ちがわれた分際で何を言ってるんですか」

「精神的に殴るのもやめなさいよッッ!!」

　僕の言葉を聞いて、セリスさんが怒いかりのままに一歩踏ふみ出だそうとした時――

　その身体が、ぐらりと傾かたむいた。

「は…………ぇ？」

　そのままセリスさんは地面に倒たおれ、為なす術すべなく痙けい攣れんし始める。

　その背に刺ささった――一本の矢。

「はい。矢文ちゃんありがとうね」

『こちらこそ、結界魔法を解除していただきありがとうございました』

　矢文ちゃんが感謝の言葉と共に矢を飛ばしてくる。

　拘束されている最中に矢が飛んでこなかったので、たぶんセリスさんが魔法か何かで妨害しているのだろうと考え、肩を掴んだ時に無理やり魔法を解除させてもらった。

　僕も女の子を殴る趣味はないので、簡単に無力化できて助かった。

「ケイル様、このハイエルフはどうされるのですか」

「このまま放置したら魔獣のエサになるだろうし、さすがに連れて帰るよ。ハイエルフって不老だけど不死身ってわけじゃないしね」

　麻ま痺ひ毒で意識を失っているセリスさんをひょいと肩に担かつぎ上げる。

　まだ、彼女には聞きたいことがある。

　しかし、僕の言葉を聞いてリーシュはしゅんと肩を落とした。

「ハイエルフ……斬ってみたかったです」

「それはまた別の機会にしようかッ！」

「……半斬ぎりでもダメでしょうか」

「ええと……半斬りってどんな感じだい？」

「真っ二つに両断せず、身体半分をギリギリ繋つなぎ止とめる感じです」

「エグさが増してるんだよなぁッ!!」

　残念そうにするリーシュを必死になだめながら、僕たちはディベアへと戻もどった。

　僕は女の子を殴る趣味はない。

　そして、ハイエルフを活いけ造づくりにする趣味もないんだ。




◇




　気絶したハイエルフを背負い、ディベアの町へと戻った頃。

　ファブリカ山脈からディベアまでの距きよ離りは短いとはいえ、気絶したハイエルフという余計な荷物が増えていたので帰った頃にはすっかり日が暮れてしまっていた。

「ふぅ……今日は大変だったなぁ」

　風ふ呂ろから上がって髪かみを拭ふきながら、ベッドに視線を向ける。

　そこには、すやすやと寝ね息いきを立てるリーシュがいた。

　やはり慣れない山登りで体力を消しよう耗もうしていたらしく、部屋に戻った時には眠ねむそうに頭を揺らしていたので、矢文ちゃんにお風呂や着き替がえの手伝いを頼たのんでおいた。

　やっぱりリーシュはかわいい。

　普ふ段だんは強こわ張ばっている頬からは力が抜け、緊きん張ちようが解けている穏おだやかな表情。

　これはまさしく天使の寝ね顔がおだ。

　この寝顔を前にすれば人々は自然と笑え顔がおを作り、争っていた人間は剣を置いて尊び、悲しみに暮れる人々は一筋の希望を見み出いだして生気に溢あふれるだろう――

　さて、こんなところか。

　毎度『かわいい』という一言で済ませてしまうと、リーシュを褒ほめ称たたえる至高の言葉ではなく凡ぼん百ぴやくな称しよう賛さんの一つに成り下がってしまう。

　リーシュに対して向ける『かわいい』という言葉は、この世界における全ての真理を詰つめ込んだ至言であるべきだと心得つつ、その価値を維い持じしなくてはならない。

「――さて、ご理解いただけましたかセリスさん」

「うっ……わかった、もうわかったからぁ……っ」

　手足を拘束された状態で、セリスさんは涙目で部屋の隅すみっこに座すわり込んでいた。

　目を覚ましてから、僕はずっとリーシュの尊さについて説いていた。

「もうやだぁ……なんで六時間も頭おかしい奴やつの言葉を聞かされるのよぉ……」

「ははは、なぜ泣くんですか。僕の説法が足りませんでしたか」

「ヒィッ!?　ごめんなさいごめんなさいぃぃ……っ!!」

　そこにいるのは偉い大だいなハイエルフではなく、一般エルフに間違われる悲しいハイエルフでもなく、虚うつろな目で洗脳を受けるハイエルフだった。

「リーシュちゃんは世界で一番かわいい……かわいい……っ」

「理解してもらえて何よりです。それでは本題に移りましょうか」

　僕の目的はリーシュの尊さを布教することではない。

「あなたが持っている魔剣の情報……それを全て渡わたしていただきます」

　そのために、わざわざセリスさんを拘束して連れて来た。

　その言葉を聞いて、虚ろだったセリスさんの眼めに光が戻る。

「……あんた、それがどういう意味かわかってんの？」

「はい。そのあたりも知識としては持っています」

　ハイエルフの研究命題に関する情報を得るには、相応の対価が必要となる。

　悠ゆう久きゆうの時を生き、生しよう涯がいに亘わたって研究し続けた貴重な情報。

　その価値は計り知れず、その知識と情報を得るために国が傾き、対価として無理難題を与あたえられ、時には多くの血が流れたこともあると記録には残されていた。

「ふん……だったら、相応の対価を提示しなさい」

「え、この状況でそんなこと言っちゃいます？」

「待ってッ！　笑顔で拳を握らないでッッ!!」

「正直ハイエルフ相手だと勝てるか微び妙みようだったんですけど、少なくともセリスさんは完封できそうなので強気にいかせてもらいます」

「うぅっ……人間がハイエルフを完封できるとか絶対おかしいわよぉ……」

　すんすんと泣きながらセリスさんがガックリとうなだれる。

　実際、人間がハイエルフに勝つのはほぼ不可能だ。

　相手はほぼ無む尽じん蔵ぞうの魔力を持っているし、町一つ滅ほろぼせるような魔法を連発できるし、真正面から戦っていたら僕も塵ちりにされていたかもしれない。

　まぁ、セリスさんの運が悪かったとしか言いようがない。

「聖剣士を甘あまくみたらダメですよ」

「あたしの知ってる聖剣士はあんたみたいな化け物じゃないわよっ!!」

「ハイエルフも魔法だけで言えば化け物でしょう」

　額にデコピンを入れると、セリスさんが「あうっ」と短く呻うめく。ちなみに縛しばっている縄なわには封ふう魔まの術式を付ふ与よしているため、得意の魔法は一切使えない状態だ。

　こうして彼女を捕つかまえているのは、なにもギルドに引ひき渡すためではない。

　彼女に対して――交こう渉しようを行うためだ。

「対価ではないですが、魔剣の情報を渡していただけるのなら報ほう酬しゆうはあります」

「…………報酬？」

「リーシュの傍にいることを許可します」

「そ、傍にいるだけとか生殺しじゃないっ！」

「もちろん会話も許可します。彼かの女じよが嫌がらない範はん囲いで触れ合あうことも構いません」

「リーシュちゃんに合う服とかアクセサリーをプレゼントするのはっ!?」

「彼女のかわいさを引き立たせる物なら許可しましょう」

「よっしゃオッケーなんでも聞いてちょうだいっ!!」

　陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きから一転、セリスさんが目をキラッキラさせながら食いついてきた。

　悲しくなるくらいチョロいハイエルフだった。

　ともかく、これで魔剣についての情報を得ることができる。

「まず、セリスさんは所有者である僕の存在を気にしていませんでしたよね。魔剣っていうのは所有者の魔力を必要としないんですか？」

「別に必要ないわよ？　目覚めたのはあんたの魔力がきっかけでしょうけど、魔剣として覚かく醒せいした後は自分で勝手に魔力を生成し続けるもの」

「……魔力を生成し続ける？」

「ええ。しかも際限なく無限の魔力を生成し、それを内に蓄たくわえることができるのよ」

　いきなり僕たちの認にん識しき外の情報が出てきた。

　まず、魔力を生成できる時点で武器としては規格外の強さと言っていい。

　魔力とは万ばん能のうの源であり、諸もろ刃はの剣でもある。

　魔力を消費することで本来ならあり得ない事象を引き起こす、本来なら人間にはない異能を付与するなど、一いつ般ぱん的てきに魔法と呼ばれる技術は生活の一部にも根付いている。

　しかし魔力を過度に消費すれば、それを補うために体力や生命力が削けずられ、身体にある魔力を全て消費した場合は死に至る可能性もある。

　しかし、魔剣の所有者にはそれがない。

　魔剣が無限に魔力を生成し続けることで、際限なく魔法を使い続ける、人間では不可能な大規模魔法を実現する、魔力を所有者に譲じよう渡とすることで延命を可能とし、場合によっては一時的に不老不死の身体になることも可能だろう。

　今にして思えば、リーシュが訓練場で放った魔力もそうだ。

　あれは明らかに僕が込めた魔力量を超えていたし、同じようなことを人間が行おうとすれば魔力がいくらあっても足りない。つまりリーシュ自身が持つ魔力だったわけだ。

　だが……問題はそこじゃない。

「仮に彼女が剣になった状態で、僕がいなくなったらどうなりますか？」

「別にどうもしないわよ」

「魔剣から聖剣に戻ったりとかは？」

「……もしかして、あんたら人間が聖剣を収めてる石座の話？　あの石座は魔力を吸収して大気中に霧む散さんさせる性質があるけど、魔剣は常に魔力を生成するから無理よ」

　そう、それが一番の問題だ。

　国は魔剣を排はい除じよする手段として、リーシュを石座に戻せば解決すると考えている。

　しかし、それが不可能だと判明したらどうなるか。

　抑よく止し手段がないと知れば、魔剣という脅威を排除する方法は一つしかない。

　その方法が頭に浮うかんだ直後、セリスさんが静かに溜ため息いきをつく。

「……どうして魔剣が全ての物語で悲ひ惨さんな結末として描えがかれるか、その理由が少しは理解できたんじゃないかしらね」

　魔剣という存在が登場する冒ぼう険けん譚たんや寓ぐう話わなど、その話は多た岐きに亘る。

　しかし、その全ては悲惨な結末で終わっていた。

「魔剣を排除するには――魔剣を破壊するしかないのよ」

　なぜそのような結末を辿たどるのか、僕には理解できる。

　リーシュを守りたい。

　そう考えた僕だからこそ強く理解できる。

　魔剣を破壊しようとする人間たちと、魔剣を守ろうとする所有者。

　そして所有者は魔剣を守るために世界を敵に回し、自分の全てを懸かけて抗あらがおうとする。

　大切な人を守ろうと必死に抵抗して、全ての人間たちから『悪』と呼ばれ、それでも最後には死に、魔剣を守り切ることができずに破壊される。

　そんな悲劇的な結末。

「あんたも聖剣士だったら、聖剣の成り立ちについても知ってるんでしょ」

「……ええ。叙任前に話すのが慣習だと、養父から聞かされました」

　聖剣と並び、国の象徴として扱われている異能の剣。

　それは公的なものでしかなく、事実や歴史とは捻じ曲げられて美化されるものだ。

　聖剣という存在が、どのようにして生み出されたか――




「聖剣は――人間を材料として作られたものだ、と」




　魔ま獣じゆうという脅威に対たい抗こうするため、人々は禁きん忌きの呪法に手を出すしかなかった。

　魔法によって人間を剣に変え、異能を宿した剣を生み出す。

　剣に適した魔力を持つ少女たちを生いけ贄にえとし、人々は魔獣に対抗する力を得た。

　その犠ぎ牲せいがあったからこそ、今の平和な世界を築くことができた。

　その犠牲を忘れないために、聖剣士は平和の礎いしずえとなった少女たちを持つに相応ふさわしい、高潔な精神を以もつて在り続けなければならない。

「魔剣が人の形を成して現れるのは偶ぐう然ぜんでもなんでもない。所有者の魔ま力りよくと波長が合ったことで元の姿……つまり人だった頃の姿が強く反映された結果ってわけよ」

　そこまで語ってから、セリスさんは僕を見ながら鼻で笑う。

「まったく酷い話よ。自分たちが無力だから他人を犠牲にして力を得て、その力が身に余るとわかったら排除しようとするんだから、魔剣の子たちも報むくわれないわ」

　僕たち人間を非難するようにセリスさんは言う。

　実際、その通りだと僕も思った。

　平和のためにその身を犠牲にしながら、不要だという理由で排除される。

　そんな理り不ふ尽じんな運命を与えられた少女。

　まったく――本当に嫌いやな話だ。

「ところでセリスさん、僕はそんな話を聞きたいんじゃないんですよ」

「…………は？」

「僕は『魔剣ちゃんと始めるほんわかイチャラブ生活』みたいな話が聞きたいです」

「あたしにリクエストされても困るんだけどっ!?」

「いやぁ……僕、そういうシリアスな話とか好きじゃないんですよ」

　僕は悲劇よりも、圧あつ倒とう的てきハッピーエンドの方が好きだ。

　後日譚たんとかで登場人物たちがほんわかと日常を送っているような話が好きだ。

「そりゃ魔ま剣けんちゃんたちの経けい緯いや境きよう遇ぐうは悲しいかもしれないですけど、それを今も引きずる必要はないわけじゃないですか。それなら前向きに考えた方が建設的ですよ」

　僕たちが生きているのは過去ではなく現在だ。

　何をやったところで、過去の経緯や境遇を変えることはできない。

　それなら過去が気にならないくらい、今を幸せに生きればいい。

「そもそも、魔剣を排除するって考えがナンセンスなんですよね」

「……どういうことよ？」

「だって、リーシュってかわいいじゃないですか」

「すごくかわいいわね」

「かわいい存在を排除するとか人としてあり得なくないですか？」

「正直あり得ないってあたしも思うわね」

「そういうことですよ」

「どういうことなのよッ!?」

「どちらにせよ、僕のやることは変わらないってことです」

　たとえ過去に何があって、それらが悲劇的な結末を辿っていたとしても変わらない。

「僕の目的はリーシュが脅威ではなく、無害であると証明することです。だから無理に争ったりする必要もないんですよ」

「……あんたはそうだとしても、向こうがどう考えるかわからないでしょ？」

「はい。ですから無害と証明するだけでなく、国に対するメリットを証明します」

　人間は自分たちに何らかのメリットがあるのなら利用しようと考えるのが常だ。

「魔力は使い様によっては延命、治ち療りよう、治ち癒ゆ、老化防止に繋がるものですよね」

「まぁ……あたしらハイエルフが不老なのも同じ理り屈くつだしね」

「無限に魔力を生成し続けるリーシュなら、その魔力を他者に分わけ与えることで病気や怪け我がなどを回復させることができます。これは莫ばく大だいなメリットでしょう」

　魔ま法ほうによって治癒を行う治癒師はいつでも人手不足だ。

　治療のために使える魔力にも限度がある。しかも回復魔法には一定の素養も必要になるため、治癒師を増やすことも難しく、人手不足で治療が遅おくれることもある。

　しかし、魔剣ならば問題を解消できる。

　魔剣が無限に魔力を生成し続けるのなら、それを治癒師に分け与えることで、国の人々は病気や怪我に怯おびえることなく安心して平和に過ごすことができる。

　そして人々は、リーシュに対して深い感謝と畏い敬けいの念を覚えるだろう。

「リーシュが本物の女神になる日は近い……ッ!!」

「……あんたって無む駄だに前向きね」

「そりゃ前を向いてないとリーシュのかわいい姿が見れないですから」

　そう、人生は前向きな方がいい。

　後ろを向いていたり、下を向いていたりしたところで何も見えない。

　それはもったいないことだ。

　淡たん々たんとしている普段のかわいいリーシュを見れないし、少しだけ眉まゆを上げて怒おこっている雰囲気の表情も見れないし、困ったように視線と顔を左右に動かす様を眺ながめることができないし、美お味いしい物を食べてほんのりと頬を染めながら口をもきゅもきゅ動かす姿も見れないし、今後新しいリーシュの一面を見ることも叶かなわない。

　前を向いていなければ、新しい楽しみを見つけることができない。

　それが僕の短い人生で見つけた一つの人生訓だ。

「ということで矢文ちゃん、今の僕たちの話を事細かく報告してもらえるかい？」

『構いませんが、ケイル様はそれでよろしいのでしょうか』

「国がリーシュの破壊に乗り出すかもしれないって部分かな？　僕が提示した内容以外にもメリットはあるだろうし、それがわかるまで切り捨てるって判断はしないと思うよ」

『正直、驚おどろいています。私の中でケイル様はアホだと思っていたので』

「ははは、矢文ちゃんは冗じよう談だんがキツイなぁ」

「ねぇッ！　あんた飛んできた矢を受け取りながら誰と会話してるのッ!?　というかこの矢はどこから飛んできてるのよぉぉッ!!」

「これが僕たちの日常なんで慣れてください」

　僕が矢文ちゃんの矢を掴つかみ取とる度、セリスさんが時折小さく悲鳴を上げる。

　ともかく、状じよう況きようとしては悪くない。

　セリスさんがいれば魔剣の情報を手に入れることができるし、リーシュが想定外の行動を取ったとしても対処がしやすくなる。それにハイエルフという不老の存在なので、困った時には色々と知識を引き出すこともできるだろう。

　リーシュが無害であることを証明する。

　言葉で言うのは単純だが実際に行うのは難しい。

　それなら可能な限り手札は増やしておくべきだ。

「とりあえず、今回セリスさんが行ったことの一切を不問とします。代わりに僕が目的を達成するまで協力してもらうという形とします」

「……目的って、さっき言ってたリーシュちゃんを無害だって証明することよね？」

「その通りです。魔剣ちゃん大好きなセリスさんとしても、リーシュが今までと同様に悲惨な末路を辿るのは好ましくないでしょう？」

「……そりゃね。だからあんたから魔剣を奪うばおうって考えたわけだし」

　居い心ごこ地ちが悪そうに、セリスさんが僕からふいと顔を逸そらす。

　一応、セリスさんなりに僕やリーシュのことを考えた行動だったのだろう。

　しかし、その表情は険しい。

「あんたの言葉には一理あるし、無限に魔力を生成し続ける魔剣が人間側にとって大きなメリットっていうのも理解できる。それで破壊を保留するっていうのもね」

「はい。ですが、これは時間稼かせぎでしかありません」

　魔剣が生成する魔力は人間側にとって莫大なメリットとなる。

　有益な存在であれば、短たん絡らく的てきに破壊するという安易な手段も取れない。

　しかし……その保証は危あやうく脆もろいものだ。

「現状でも世界は平和です。魔剣の魔力があれば世界は今以上に豊かで充じゆう実じつしたものになりますが、現状維持を望むのなら魔剣の危険性は無視できない」

　今以上の成果を望む者にとっては、魔剣の存在は莫大なメリットとなるだろう。

　だが、現状維持を望む者にとって魔剣は邪じや魔まな存在でしかない。

「リーシュに危険があると判明しても、国側にメリットがある可能性を精査するために今すぐ魔剣を破壊するという手段は取りません。しかし時間が経たってメリットよりもリスクが上回ると判断された場合、彼女を破壊しようと国は動き出すでしょう」

「ま、そりゃそうでしょうね」

「それと、僕は現状の目的にも疑問を抱いています」

「……どういうことよ？」

「僕は『三年間、彼女が無害であることを証明する』といった内容で、聖剣士長から魔剣の管理を命じられています。それを果たせた場合はリーシュを魔剣ではなく、人間として扱うといった約束を取り付けていますが……それも確実ではありません」

「約束が反ほ故ごにされるかもってこと？」

「はい。仮に三年が経過した後、新たにリーシュの危険性が判明したとします。その場合は僕が管理できていると判断されても、再び非難の声が上がるでしょう」

　養父が約束を反故にするとは考えていない。

　しかし再び国に危険が及およぶ可能性があると判断された場合、養父は立場的に動かざるを得なくなり、僕ぼくたちには矢文ちゃんのような監かん視し者が付けられるだろう。

　つまり、『三年間』という期限は確固たるものではない。

　リーシュが魔剣という存在である以上、何か事件が起これば危険性を指し摘てきされることになるため、実質的な期限は『無期限』と考えるべきだと僕は思った。

「僕の目的はリーシュという女の子を守り抜くことです。それは彼女に降りかかる危険だけでなく、他者からの心無い雑言、批判、中傷に彼女が晒さらされることなく、一人の女の子として当たり前に過ごせる完全な状況を作り上げることです」

　だからこそ、単純なように見えて難しい。

　僕は聖せい剣けん士しではあるものの半ば罪人という状況で、養父以外で僕たちに手を貸そうとする人間はいないと断言してもいい。そして他者を動かすための資金もない。

　僕一人では彼女を守り抜くことができない。

　たとえ聖剣士として多くの訓練を積み、あらゆる相手を凌りよう駕がする力を持っていたとしても、一人ではできないことが多すぎる。

「だからこそ、貴女あなたに協力をお願いしたいと思いました」

　深く、セリスさんに向かって頭を下げる。




「リーシュを守るために――貴女の力を貸してください」




　その想いだけは真実だと示すために、真しん摯しに言葉を紡つむぐ。

　その言葉に返答はなかった。

　やがて――静かに息を吐はく音が聞こえる。

「……あたしが魔剣を研究命題にしたのは、助けてあげたいと思ったからよ」

　その言葉を聞いて、僕はゆっくりと顔を上げる。

「人間のためにその身を捧ささげて戦って、強大すぎる力のせいで同じ人間から疎うとまれて、そんな魔剣を守ろうとして戦って……だけど最さい期ごには二人とも報われない。そんな結末が嫌だったから、あたしは研究命題って名目で魔剣ちゃんを助ける方法を探してたってわけ」

　そう言いながら、セリスさんは困ったように笑っていた。

「つまり、あんたと同じハッピーエンド至上主義ってことよ」

「ああ……そこも同じだったってことですか」

　魔剣ちゃんが好きな者同士、考えることは同じだったということだ。

　それなら僕たちは同志だ。

「ハイエルフのあたしが手伝うんだから、ちゃんと幸せな結末にしなさいよ？」

「それはもちろん。圧倒的ハッピーエンドを約束しましょう」

　互たがいに笑い合いながら、僕はセリスさんに手を差さし伸のべる。

　それを見たセリスさんは微笑ほほえみながら頷うなずき――

「うん。縄解いてくれないと握あく手しゆできないわよ？」

「まだセリスさんがリーシュの寝ね込こみを襲おそうかもしれないので」

「襲うわけないでしょ!?　ベッドに入って添そい寝ねしながら寝顔を眺めるだけよっ!!」

「僕ですらドン引きするレベルですね……」

　同志とはいえ、やはり細かい部分で相そう違いが出るものだ。

　リーシュを守るためにも、今後寝ている間はセリスさんを縛ることにしよう。

「それじゃ話も一段落したので、僕はそろそろ寝ますね」

「本当に縛られたまま放置するのね……というか、あんた何してんの？」

「ストレッチです」

　僕が念入りにストレッチする様子を見て、セリスさんが怪け訝げんそうに見つめてくる。

　うん、これは仕方ないんだ。

　ちゃんと身体を動かしておかないと翌日に響ひびくから。

「矢文ちゃん、それじゃどうぞ」

『御ぎよ意いです』

　おそらくそう書かれているだろう矢が、タァーンと僕の頭に突き刺さる。

　全身に麻痺毒が巡めぐり、ぶっ倒れた僕を見てセリスさんが悲鳴を堪こらえていた。

「今の僕は……床ゆかで痙攣しながら寝ないと安あん眠みんできない設定なので……ッ」

「待ってッ！　もうちょっと理解できるように説明してッ!!」

「それは……明日、また説明しますから……」

「今説明してよッ!?　ああっ、なんかすごい痙攣し始めたぁぁぁ……っ!!」

　セリスさんが怯えた声を上げながら震ふるえ始める。

「もうやだぁぁ……なんで今回の所有者はこんな奴なのよぉぉ……」

　酷ひどい言われ様だったが、麻痺毒が回り始めた僕には抗こう議ぎすらできない。

　大だい丈じよう夫ぶ、セリスさんもきっと慣れる。

　そう願いながら、僕の意識は静かに沈しずんでいった。




◇




　そんなこんなで、ハイエルフのセリスさんが仲間に加わった。

　セリスさんは魔剣の知識だけでなく、魔法に精通しているという点も心強い。

　僕は魔法の対策には詳くわしいけれど、魔法そのものに精通しているわけではない。

　既き存そんの魔法を複数組み合わせて新たな魔法術式を作り出す、未知の術式に対して既存の魔法を割り当てて術式を逆算するなど、そういった分野になってくると素人しろうと同然だ。

　それに僕自身は問題ないが、リーシュに魔法関連の危険が及ぶ可能性がある。

　だから今回の一件を不問にする代わり、今後セリスさんには無む償しようで魔法関連の知識などを提供してもらい、ハイエルフとして魔法の腕うでを振ふるってもらう――

「――ということで、彼女も同行することになったんだ」

　早朝、身み支じ度たくを終えたリーシュに事の経緯を説明した。

「……ケイル様の判断であれば、わたしはそれに従います」

「ありがとう。そう言ってもらえると僕も嬉うれしいよ」

「当然です。わたしはケイル様の剣けんなのですから」

　普段通りの調子でリーシュは答えてくれる。

　…………不ふ機き嫌げんそうに眉をひそめながら。

「えへへーっ♪　リーシュちゃん、よろしくねーっ♪」

　セリスさんは過か剰じようなまでにリーシュを愛めでていた。

　ぎゅーっと密着してリーシュの頭をなでなでしたり、頬ほおずりしたりしていた。

　僕がリーシュに対してそんなことをしたら国に『ドスケベ野や郎ろう』と報告されるので、正直に言うと羨うらやましいやら悔くやしいやらで複雑な気分だが、美少女二人がキャッキャウフフとしている様子を眺めるのも悪くない。

　そして、リーシュの嫌がる表情というレア顔が見れるのもポイントだ。

　僕自身はリーシュに対して生涯の忠誠を誓ちかった身なので、彼女が嫌がるようなことをするのは許されない。それは決して許されないことだ。

　しかしセリスさんは魔剣ちゃんが好きすぎる故ゆえに暴走して、定期的にリーシュの嫌がる表情を引き出してくれる。

　まさにリーシュのかわいさを引き出すのに最適な人材だ。

　美少女は一人だけでも美少女だが、美少女が二人いることによって絵面が華はなやかになり、その場における『かわいい』が相乗的に増大して無限のパワーを生み出してくれる。

　つまり、リーシュかわいさが引き立つということだ。

「……すみません。もっと離はなれていただけませんか」

「えーっ♪　やだぁーっ♪」

「……あと、その気持ち悪い声をやめてください」

「リーシュちゃんがかわいくお願いしてくれたらやめよっかなぁ♪」

　セリスさんが猫ねこ撫なで声ごえを発しながらリーシュにべたべたと引っ付く。このハイエルフ、協力関係を結んだ途と端たんにやりたい放題だ。

　当然ながら、それでリーシュの態度が軟なん化かするはずもない。

「わたしはケイル様の剣です。主以外に請こい願うことはありません」

「えぇー、それじゃやめな――」

「なので、実力行使とさせていただきます」

　リーシュが淡々とそう告げた直後。




　セリスさんの腹に、リーシュの鋭するどい肘ひじ鉄てつが突き刺さった。




　それはもう、見事な早はや業わざだった。

　セリスさんが「ぇぶぅッ」と美少女が出してはいけない声を出すほどだった。

　しかも肘鉄から流れるようにセリスさんの腕を掴み、吹っ飛びを阻そ止しするように引き寄せて膝ひざを叩たたき込み、勢いを殺すことなく回転と共に背中へ打だ撃げきを入れ、そのまま自身の身体でセリスさんの身体を押おさえ込み、瞬しゆん時じに関節を押さえ込んでいた。

　完かん璧ぺきな瞬殺コンボだった。

「ああああああああああッッ!!　待って折れる折れる折れるッッ!!」

「それは肘ひじの骨とハイエルフの精神、どちらでしょうか」

「どっちもおおおおおおおおおおおおッッ!!」

「なるほど。二つ同時に折ることができてお得な気分です」

　淡々と受け答えながら、リーシュは残念なハイエルフの関節を容よう赦しやなく締しめ上あげる。

　……………………。

　………………………………。

「リーシュって、すごく強いんだねぇ……」

「わたしは過去の使い手たちによる戦せん闘とう技術、そして経験を記き憶おくしていますので」

「それって剣けん術じゆつだけじゃないのかい？」

「戦闘に長たけているケイル様ならご存じかと思われますが、乱戦となった際には剣だけでは不利になるので、拳こぶしや蹴けりを交えた攻こう撃げきも有効打と成り得ます」

「なるほど、すごく納なつ得とくできる」

「なので、わたしは徒と手しゆ空くう拳けんにおける武術が使えます」

「つまりリーシュは優ゆう秀しゆうな子ってわけだねぇ」

「褒められてしまいました」

「ほんわか会話してないで助けなさいよバカぁーっっ!!」

　セリスさんがハイエルフの矜きよう持じとかを放ほうり捨てて床をタップしていた。

　なんだろう、僕が思おもい描いていた美少女同士のキャッキャウフフと違ちがう。

「くぁぁぁぁぁ……ッッ!!　なんでッ、防ぼう御ぎよと治癒の魔法を掛かけてるのに……ッ!!」

「わたしは魔法を無力化できます」

「なんでできるのッ!?」

「魔剣ですから」

「そんな雑な理由でハイエルフの魔法があああああああああああッッ!!」

「わたしはケイル様の剣なのですから当然です」

　誇ほこらしげにふふんと胸を反らしながら、リーシュは関節を激しく攻せめ立たてていた。

　まぁリーシュが楽しそうだし、新たな一面が見られたのは収しゆう穫かくだろう。

「ケイル様、わたしはこの通りの実力なのでハイエルフの同行は不要です」

「ああ、うん……たしかにこれは必要ないかもね」

「ちょっと待ってッ！　あんた見捨てる気なのッ!?」

「いやだって僕だけじゃなくてリーシュにも負けちゃってるし……」

「それはあんたたちがおかしいんだってばああああああ……ッッ!!」

　連敗によるショックのせいか、セリスさんが自分の哀あわれさに耐たえ切れずマジ泣きを始める始末だった。かわいそうなハイエルフという絵本が描けそうなレベルだ。

　それよりも、ここでセリスさんの同行を却きやつ下かするわけにはいかない。

　先ほどリーシュに説明したのは建前でしかない。

　新たに見つけた可能性――そのためにもセリスさんは必要だ。

「リーシュ、セリスさんを放してあげようか」

「はい。ケイル様が直々にハイエルフを処分するのですね」

「ごめん、セリスさんを辛つらい人生から解放してあげようって意味じゃないんだ」

「…………違うのですか？」

　僕の言葉に対してリーシュが怪訝そうに首を傾かしげる。

　その様子を見て、僕は表情を改めてから告げた。

「リーシュ、僕の『強者を殺すことに意味がある』って言葉は覚えているかい？」

「はい。もちろん覚えています」

「そこで悲しげに泣いているセリスさんが強者に見えるかい？」

「…………どこから見ても弱者です」

「そうだね。僕どころかリーシュに負けちゃうような貧弱ハイエルフだね」

「やめてよぉっ！　死体蹴りはやめてよぉぉぉぉおおおっっ!!」

　えぐえぐと泣きじゃくるセリスさんを無視して僕は言葉を続ける。

「僕はね、リーシュに弱者への扱あつかいを覚えてもらいたいんだ」

「弱者への扱い……ですか？」

「他者に対して暴力を振るうのは、心の内に存在する怯えを排除するため、暴力という恐きよう怖ふによって先んじて他者を支配するという心理だと捉とらえられる。だからこそ真の強者は弱者を守り、慈いつくしみ、暴力以外の方法で自身の立場が上であると理解させるんだ」

「なる……ほど？」

「それをリーシュに学んで欲ほしいんだ。少し難しかったかな？」

「……申し訳ありません。わたしにも理解できる言葉をいただけますか」

　困ったような表情と共にリーシュが僕を見つめてくる。

　だからこそ、僕は静かに頷いてから告げた。

「セリスさんを犬だと思ってかわいがればいいのさ」

「なるほど、とてもわかりやすいです」

「ちょっとなに勝手に人を犬扱いしてんのよッッ!!」

　たまらずと言った具合に、セリスさんが威い勢せいを取り戻もどした。

「あたしハイエルフ！　エルフの原点にして頂点の偉い大だいなハイエルフッッ!!」

「ケイル様、犬が吠ほえています」

「自分をハイエルフだと勘かん違ちがいしちゃっている系の吠え方かただね」

「え、まさか本当にあたし犬扱いで通されるのッ!?」

「セリスさん、子供の情操教育に犬を使う話ってあるじゃないですか」

「なんで今その話をするのよッ!?」

「まぁまぁ。決して悪い様にはなりませんから」

「犬扱いの時点で既すでに悪いって言ってんのよっっ!!」

　きゃんきゃん吠えるセリスさんを宥なだめてから、改めてリーシュに向き直る。

「リーシュ、暴力という鞭むち以外で犬を躾しつける方法はわかるかい？」

「……すみません。わかりません」

「鞭の代わりに飴あめを与える……つまりたくさん褒ほめてあげるんだ」

「具体的には何をすればいいのでしょう」

「まぁ、頭を撫なでたり喉のどを撫でてあげるとか？」

「なんでそこ雑なのよッ!!　そんなことされたところで――」

　そう抗議するセリスさんだったが、リーシュは素す直なおに極きめていた関節を解いた。

　そして――




「――イイ子ですから、静かにしましょうね」




　静かに、セリスさんの頭を撫でた。

　その髪かみを慈しむように、ゆっくりとリーシュは手を動かす。

　それだけではない。

　僅わずかではあったが、リーシュは口元に笑えみを浮かべていた。

　それは明らかにハイエルフ相手ではなく、愛あい玩がん動物に対して向ける笑みだった。

　しかし、その表情は輝かがやかしいほどに美しく尊かった。

　慈じ悲ひと愛情に満みち溢あふれ、愛でるように右手が優やさしく髪を撫で上げる。

　その慈じ愛あいを一身に受けたことで、セリスさんは――

「――なかなか良い気分じゃないのっっ!!」

　ハイエルフの矜持よりも、リーシュの犬になることを選んだ。

「ケイルっ！　これいいっ！　すごく気分が良いわよっ!!」

「吠えてはダメです。静かにしていないと止めてしまいますよ」

「失礼しましたっっ!!」

　リーシュがしーっと口元に指を当てると、セリスさんは静かに穏おだやかな表情を浮かべる。

　セリスさんは魔剣ちゃんが好きすぎるあまり、リーシュを愛でようという部分を優先して大事なことを忘れてしまっていた。

　美少女に愛でてもらう。

　それはまさしく安楽の一時だ。

　荒すさんだ心を癒いやす究極の安息。

　寂さびれた灰色の日常に彩いろどりを与あたえる平へい穏おん。

　僕はセリスさんに幸福を取り戻してもらいたかった。

　ハイエルフ（犬）

　それこそが、彼女のあるべき姿だと――

『すみません、ここにはアホしかいないのですか』

「矢文ちゃん、幸福の形は人それぞれだよ」

　無ぶ粋すいな言葉を飛ばしてきた矢文ちゃんに対して、僕は受け取った矢を放り捨てる。

　僕とセリスさんは似た者同士だ。

　だから僕は彼かの女じよの気持ちが誰だれよりも理解できる。

　リーシュに頭をナデナデしてもらいたいという気持ちに共感できる。

　だから――

　今だけは、彼女の幸福な時間を邪魔してはいけない。







四章







　僕たちが王都を出て、地方都市ディベアに着いてから一ヵ月げつが経った。

　最初は本当に不安だった。

『かわいい』という言葉を体現した魔剣の少女。

　天使のような笑え顔がおで血みどろバイオレンス思考一直線の少女。

　しかし、リーシュはこの一ヵ月で変わった。

　今までの彼女は他者を殺すことしか考えなかった。

　そんな彼女に他者を慈しむという新たな感情が芽生えたのだ。

「さぁセリス――今日のごはんですよ」

　お皿を床に置きながら、リーシュは静かに微び笑しようを浮かべる。

　それはどこから見ても聖女のような笑顔だった。

　そして――

「――わぁーい、ごはんだーっ」

　底そこ抜ぬけにアホっぽい声を上げながら、セリスさんが駆かけ寄よってきた。

　床に置かれた食事を食べるセリスさんを見て、リーシュは満足げに頷く。

「今日もセリスはイイ子ですね。頭を撫でてあげましょう」

「わぁーい！」

　リーシュに頭を撫でられ、心の底から歓かん喜きするハイエルフ。

　………………うん。

「ごめんね、リーシュ。ちょっと部屋の外に出ていてくれるかい？」

「承知しました。それではセリスも連れていきましょう」

「少しの間だからセリスさんは置いといていいよ」

「……そうですか？」

「うんうん。悪いけど矢文ちゃん、リーシュを見ていてくれるかい？」

『承知しました』

　シュバァと飛んできた矢をリーシュに手て渡わたすと、彼女は部屋の外へと向かった。

　そして二人きりとなった後、僕はセリスさんに向き直る。

「……セリスさん、いつまでやってるんですか」

「うぅー？」
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「ダメだ、美少女に甘あまやかされて脳が溶とけ切ってる……ッ!!」

「えへへー、リーシュに頭撫でてもらうんだー」

　表情は恍こう惚こつとしているが目が完全にイッてしまっていた。

「ほら、セリスさんはハイエルフですから目を覚ましてくださいよ」

「はいえるふー？　あたしはリーシュの犬で――バゥんッッ!?」

　もう面めん倒どうだったのでセリスさんの頬を全力で叩くことにした。

「あたしは――犬じゃなかったッ!?」

「やっと正気を取り戻しましたか」

「なんで元に戻したのよッ!?」

「どうしてそこでキレるんですか!?」

「あたしは幸せだったのよっ！　リーシュちゃんに頭を撫でてもらって、膝の上でゴロゴロして、一いつ緒しよのお風ふ呂ろに入ったりベッドに入れてもらって幸せだったのよっっ!!」

「それは素直に羨ましかったんだよなぁッ!!」

　いやもう本当に羨ましかった。

　セリスさんを優しく扱うリーシュは女め神がみそのものであり、眺めているだけで僕の心が浄じよう化かされて十秒に一回くらい世界平和を願ったりもしていた。

　そんなセリスさんが羨ましくてハンカチを噛かみながら過ごす日もあった。

　しかし、セリスさんの様子は明らかに異常だ。

　いくら魔剣ちゃんが好きすぎるとはいえ、完全に犬扱いを受け入れている様子は異常としか言いようがない。

　まるで洗脳や催さい眠みんを受けているような雰ふん囲い気きさえ感じ取れる。

「もしかして……リーシュにはそういう能力もあるんでしょうか」

「あー、たしかに過去の魔剣にはそういった能力もあったわね」

「それならどうして僕は平気なんですか？」

「聖剣士だからじゃない？」

「僕の雑な返しを取らないでくれますかッ!?」

「しょうがないでしょ。あたしにもわからないのよ」

　なんとも言えない表情でセリスさんは腕を組む。

「あたしは聖剣が生み出された時代から生きている。だからこれまでに現れた魔剣についても知ってるけど……リーシュちゃんは今までの魔剣とは全然違うのよ」

「そうなんですか？」

「そもそも『血ちに塗まみれた豊かな人生』って名前の時点でおかしいわ」

「まぁ誰が見てもおかしい名前ですよね」

「そうじゃなくて、名前があること自体が変なのよ」

　そう言いながらセリスさんは指を立てる。

「聖剣として生まれ変わった子たちは、武器に身を変えた際に不要な物を全すべて排はい除じよしているのよ。過去の記憶、人間としての感情、当人の意思……それは魔ま剣けんでも変わらない。だから最初はあんたが名付けたのかと思ってたけど、その様子だと違うんでしょ？」

「……そうですね。リーシュが僕に対して名乗った名前です」

　リーシュは僕に対して、はっきりとその名を名乗った。

　それだけではない。

　リーシュには人間らしい反応や様子が見られる。

　僕に判断を委ゆだねている節はあるが、自分の意思がないとまでは言えない。

　名前だけでなく、リーシュは今までの所有者たちの記憶や経験を持っている。

　先ほどセリスさんが並べた事こと柄がらには当てはまっていない。

「それに保有している能力も多すぎる。魔剣は人じん智ちを超こえた力を持つけど、今までの魔剣は一つの能力に特化してるのよ。あの山脈を作った魔剣みたいにね」

「それって、セリスさんが連れ出したファブリカ山脈ですよね？」

「ええ。あの山脈は『錬れん成せい』の能力を持った魔剣が作り上げたものだけど……あたしが見ていた限り、その子に他の能力は一いつ切さいなかったわ」

　これが出自すらわからない逸いつ話わなら疑いようもある。

　しかし、セリスさんは悠ゆう久きゆうの時を生きるハイエルフだ。

　先ほどの口ぶりからして当時の光景や魔剣ちゃんについても知っているようだし、嘘うそを言っているようにも見えない。

「能力は一つだけど、応用が利きく能力という可能性は？」

「あり得るけど……なにせ情報が少なすぎるわね。今のところ分かっているのは『痛覚や疲ひ労ろうの遮しや断だん』、『魔ま法ほうの無力化』、『他者の魅み了りようもしくは洗脳』だけど、それらも詳しよう細さいは不明だし、応用が利く能力だとしても共通点が見み出いだせないもの」

「そういえばあの副作用、まだ来てないから怖こわいんですよね……ッ！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、あんた聖剣士だし」

　やる気のない声せい援えんを送ってから、セリスさんは改めて告げる。

「とにかく、もっと情報が欲しいところね。あの子の魔剣としての能力だけじゃなく、彼女自身の情報についてもね」

「……それは、剣になる以前のリーシュということですか？」

「ええ。当時のリーシュちゃんがどんな子だったか。何に喜んで、悲しんで、怒おこって、どんなものに興味があって、何を好んで嫌きらうのか。術式を組むなら可能な限り細かくね」

　協力関係を結んだ翌日、セリスさんから提案された方法。

　リーシュが抱かかえている問題を全て解決できる方法。




「それで――リーシュちゃんを剣から人間に戻せるかもしれないんだから」




　聖剣とは、人間を魔法によって剣に変へん貌ぼうさせた代しろ物ものだ。

　ならば――その魔法を解けば彼女を人間に戻すことができる。

「……まぁ、確実に戻せるとは言い切れないけどね。魔剣に変質したことで、聖剣とは根本的に違う存在になった可能性もあるわけだし」

「それでも可能性があるだけマシですよ。少なくとも僕では思いつかない方法でした」

　全ての問題はリーシュが『魔剣』であるという一点に集約している。

　つまり、その根底を崩くずせば彼女を取り巻く全ての問題は解決する。

　セリスさんも方法自体は以前から考えていたらしく、その研究を進めるために新たな魔剣……つまりリーシュとの接せつ触しよくを図はかったらしい。

　以前と比べて、この目的は大きな進歩と言えるだろう。

「それじゃ僕は彼女に関する情報を集めます。術式の考案は任せましたよ」

「あたしはハイエルフよ。人間の術式なんてサクッと壊こわしてやるわ」

　その心強い言葉に、僕も信しん頼らいとして笑みを向ける。

　セリスさんはちょっと性格に難があったり、偉大なハイエルフなのに一いつ般ぱんエルフと間ま違ちがわれたり、美少女に犬扱いされて脳みそを溶かしながら喜んでいるような人だが、それでも僕と同じくリーシュを大事に考えてくれている。

　やっぱり、彼女を仲間に選んだのは間違いではなかった。

「じゃ、あたし犬に戻るから」

「今自分がやばい発言した自覚ありますッ!?」

「あんたが犬設定押し付つけたんでしょッ！　あたしだって、好きで、こんな……ッ!!」

「ダメだセリスさんッ！　喋しやべりながら四よつん這ばいになってるッ!!」

　頭では理解しながらも身体はリーシュに甘やかされることを望んでいるらしく、セリスさんが悔しげな表情で床に手足をつき始めていた。

　セリスさんが完全に犬化して人語を失う前に僕も頑がん張ばろう。

「とりあえず僕は買い出しついでにリーシュを連れ出しておくんで、その間に正気を維い持じする術式でも作っておいてください」

「はいはーい。お土産みやげよろしくー」

　セリスさんがソファで寝そべりながらひらひらと手を振る。

　まぁ正気に戻らなければ適当に殴なぐるとしよう。

　そう考えながら外に出ると、リーシュは部屋の外で座すわり込んでいた。

「ケイル様、もう用事はお済みなのですか」

「ごめんね、待たせちゃったかい？」

「いえ。矢文さんが話し相手になってくれました」

　見ると、リーシュの周囲には無数の矢が壁かべや床に突つき刺ささっている。事情を知らない人が見たら即そく座ざに衛兵を呼びそうな光景だ。

「それでケイル様、矢文さんとの会話で気づいたことがあるのです」

「うん？　どんな話をしてたんだい？」

　ほんのりとテンションが高いリーシュを見て、思わず僕の頬が緩ゆるんでしまう。

　その姿は友達との会話を報告してくれる子供のようだ。

　これもきっとハイエルフ犬による情操教育の賜たま物ものだろう――

「最近、何も斬きってないなぁと思いまして」

「矢文ちゃんッ！　話題のチョイスは慎しん重ちようにしてくれないかなぁッ!?」

　直後、『いや話の流れで』と謝罪矢文が飛んできた。

　どんな流れで人斬りの話になるのか僕は知りたい。

　しかし、リーシュの様子はどこか変だ。

　以前のリーシュなら目を輝かせながら『とりあえず手近な人間を殺やりましょう』と言い出しそうなものだが、今はなんとも言えない表情でモジモジとしている。

「その、なんだか妙みような感覚なのです」

「えっと……妙な感覚？」

「言葉では言い表しにくい感覚なので……実演させていただきます」

　そう告げてから、リーシュはおもむろに手を丸める。




　そして、その丸めた手で僕の腕を擦こすり始めた。




　………………。

　…………………………。

「こんな感じです」

「な……るほどッ!?」

「ケイル様、理解を示しながらも疑ぎ問もん符ふがついています」

「僕ぼくは全ての物事に対して懐かい疑ぎ心しんを忘れないようにしているからねッ!!」

「哲てつ学がく的てきな思想をお持ちでした」

　そんな会話をする最中も、リーシュは何度も僕の腕をコスコスと擦っている。

　いや、ええと……うん。

　なんなんだ、これ？

　多少リーシュのことを理解できてきた自信があったものの、この丸めた手で僕の腕を擦り続ける行こう為いにどのような意味があるのか皆かい目もく見当がつかない。

　ただ、それでもリーシュの『かわいい』は揺ゆるがない。

　丸めた手は猫ねこを彷ほう彿ふつとさせる形であり、その手を何度も僕に擦り付ける動作は構って欲しいとジャレつく子こ猫ねこのような愛らしさがある。

　つまり――この動作が示す意味は一つだ。

「僕のために猫のマネをしてくれているんだねッ!!」

「ケイル様、また御ご病びよう気きですか？」

「僕としてはかなり真ま面じ目めに答えたんだけどッ!?」

「病気ではないようで安心しました」

　そう言いながらもリーシュはほぅと軽く息を吐つく。これはたぶん落らく胆たんの溜ため息いきだ。

　彼女を落胆させてしまったのは申し訳ないが、実際わからないのでどうしようもない。

「えっと……つまりどういうことだい？」

「わたしにもわかりません。ですが妙にムズムズすると言いますか」

　リーシュ自身ももどかしい様子で、何度も僕の腕をコスコスとしている。

　一体何が起きているんだろうか。

　人間だったら何かの病気を疑うところだが、人の姿を取っているとはいえ魔剣だし、仮に病気だとしても一般の医者に診みせて解決するかは怪あやしい。

　そうして判断を迷っていた時だった。

「あ」

　リーシュが短く声を上げた。

　何事かと思って、僕が思わず顔を上げた直後――

　眼前が白光によって包まれた。

　眩まばゆい光によって視界が埋うめつくされ、やがて視界が晴れていく。

　この光景は以前にも見たことがある。

　これは――

「………………え」

　目の前の光景に、僕は思わず声を漏もらしていた。

　陽光の下で煌きらめく白はく刃じん。

　精せい緻ちな装そう飾しよくに彩られた白金の柄つか。

　その中心に輝く翠すい玉ぎよくの大きな宝石。




　そこにあったのは――魔剣化したリーシュの姿だった。




◇




「あー、別にこれなら大丈夫じゃなーい？」

　魔剣化したリーシュを持って、僕はすぐさま部屋に戻ってセリスさんを頼たよった。

「……本当に大丈夫なんですか？　突とつ然ぜん魔剣化したんですよ？」

「大丈夫だっての。これは魔剣ちゃんの本能みたいなもんだから」

　ソファに寝ね転ころがりながら、セリスさんが魔剣ちゃん講義を始める。

「意思とか人の身体を持っていても、魔剣はどこまでいっても剣。しかもリーシュちゃんはこの一ヵ月で一回も剣の姿になってないし、それで本能的に剣に戻ったんでしょ」

『なるほど。そう言われると納得できます』

　僕の手の中で、リーシュの声が宝ほう珠しゆから聞こえてくる。

「だけど、リーシュは魔剣化する前に妙な感覚がするって言ってたんですけど」

「妙な感覚？」

「なんかこう、手を丸めて僕の腕を擦ったりしてました」

「それは猫の爪つめ研とぎみたいなもんよ」

「僕の予想が変な方向に当たってたなぁッ!!」

　とりあえず、リーシュの謎なぞ行動については判明した。

　しかし、肝かん心じんなのはそこじゃない。

「これって元に戻るんですか？」

「まぁ剣として満足したら元に戻るわよ？」

「それって何をすればいいんですか？」

「そうねー。他の魔剣ちゃんで起こった時は魔剣の能力を使ってあげたり、何かを斬ってあげたりしてたわね。そもそも剣として使ってたら起こらない現象だし」

「何かを斬れば、リーシュが元に戻る……ッ!?」

「待ってッ！　そこで剣けんを握にぎりながらあたしを見ないでッ!!」

　僕が視線を向けると、セリスさんが涙なみだ目めになりながらソファの陰かげに隠かくれる。先ほどまで完全にダラけていたので良い薬だろう。

「と、とにかくリーシュちゃんのストレスを解消してあげればいいのよっ！」

「ストレスかぁ……」

　そう言われると、僕としては若じやつ干かん複雑だ。

　なるべくリーシュに不自由をさせないように考えていたし、事情があるとはいえ魔剣化も控ひかえさせていた。

　それが彼女にとってはストレスだったのかもしれない。

『ですが、わたしは現状の扱いや環かん境きように不満を覚えたことはありません』

　僕の心情を察したのか、リーシュがそう声を上げる。

『しかし今のわたしは剣としてケイル様のお役に立てているのか、それを疑問に感じることはありました。それを無意識の内にストレスと感じていたのかもしれません』

「…………そっか」

　僕を気き遣づかってくれたことが嬉うれしくて、翠玉の宝珠を優しく撫でる。

『それと個人的にはハイエルフを斬ってみたいです』

「セリスさん……すみません」

「二回目ッッ!!　あと謝あやまらないで本気っぽく聞こえるっっ!!」

『まぁわたしとしては、剣の状態でお役に立つついでに何か斬れたら問題ないです』

　そうリーシュが言ってくれたので、ハイエルフ斬りは免まぬがれることとなった。

　しかし、それはそれで難しい。

　なにせ魔剣なので周囲にどんな影えい響きようが出るのかもわからない。

　ちょっと木を斬るつもりが、森ごと伐ばつ採さいしていたという話もあり得そうだ。

　それに魔剣化したリーシュを他者に見られるのも良くないので、ギルドで適当な依い頼らいを受けるというのも難しい。

「矢文ちゃんは何か良い案とかないかい？」

　そこでなんとなく、優秀な矢文ちゃんの意見を仰あおぐことにした。

　しかし、普ふ段だんなら即座に飛んでくる矢が来ない。

「あれ……もしかしていないのかな？」

　そう口にした直後、僕の目の前に何かがゴトンと落ちてくる。

　僕の腕うでと同じ大きさくらいで、先せん端たんに青々とした菜っ葉を付けた物体――

　まぁ、普ふ通つうに大根だった。

　そして今度はニンジン、白菜、玉ねぎ、ジャガイモ、ベーコンと……次々と天てん井じようから食材が降ってくる。

　そして最後に、ストンと矢が落ちてきた。

『今日のメニューは、野菜たっぷり具だくさんスープです』

「それを聞いてどうしろとッ!?」

『いえ、切るのはなんでもいいとのことだったので、野菜を切ってくれたら私がお夕飯を用意する時に楽ができると思って提案しました』

「いつも美お味いしいご飯をありがとうねぇッ!!」

　そう、矢文ちゃんは炊すい事じや家事を一手に担になっていたりする。

　僕たちが所用で家を空けて帰ってくると、既に食事の用意がされていたり、洗せん濯たく物ものが干してあったり、お風呂が沸わいていたりするのだ。

　いつも本当にありがとう、矢文ちゃん。

「ええと……リーシュはそれでいいかい？」

『野菜たっぷりのスープは楽しみです』

「メニューの感想じゃないんだよなぁッ!!」

『ストレス解消手段でしたら、わたしはそれで構いません。矢文さんにはいつも美味しいご飯をいただいていますし、お役に立てたと実感も持てると思います』

　少しだけ弾はずんだ声こわ音ねでリーシュが答える。よほど食事が楽しみらしい。

　リーシュ、君はそれでいいのかい。

　つまり矢文ちゃんは君を包丁代わりにするって言ってるんだよ。

　そう思いつつも、事態をサクッと解消するために僕は口を噤つぐんだ。
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　それで、だ。

　僕は魔剣化したリーシュを使って、たくさんの野菜を切った。

　それはもうサックリスパスパ切りまくった。

　ここで想像してみて欲しい。

　荘そう厳ごんな輝きを放つ魔剣を持って、台所に立つ僕の姿を。

　剣を持った腕を大きく後ろに引いて、左手を野菜に添そえて、手首にスナップを利かせながらトントンと野菜を刻んでいく姿を。

　そんな僕を見て、ソファの上でげらげらと笑い転げていたセリスさんの姿を。

　セリスさんの笑い声に耐えながらも、僕は全てをやり遂とげた。

　その結果――

「戻れました」

　僕の苦労に反して、リーシュはあっさりと元の姿に戻った。

　しかも、ちょっと満足そうな表情を浮うかべながら元の姿に戻った。

「久々にたくさんの物を切れたので満足です」

「うん……リーシュが満足そうで僕も嬉しいよ……」

「ケイル様、とても疲つかれた表情をしています」

「そうだね……なんか疲れちゃったね……」

「はい。お疲れ様さまでした」

　ぽんぽん、とリーシュが肩かたを叩たたきながら労ねぎらってくれる。やさしい。

　もうなんというか、何やってるんだろうって気分だった。

　聖せい剣けん士しになろうと努力してきた全てを否定した気分だった。

　いや、まぁリーシュが戻ったからいいんだけどさ。

　そんな虚きよ無む感に溢れていると、ストォンと矢が降ってくる。

『料理ができましたのでどうぞ』

「ああ、うん……ありがとうね……」

　矢文ちゃんからの連れん絡らくを受けて、僕は重い腰こしを上げる。ちなみに料理中は立ち入らないようにと矢文ちゃんに厳命されたので、今の僕たちは別室待機だ。

　そしてリビングに向かうと、途と端たんに食欲をそそる香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

　ほくほくと湯気を立てる大きな鍋なべ。

　そこから香り立たつ、茹ゆでられた野菜の優しい匂におい。

　綺き麗れいに澄すみ切きった琥こ珀はく色いろのコンソメスープ。

　そこに焼き立てのパンと瑞みず々みずしいサラダが添そえられていた。

「矢文さんの話では、わたしが切ったことで食材に魔ま力りよくが付ふ与よされたとのことで、通常よりも栄養満点に仕上がったとのことです」

「そっかぁ……魔力のおかげで栄養満点かぁ……」

「ちなみに副作用はありません」

「いただきまぁすッッ!!」

　安心できる一言をいただけたので、僕はすぐさまテーブルに着いた。

　そうだ、僕の苦労とか存在意義とかなんてどうでもいい。

　言ってしまえば、これはリーシュの手料理だ。

　野菜を切ったのは僕だし、料理をしたのは矢文ちゃんだけど、その工程の中にリーシュ成分が含ふくまれているのだから手料理と言っていいはずだ。

　美少女の手料理を食べる。

　それは男という人種に生まれた身であるならば、一度は経験したいシチュエーションと言っても過言ではないはずだ。

　ここは最大級のテンションで臨のぞむべきだろう。

　そう意気込みながら、スプーンに野菜を載のせて口に含み――

「――あ、おいしい」

　そう素直に感想を口にしていた。

　何かあるんじゃないかと身構えていたが、その緊きん張ちようを解いて再びスプーンを口に運ぶ。

「うん……なんか、すごく身体に染しみ渡わたる感じがするね」

　次々とスープを口に運ぶと、その度に疲労が抜ぬけていく感覚がある。

　思えば僕はリーシュを魔剣として目覚めさせたのだから、魔ま力りよく相あい性しようは抜ばつ群ぐんに良いということだ。だからこそ疲労回復に直結しているのだろう。

　夢中になって食事を進めていると、ふと視線を向けられていることに気づいた。

「どうかしたのかい、リーシュ？」

「いえ……その、なんといいますか」

　僕を見つめながら、リーシュはなんとも言えない表情を作っていた。

　しかし、すぐさま表情を綻ほころばせる。

「初めて……ケイル様のお役に立てたような気がしました」

　小さく、本当に小さく、リーシュは口元に笑みを浮かべていた。

「ケイル様はいつもわたしのことを気遣ってくださいましたが、それが負担になっているのではないかと、わたしは心のどこかで悩なやんでいました」

　そう自身の心中を語る。

「ですから、その……喜んでいただけて嬉しいです」

　ほんのりと頬ほおを染めながら、リーシュは静かに俯うつむいていた。

　その姿を見て、僕はその頭を軽く撫なでる。

「それじゃ、リーシュも一緒に食べようか」

「はい。いただきます」

　ぺこりと頭を下げてから、リーシュも席に着いて食事を始めた。

　その日の食事は、普段よりも温かいものだった気がする。

　団だん欒らんの食事。何気ない日常の一幕。

　やっぱり僕はこういったものが好きだ。

　好きな子と一緒に、当たり前の日常を過ごす。

　いつか、それが当たり前になってくれたらいい。

「あ、そういえば矢文ちゃんに聞きたいことがあるんだけど」

『なんでしょうか？』

　天井からヒューンと降ってきた矢文を見てから、気になっていたことを尋たずねる。

「今回の件って魔剣を使ったことになるのかな？」

　………………。

　…………………………。

　……………………………………タァン。

『――――セーフッッ!!』

「さすが僕らの矢文ちゃんだぁッッ!!」

　矢文ちゃんからのセーフ判定を受け、思わずガッツポーズを取った。

　わりと魔剣化していたので危ないんじゃないかと思っていたが、そのあたりは融ゆう通ずうが利く矢文ちゃんで本当に助かった。

　今後は人前で魔剣化しないように、定期的にリーシュのストレスを解消してあげよう。

　そんなこんなで、僕たちは団欒の夕食を過ごした。

　そして、僕たちが食事を楽しんでいる最中――

「ねぇぇぇ……あたしも交ぜてよぉ……ちゃんと謝るからぁぁぁ……っ」

　ドアの向こうで寂さびしげに泣くハイエルフの声がどこまでも響ひびいていた。

　さすがにかわいそうなので、しばらくしたら中に入れてあげるとしよう。

　そう思いながら、僕は再び料理に舌した鼓つづみを打った。
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　翌朝、僕は久しぶりに心ここ地ちよく目覚めた。

「おぉ……リーシュの魔力ってすごいんだなぁ……」

　普段は床ゆかの上で痙けい攣れんしているので身体がバキバキになるのだが、今朝は一切の不調がなく、身体の奥おくから活気が満みち溢あふれている感覚さえある。

　今まで溜たまっていた疲労が文字通り消し飛んだ感じだ。

　そうして朝日を眺ながめていると、ヒュオンと矢が飛んできた。

『おはようございます。ケイル様』

「おはよう矢文ちゃん。今朝も早いね」

　慣れた様子で会話、もとい飛んでくる矢を受け取る。

　他人から見ればなんとも異常だろうが、慣れてしまえばそれが日常だ。

『ケイル様はしっかり矢を受け取ってくれるので助かります』

「まぁ僕は大丈夫だけど、他の人の時は気を付けようね」

『当然です。それに……あまり矢を打ち込むと、ギルド職員の方に怒られるので』

「ああ……そりゃ怒られるよね……」

　本来、このアパルトメントは冒ぼう険けん者しやギルドの招いた要人に宛あてがわれる施し設せつだ。

　それが今では戦せん場じよう跡あとかってくらい壁や床などに無数の穴が空いている。矢文ちゃん特有のコミュニケーションとはいえ、ギルド側としては良く思わないだろう。

　そして再び矢が飛んでくる。

『ということで、修しゆう繕ぜん費用の請せい求きゆう書しよとなります』

「ちょっと待って矢文ちゃん」

『お支し払はらい方法をご選せん択たくください』

「事務的な会話で僕が支払う流れにするのやめてくれないかなぁッ!!」

　壁を守るようにして矢を必死に掴つかみ取とる。この一本一本が僕の財さい布ふを削けずっているかと思うと恐おそろしくなってきた。

「別に払はらえない額じゃないけど、これだとまた一文無しかぁ……」

　一応、先の一件でセリスさんから依い頼らい料りようもとい慰い謝しや料りようはもらっている。

　この一ヵ月げつはそれで生活していたわけだが、ほとんど最低限の生活といった状態だ。

　もっとリーシュには不自由なく過ごしてもらいたい。

　普通の女の子と同じように過ごしてもらいたい。

　そのためなら僕はどんなことだってしよう。

　リーシュのためになることが僕にとって最上の幸福なんだ。

「とりあえず、今日は仕事がないかギルドに行ってみようかなぁ」

『行ってらっしゃいませ』

「矢文ちゃん、今回は君が原因なんだから一緒に働きなさい」

『…………はい』

　飛んできた矢に書かれていた文字は、どこかしょんぼりした様子だった。
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　しばらくして、リーシュとセリスさんが起きた頃ころ合あい。

　久々に冒険者ギルドに赴おもむくと、その空気は以前と少し違ちがう気がした。

　なんとなく、取り巻いている雰囲気が重い。

　以前は多くの冒険者たちが陽気な喧けん噪そうを振ふりまいていたが、ギルドホールにいる冒険者の数は少なく、その表情も一様に暗い。

　そして僕たちの姿を見ると、受付にいたオルディネさんが駆かけ寄よってきた。

「……ケイルさんッ！　なぜあなたがギルドにっ!?」

「いや僕も冒険者だから来ますよ!?」

「…………ああっ!!」

　思い出したようにオルディネさんが手を叩く。

　もしかして一ヵ月げつ依い頼らいの話が来なかった原因はこれだったんじゃないか。

　そんな懸け念ねんが浮かびながらも、オルディネさんは先ほどまでの陰いん鬱うつとした表情から一転、安あん堵どするように大きく胸を撫で下おろした。

「ケイルさん、来て早々ですが公式依頼を受けていただけませんか？」

「……公式依頼ですか？」

「はい。個人からの依頼ではなく、冒険者ギルドが問題を早期解決するため、所属する地域の冒険者全体に発布する緊きん急きゆうの依頼となっています」

　そう説明してから、オルディネさんは言葉を続ける。

「以前、『なんかめっちゃ強い竜りゆうの討とう伐ばつ』の依頼があったことは覚えていますか？」

「あの内容が雑すぎる依頼ですか」

「その竜種の魔ま獣じゆうなんですが……後ほどワイバーンであることが判明したんです」

「あー、ワイバーンだったら人間には大変そうねぇ」

　オルディネさんの言葉を聞いて、セリスさんが神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。

　ワイバーンとは、空を駆ける竜種の魔獣だ。

　飛行中は攻こう撃げき手段が限られるだけでなく、生半可な攻撃は硬かたい竜りゆう鱗りんによって弾はじかれてしまうため、討伐には相応の技量を持つ射手を伴ともなうか魔法主体で戦うことが多い。

「でも、それって別の人が討伐依頼を受けてましたよね？」

「ロイデルさんは返かえり討うちに遭あいました」

「えぇ……あれだけの啖たん呵かを切ってたのに」

「どうやら通常よりも大きく成長した特異個体だった上に、その個体が群れを率いていたとのことで、彼かれらだけでは戦力不足だと判断して撤てつ退たいしたそうです。その報告があったからこそ、我々も公式依頼を発布すると決めたわけです」

　そうオルディネさんがフォローを加える。

　おそらく自分たちが全ぜん滅めつすれば被ひ害がいが拡大すると考え、ギルドに報告して事態の収しゆう拾しゆうを優先したのだろう。

　そのあたりの判断は、さすが熟練の冒険者といったところだ。

「群れの規模はどの程度ですか？」

「……確かく認にんできただけでも百は超えていたとのことです。今の時期はワイバーンの産さん卵らん期きと重なっているので、それらが全て山を下ってきたと推測しています」

「……産卵期だったら縄なわ張ばりから出ることはないはずですよね？」

「はい。普段ならファブリカ山脈から出ることはないので、付近の登山道に規制を掛かけるだけで済んでいたのですが……その原因については不明です」

　とりあえず、諸もろ々もろの状じよう況きようは察した。

　冒険者たちが少ないのはワイバーン討伐に駆り出だされているため。

　しかし、いまだ事態の収拾には至っていない。

「今回の依頼は大きな危険を伴います。既すでに多くの冒険者たちが出向していますが……討伐を完かん了りようしたという報告は入ってきておらず、救きゆう援えん隊たいの編成も難航しています」

　もしかしたら、既に向かった冒険者たちが全滅した可能性もある。

　それほどまでに逼ひつ迫ぱくした状況ということだ。

「おそらく、今回のワイバーンは『最強』の個体かもしれません」

「…………くッ！」

「ケイル様、大きく腕を振り上あげてどうされましたか」

「さすがに女性は殴っちゃいけないと理性が働いた結果さッ!!」

「とても紳しん士し的てきな理由でした」

　しかしオルディネさんの言葉を聞いて、リーシュは目を輝かがやかせていた。

「ケイル様、この依頼をお受けしましょう」

「えぇ……うん、まぁそうだねぇ」

「このままでは多くの人々が魔獣によって蹂じゆう躙りんされてしまいます」

「そうだねぇ……見過ごしたらかわいそうだもんねぇ」

「弱者は守るものだとケイル様は言っていました」

　リーシュにぐいぐいと詰つめ寄られてしまう。やる気に溢れているリーシュもすごくかわいいので困ってしまう。

　まぁ、どちらにせよ受けようとは思っていた。

　他に対処できる人間がいるなら断っていただろうが、出で払はらっている冒険者の数からして今は他に誰だれもいない状況だ。

　他よ所そからの応おう援えんを待っていたら被害が拡大するだけでなく、討伐に向かっていった冒険者たちの命も危あやぶまれるだろう。

「では、その依頼を受けます」

「か、軽いですね……ケイルさんが以前に魔ま法ほうか何かで剣を丸めていたのは見ているので、こちらも実力はあると考えていますけども……」

「そうですね、なにせ百匹ぴきを素す手でで倒たおすことになりますから……」

「ワイバーン相手に素手とか正気ですかッ!?」

「正気ですが諸事情で剣が使えないもので」

　また剣を使ってリーシュに嫌われるのは避さけたいところだ。

　その証しよう拠こに、『剣』という言葉に反応してリーシュが僕の袖そでをくいくい引っ張りながら無言の圧力を掛けてきている。すごく使って欲ほしそうな顔だ。

　しかし、それを聞いたオルディネさんが不安そうに首を振る。

「武器を持たない人を向かわせるわけにはいきません。素手で戦うとは言いますが、飛行するワイバーンをどう対処されるんですか？」

　その言葉に答えたのは矢文ちゃんだった。

『私は弓矢でワイバーンを堕おとした経験があります』

「は、はぁ……ですが矢だけでは硬い竜鱗を対処できな――」

「はいっ！　あたしハイエルフ！　鱗うろことか余よ裕ゆうでぶっ飛ばせるわっ！」

「その方々が複数のワイバーンの対処に追われていたら――」

「あー、僕なら適当に跳ちよう躍やくすれば直接殴れると思いますよ」

「……どうぞ行ってらっしゃいませぇッ!!」

　机に額を擦りつけながら、オルディネさんが諦あきらめたように許可を出した。

　ともかく、久々の依頼なので頑張るとしよう。

「セリスさん、どうせなら転移魔法とか使えません？」

「お、頼っちゃう？　ハイエルフのあたしを頼っちゃう感じっ!?」

「竜りゆう狩がりは久々です。ワクワクです」

『私、ちょっとお弁当買ってきますね』

　緊張感の欠片かけらもない会話をしながら、ギルドホールを後にする。

　危機的な状況だからと言って、僕たちの方まで意気込む必要はない。

　リーシュが楽しそうにしている。

　それなら僕たちも楽しそうにするべきだ。

　変にシリアスな雰ふん囲い気きを出す必要なんてない。




　それが嫌いやだから――僕は聖剣士になったんだ。







五章







　ワイバーンが出現したのは、『リーエン』という村の近くらしい。

　ファブリカ山脈の麓ふもとに位置する村だが、ディベアのように複数の種族が暮らしているとのことで、村の中では大規模とのことだった。

　リーエン村までの行程はディベアから馬車で三日ほど掛かる。

　以前に僕たちがファブリカ山脈に立ち入った際は、ディベアから半日程度の登山道を利用したので日帰りできたが……なにせ山脈自体が大陸を分断するほど広大なので、同じ山脈の麓といっても大きく差がある。

　ということで――偉い大だいなハイエルフ様にお願いすることにした。

「――ヒぃーっ！　ヒぃー……ッ!!」

「セリスさん、縦笛みたいな音出てますけど大丈夫ですか？」

「いや無理……ッ！　これほんと無理だからぁぁぁぁ……っ!!」

　リーエン村に着いた直後、セリスさんはげっそりしながら肩で息をしていた。

「転移魔法ッ、たしかにあたし使えるって言ったけどぉ……ッ!!」

「ハイエルフっぽい活かつ躍やくができてよかったですね」

「そうッ、あたしはハイエルフだからできちゃうっ!!」

　少しだけセリスさんが元気を取り戻もどす。単純な人で助かった。

　なにせ、この荷物を僕たちで運ぶのは難しかった。

　高く積まれた木箱の山。

　それが合計十個ほど僕たちの背後に積まれている。

　そんなセリスさんの活躍を見て、リーシュも満足そうにふんふんと頷いた。

「ご苦労さまです。セリスはとてもイイ子ですね」

「わーい！　リーシュに褒ほめられたーっ！」

「ご褒ほう美びにたくさん頭を撫でてあげましょう」

「ナデナデだーっ！」

　そして瞬しゆん時じにアホなハイエルフへと戻った。

　ちゃんと切り替かえているあたり洗脳対策の術式は完成させたのだろうが、アホになるのが上手うますぎて見分けが付きにくい。

「そういえば、矢文ちゃんはどうやって転移させたんですか？」

「あの子なら直接会って転移させたわよ？」

「……え、矢文ちゃんと会ったんですか？」

「そりゃあんたらと一いつ緒しよにいて一ヵ月だし、あの子はいつもリーシュちゃんを監かん視ししてるんだから会う時だってあるわよ」

「僕ぼくだけ矢文ちゃんと会ってないとかズルくないですか!?」

『すみません。私も仕事なので』

　矢文ちゃんがかわいらしい絵と共に謝罪矢文を打ってくる。

　いやまぁ矢文ちゃんは監視という立場的に姿を見せられないんだ。

　リーシュの場合は同性として身の回りを世話するために姿を見せなければいけないし、セリスさんはそもそも無関係なので姿を晒さらしても問題ない。

　だから僕が会えないのは仕方ないんだ――

『まぁ、ケイル様とは微び妙みように顔を合わせたくないだけです』

「ふんわりした理由で僕の心を抉えぐらないで欲しいなぁッ!!」

　思わずテヘペロみたいな絵がついた矢を地面に叩きつけてしまった。

　僕が矢文ちゃんと出会える日は遠そうだ。

　そんなやり取りをしていた時――

「――あなた方は、冒険者ギルドから派は遣けんされて来たのですか」

　そう声を掛けられて振り返る。

　丸まる眼鏡めがねを掛けた初老の男性。

　その表情は憔しよう悴すいしており、見るからに疲ひ労ろうの色が窺うかがえる。

「ディベア冒険者ギルドで依頼を受けたケイル・シュタットです」

「私は……リーエン村の代表であるパークレイと申します」

　覇は気きのない声で、パークレイさんは静かに頭を下げる。

「現状を確認したいのですが、状況がわかる冒険者の方はいますか？」

「はい。来ていただいた冒険者の方々は村の集会所に集まっています」

　そこまで言うと、パークレイさんは表情を曇くもらせた。

　それだけで現状が芳かんばしくないことが理解できる。

「それじゃ僕は話を聞いてくるんで、セリスさんは荷物を村の中に運んでください」

「はぁッ!?　まだあたしに魔法を使えって言うのっ!?」

「リーシュ」

「セリスはイイ子ですから、荷物を村に運んでくれますね」

「うんっ！　あたしやるぅー!!」

　セリスさんがアホになり、そのままリーシュと共に荷物へと向かっていった。

「矢文ちゃんは二人を見ててくれるかい？」

『承知しました。必要があればリーシュ様たちのお手伝いをしておきます』

　返答の矢を受け取ってから、僕はパークレイさんの案内で集会所へと歩き出す。

　やはり規模が大きいということもあって、村内はなかなかに広い。

　しかし……既に戦せん闘とうの跡あとは随ずい所しよに見受けられた。

　崩ほう落らくしている家屋、焼やけ焦こげた地面、砕くだけた外がい壁へき。

　既にこの村で戦闘が起きた……その事実が状況の深刻さを物語っている。

　冒険者たちはワイバーンの討伐が叶かなわず、リーエン村にまで侵しん攻こうを許してしまった。

　しかし、撤退することもできない。

　リーエン村の規模が他の村落と同等だったら、住民たちを護衛して避ひ難なんするという手段も取れたが、住民数と冒険者の数を考えると安全に避難することは難しい。

　だからこそ冒険者たちはリーエン村を拠きよ点てんとし、ワイバーンたちの襲しゆう撃げきを退けて増ぞう援えんを待つことに決めたのだろう。正しい判断をしてくれた。

「ここが集会所となっております」

「ありがとうございます。それではパークレイさんは動ける村人たちを呼んで、僕の仲間たちが運んでいる荷物の中身を使ってください」

「荷物の中身……ですか？」

「はい。全すべてご自由に使ってもらって構いません」

　そう告げてから、僕は集会所のドアを開ける。

　そこには……多くの冒険者たちが集つどっていた。

　ざっと見ただけで五十を超こえる人数が揃そろっており、各おの々おのが武器や防具を身に纏まとい、いつでも戦いに赴ける状態を維い持じしていた。

　しかし表情はパークレイさんと同様に暗く、濃こい疲ひ弊へいの色を漂ただよわせている。

「お前は……ルーキーの坊ぼつちゃんじゃねぇか」

　その様子を眺めていた時、不意に声を掛けられる。

　見覚えのある長なが槍やりを携たずさえた壮そう年ねんの男。

「ケイル・シュタットです。あなたは……ロイデルさんですよね？」

「ああ。まさか新人まで駆り出す事態になっちまうとはな」

　そう自じ嘲ちよう気味に笑ってから、ロイデルさんは僕に向き直る。

「お前が来たってことは、ギルドからの応援が到とう着ちやくしたのか？」

「いえ。着いたのは僕と仲間たちだけです」

　そう答えた瞬しゆん間かん、室内に重い空気が漂い始めた。

　絶望的な状況、しかし救きゆう援えんはいまだ到着しない。

　それは戦闘が続くという意味だ。

「ロイデルさん、状じよう況きよう把は握あくのために説明をお願いできますか」

「……どうして俺おれに聞くんだ」

「真っ先に応援を判断したのはあなただとギルドの方から聞いたのと、この人数の冒険者を統とう率そつできる人は限られます。あなたは自分のチームを統率している様子でしたので、この状況でも冒険者たちをまとめて状況を把握していると考えました」

「……ただの坊ちゃんじゃねぇってことか」

「まぁこれでも騎き士しとして訓練を受けていた身ですから」

「そいつは悪かったな、ケイル」

　改めて僕の名を呼んでから、ロイデルさんは説明を始めた。

「状況は見ての通り最悪だ。幸いなことに冒険者、村人共に死者は出てないが、戦闘不能が十人、軽傷者は多数、しかもワイバーンの数は減らないままだ」

「ワイバーンは何なん匹びきほど討伐できたんですか？」

「…………ゼロさ。普段の俺たちならワイバーン相手に苦戦することはねぇが、相手に少しばかり厄やつ介かいな奴やつが紛まぎれこんでやがる」

　苦々しい表情を浮かべながら、ロイデルさんは言葉を続ける。

「お前は前の依い頼らいにあった『なんかめっちゃ強い竜』のことを覚えてるか？」

「その雑な呼び方やめませんか!?」

「まぁ聞け。その個体はワイルドワイバーンと呼ばれる、通常のワイバーンよりも長く生きて大きく成長し、群れのボスとして仲間を率いる個体とされている」

「仲間を率いる個体ですか」

「そのため『ワイワイ』といった通つう称しようも持つ」

「ずいぶん楽しそうな名前してるなぁッ!!」

「とにかく、ワイワイが群れを率いているせいかワイバーン共が連れん携けいを取っていて、こっちが仕留める前に向こうが逃にげやがる。そのせいでジリ貧になったわけだ」

　竜種の魔獣は、種類によっては人間と同程度の知能を持っている。

　個々のワイバーンを相手にするだけならロイデルさんたち冒険者でも問題ない。

　しかし相手が統率した動きを取ってくるのなら話は別だ。

「ワイバーンの数が減らせない以上、俺たちは防衛に徹てつするしかない。しかし防衛に徹していれば物資が底をつく、だから救援が来るのを望んでいたわけだが……」

　救援が来なければ膠こう着ちやく状態が続くだけでなく、打開策を講じることもできない。

　だからこそ、冒険者たちは落らく胆たんしたわけだが――

「ああ、物資は持ってきましたよ」

「…………は？」

「当面の食しよく糧りよう、包帯や薬などもあるので、皆みなさんでご自由に使ってください」

「いや到着したのはお前と仲間たちだけだろう！　ワイバーンが馬車を襲おそう危険性があるからこそ、救援が見込めなかったってのに――」

「なのでハイエルフを使いました」

「ハイエルフを使うってなんだッ!?」

「ともかく食糧も薬品も十分に運んできたので、冒険者の皆さんは夜までにしっかり休息を取ってください。そして村の方々を守っていただきます」

　そして、僕は集会所の冒険者たちに告げる。




「ワイバーン討伐の前に、全員で盛大なバカ騒さわぎを行いましょう」




◇




　リーエン村の広場は大おお賑にぎわいだった。

　僕……もといセリスさんが運んでくれた救援物資から食糧を取り出し、村人たちが自分たちの家から鍋や寸ずん胴どうを持ち出して炊たき出しを始めている。

　ロイデルさんの言葉通り重傷者はいないようだったが、やはり軽傷を負った者が多かったようで、汚よごれた布や添え木ぎを当てた者たちは新品の医い療りよう具に交こう換かんしてもらっていた。

「本当に、なんとお礼を言っていいものか……」

「いえ、この物資は元々ギルドが近きん隣りんの町に呼びかけて集めたもので、僕たちはそれを運んできただけです。お礼は改めてギルドにいただければと」

　深々と頭を下げるパークレイさんに対して、僕は軽く手を振って応対する。

　救援が滞とどこおっているなら物資を届けることもできない

　そう考えてオルディネさんに確認したら、ギルドが救援と共に送り込むために用意していた物資があるとのことだったので、それをまとめて持ってきたわけだ。

「そういえば、お連れのエルフの方が体調不良で倒れていましたが……」

「あの人はハイエルフって呪じゆ文もんを唱えると復活するので大だい丈じよう夫ぶです」

　さすがのセリスさんも限界を迎むかえたらしい。

　今回はとても頑がん張ばってもらったので、リーシュに甘あまえていても許してあげよう。

　そんな会話をしていると――

「ケイル様、こちらに居られましたか」

　リーシュの声を聞いて振り返った瞬間、僕は言葉を失った。

　てててとこちらに駆け寄ってくる姿。

　しかし、重要なのはその格好だ。

「リーシュ……それはどうしたんだい？」

「はい。お手伝いで服が汚れないようにと渡してもらいました」

　淡たん々たんと答えながら、リーシュが身に着けている物を指先で摘つまむ。

　それは――エプロンだった。

　どこにでもある質素なエプロンだった。

　しかしその存在によって、今までの淡々とした態度の彼かの女じよからは感じられなかった家庭的な魅み力りよくというものが十二分に引き出されている。

　そしてもう一つ重要なアイテムがある。

　それは三さん角かく巾きんだ。

　牧歌的、庶しよ民みん的てき、村むら娘むすめ的――三角巾を身に着けたことによって、普ふ段だんはかわいい故ゆえに近寄りがたい雰囲気すら感じるリーシュの空気を和やわらげ、女め神がみという超ちよう越えつした存在ではなく、聖女という人間でありながら神聖さを感じる別規格の方向性へと変わり、エプロンとの相乗効果によってリーシュの『かわいい』に新たな可能性を生み出さんと――

「ケイル様、お戻りになってください」

「………………ハッ!!」

「突とつ然ぜん動かなくなったので心配になりました」

「ごめん……あまりにもかわいいから意識が飛びそうだったよ……」

「ケイル様の病状が深刻化している気がします……」

　心配そうにリーシュが首を傾かしげながら覗のぞき込んでくる。

　ちなみにリーシュに遮さえぎられたので触ふれ損そこねたが、動きやすいように長い白金の髪かみも三つ編みによってまとめられており、普段と違う姿であるのもポイントが高い。

　矢文ちゃんは良い仕事をしてくれた――と？

「リーシュ、その子はどうしたんだい？」

　彼女のかわいさで狭せばまっていた視界が戻り、ようやくその事実に気づいた。

　リーシュの手を握にぎっている女の子。

　二つ結ゆいにした艶つやのある黒くろ髪かみ。

　頭の上にピコンと生えた、猫ねこのような獣ケモ耳ミミ。

「もしかして、炊き出しで親おや御ごさんが忙いそがしいから遊んであげていたとか？」

「いえ、この方は――」

　リーシュが説明しようとすると、獣人の女の子がちょんちょんとエプロンを引く。

　そして、ぽしょぽしょとリーシュの耳に何かを囁ささやいた。

「この子がエプロンをくれた子です」

「え、矢文ちゃんじゃなかったの？」

「はい。それと髪も結ってもらいました」

　リーシュの言葉に対して、女の子が誇ほこらしげにフフンと胸を反らす。

　この歳としでリーシュのかわいさを引き出すとは有能な子だ。

　利発そうな表情や落ち着いた雰囲気はあるものの、二つ結いという髪かみ型がたが幼さを強調しているのもあり、おそらく見た目通りの十二歳くらいだろう。

　………………。

　………………いやぁ。

　なんというか、どこかの誰かを彷ほう彿ふつとさせる子だ。

「その子はなんて名前なんだい？」

「ええと……はい。シノアさんと仰おつしやるそうです」

「…………そっかぁ」

　耳打ちするシノアちゃん（仮）に視線を向けると、「どうも、私はシノアです」といった雰囲気を醸かもしながらコクコクと頷いていた。

　そして背負っていたリュックから小さな黒板と白はく墨ぼくを取り出し――

『両親が忙しそうだったので、リーシュ様に遊んでもらっていました』

　……………………。

　………………………………。

「――――うゥゥゥゥンンッ!?」

「ケイル様、なぜ重低音を発せられたのですか」

「いやこれ突っ込んでいいのかっていう葛かつ藤とうがねッ!?」

「迷った時は立ち止まって考えるのが良いかと思います」

　リーシュからありがたい助言を受けたので熟考しよう。

『僕に姿を見せるのは立場的に良くない』＝『別人と偽いつわって接することにした』という考えに至ったところまでは察することができた。

　だけどもうバレバレだ。

　板に書いた筆ひつ跡せきが同じだし、リーシュ様って呼んじゃってるし、理由はわからないけど喋しやべらないでコミュニケーションを取ってるし。

　ここで空気を読まずに「君って矢文ちゃんだよね？」と言うことはできる。

　しかしそれは彼女の立場的に良くないだろうし、本人的には隠かくす気満々で振る舞まっているし、もしかしたら何か心境の変化があって僕の前に姿を現わせる方法を考えてくれたのかもしれないし、僕にはできないリーシュの世話をしてもらって感謝しているし――

「――シノアちゃん、よろしくねぇッッ!!」

『よろしくお願いします』

　シノアちゃんがシュビッと文字を書き、満足そうに板を高々と掲かかげた。

　ここは大人の対応をするべきだ。

　なんで彼女がこんな行動を取ったのか真意はわからない。

　だけど一つだけ確かなことがある。

　僕たちの前にいる時はシノアちゃん。

　僕たちの前にいない時は矢文ちゃん。

　それで問題ないのなら、それが一番ということだ。

　矢文――シノアちゃんが姿を見せてくれたことを素す直なおに喜ぼう。

「それでケイル様、やぶ――シノアさんがですね」

「リーシュ、そこはデリケートだから慎しん重ちようにいこう」

「すみません。ですが、シノアさんがケイル様に聞きたいことがあるそうです」

　その言葉に反応して、シノアちゃんがサラリと文字を書く。

『ワイバーンたちは、どうやって対処するのですか？』

　その疑問はもっともだろう。

　なにせ状況が好転したわけではない。

　物資によって冒険者たちの士気は上がり、住民たちも安堵しただろうが、ワイバーンたちの脅きよう威いは変わらず、救援隊が到着するまで時間も掛かる。

　もしも他の魔獣の群れであったなら、純じゆん粋すいな戦力差によって対処は難航した。

　だが――今回に限っては解決策がある。

「二人はワイバーンが人間と同程度の知能があることは知ってるかい？」

「はい。竜種の魔獣は人語を理解するほどの知能を持つので、純粋な体格や能力だけでなく、そちらでも苦労したのを覚えています」

「そうだね、今回もそれで苦労しているわけだけど……逆に言えば、ワイバーンたちは人間と同じ思考ができるってことでもあるよね」

　二人が首を傾げたのを見て、僕は説明を続ける。

「要は人間同士の戦いくさに置おき換かえることができるってことさ。僕たちが防衛側、ワイバーンたちが攻こう撃げき側がわ、その両陣営が拮きつ抗こうしている中で防衛側に補給が届いたらどう考える？」

「それは……まず戦闘が長引くことを想定します」

「そうだね。度たび重かさなる襲撃で防衛側を疲弊させることができたのに、補給によって振り出しに戻ることになる。リーシュはどうやってその事態を避けたい？」

「……補給を受けた相手の態勢が整う前に、短期による決着を考えるでしょうか」

　形の良い顎あごに手を添そえながら、リーシュがふんふんと何度か頷く。かわいい。

　さすがバトル大好きっ子なだけあってリーシュは理解が早い。

　目的は不明だが、ワイバーンたちはリーエン村と冒ぼう険けん者しやたちを標的にしている。

　そしてワイバーン側の視点で物事を考える。

「補給を行おうとする相手に対して、最も有効的な襲撃タイミングはわかるかい？」

「補給を終えた直後です。極限状態から解放された安堵によって油断が生まれます」

「そして僕たち人間は夜に眠ねむる種族だ。睡すい眠みん時は生物全員に共通する無防備な状態なわけだから、襲撃するなら今夜が最適ってことだね」

　そこまで語ったところで、リーシュが気づいたように顔を上げた。

「……つまり、ワイバーンが夜や襲しゆうをするように誘ゆう導どうしたと？」

「確実とは言えないけど確率は高いと思うよ。ワイバーンたちには指揮官相当のボスがいるそうだし、同じように考える可能性は高いよね」

　これは訓練生時代に読んだ、とある小国が行った戦の話だ。

　相手を肉体的、精神的に疲弊させた後、あえて相手に家か畜ちくを放って補給を与あたえた。

　そして補給によって油断させた後、その小国は控ひかえていた軍勢で一気に夜襲を掛かけ、数倍ほどあった戦力差をひっくり返して勝利を収めた。

　僕がやろうとしているのはそれに近い。

　わざと騒ぎ立たてて補給が着いたことを相手に知らせ、相手が夜襲を行うように誘導し、夜襲がくることを想定して動く僕たちが有利となるように戦局を運ぶ。

「だから今は騒いでもらってるけど、冒険者の人たちには夜襲に備えて休息を取ってもらうように伝えてある。それでワイバーンの足並みを乱してから防衛側を囮おとりにしつつ、夜よ闇やみに乗じてワイバーンたちを各個撃げき破はする想定だね」

「なるほど……とても良いと思います。ワクワクします」

『聖せい剣けん士しは能力や魔法といった技量だけでなく、戦闘に関する兵ひよう法ほうや戦術といった多くの知識も学ぶと聞いていましたが……本当だったんですね』

　リーシュが興奮によってほんのりと頬ほおを染め、シノアちゃんが興味深そうにじーっと僕を見つめてくる。

　僕自身、成功する確率は高いと思っている。

　ワイバーンたちも大きく損そん耗もうすれば無理に人間を襲うことはないだろうし、撤退させれば村民たちを避難させる時間を稼かせぐことができる。

　ロイデルさんたちも普段ならワイバーンに後おくれは取らないと言っていたし、僕やセリスさんなら単独だろうとワイバーン相手に負けることはない。

　我ながら今回の作戦は完かん璧ぺきだと――

「そして、わたしが魔ま剣けんとして力を振ふるう時が来ました」

「それを考こう慮りよしてなかったなぁッ!!」

　リーシュがふんふんと興奮した様子でアップを始めてしまった。

　ここ最近は戦闘がなかったので、ちょっと忘れかけていた。

　まぁ、確かに使い時であるのは間ま違ちがいない。

　魔剣の力を使えばワイバーンの群れを一いつ掃そうするのも簡単だし、現状を打開する策として間違いなく有効だろう。

　しかし――

「ごめんね、リーシュ。今回は村に残ってくれるかい？」

「…………え」

　先ほどの楽しげな様子から一転して、リーシュの表情が見る間に曇っていく。

「な、なぜですか。今回は以前よりもお役に立てるはずですっ」

「うーん……だけど僕一人でワイバーンは倒せるだろうしね」

　素手という不安要素はあるが、それでも勝てる自信はある。

　それに魔剣としての力を使えば、リーシュの存在が多くの人間に露ろ見けんしてしまう。

　リーシュや僕たちの発言だけならともかく、実際に魔剣としての力を目まの当あたりにしてしまったら、それは噂うわさや冗じよう談だんでは済まなくなる。

「だからリーシュ、君を使うのは別の強敵が出た時にしよう」

「で、でもっ……きっとお役に立てますっ」

　普段ならおとなしく従うリーシュが珍めずらしく食い下がってきた。

「わたしがいれば、ワイバーンなんて小鳥も同然です。一ひと振ふりで百匹だろうと千匹だろうと薙なぎ払はらってみせます。確実な爽そう快かい感をお約束します」

「たしかにワイバーンを一いち撃げきで薙ぎ払うのはスカッとしそうだねぇ……」

「まさしく天下無む双そう、この地にワイバーンの血で雨を降らせましょうっ」

　リーシュが必死に自身のアピールポイントを推おしてくる。

　しかし、彼女を使うわけにはいかない。

「やっぱり今回はお留守番しておこうか」

「ですが、わたしを使っていただければ――」

「リーシュ」

　少しだけ語気を強めると、リーシュがびくりと肩かたを震ふるわせた。

「今回は矢文ちゃんとお留守番だよ。いいね？」

「…………はい」

　きゅっとエプロンを握り、俯うつむきながらもリーシュはこくんと頷うなずいた。

　かわいそうだけど仕方ない。

　仕方ないことなんだ。

「それでは、わたしはセリスの様子を見てきます」

　ぺこりと頭を下げてから、リーシュは僕に背を向ける。

　その様子を見守っていた時……不意に視界が遮られた。

　眼前に掲げられた小さな黒板。

『なぜ、リーシュ様に全てを話さないのですか？』

　顔を下げると、シノアちゃんが少しだけ怒おこったような表情を浮うかべている。

　そして僕が文字を確かく認にんしたのを見ると、文字を消して再びスパッと書き記す。

『リーシュ様を使うことができない理由があると、本人にキチンと説明すれば解決すると思います。リーシュ様は良い方なので素直に従ってくれるはずです』

　珍しく、その文章は書かき殴なぐったように乱れたものだった。

　それは監視者としてではなく、共に過ごしてきた彼女自身の言葉だろう。

　彼女がリーシュを大切に想おもってくれていることも伝わってくる。

　それでも――

「僕には言えないんだよ、矢文ちゃん」

　僕には彼女に対してそんなことは言えない。

「君の言う通り、リーシュはきっと従ってくれる。君を剣けんとして使うことはできない、君を使って戦うことはできない……それを言うのは簡単なんだ」

　それで全て解決するのは理解している。

　しかし――それを伝えるのは、どこまでも残ざん酷こくなことだ。

「リーシュは剣なんだ。僕らが彼女を人間として見て、人間と同じ扱あつかいをしていたとしても、彼女は自分のことを剣として考えているんだ」
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　そんなリーシュに向かって、『君を剣としては使えない』と伝えることになる。

　それはつまり――




「――君なんていらない、なんて僕には言えないよ」




　リーシュに全てを伝えるということは、彼女の全てを否定することだ。

　剣になるために身を捧ささげ、剣として戦い、剣として生きてきた少女。

　そんな立派な彼女に向かって『君の存在は不要だ』なんて言えるわけがない。

「……君は、僕が父さんに拾われた経けい緯いは知っているかい？」

『はい。孤こ児じ院いんにいたケイル様を見て、フォルト様がその才能を見み出いだし、聖剣士として教育するために養子として引き取ったと聞いています』

　困こん惑わくした表情を浮かべながらも、彼女はさらさらと文字を書き記す。おそらく監視者として、一定の情報を聞かされているのだろう。

　しかし、その情報は間違っている。

「僕は孤こ児じじゃないんだよ」

『……どういう意味ですか？』

「ちゃんと両親がいるってこと。会ってないから何をしているかはわからないけどね」

　今でも両親のことは記き憶おくに残っている。

　そして、決して忘れることはない。

「両親にとって僕は邪じや魔まだったんだよ。父親は働かなくて酒さけ浸びたりだったから貧びん乏ぼうだし、その代わりに働く母親は子供で手の掛かかる僕にいつも当たり散らしてた」

　ふとした時に思い出してしまう嫌な記憶。

　それでも僕にとっては両親だった。

　お世辞にも愛情は注いでもらえなかったけど、血を分けた両親だった。

　しかし――両親にとって僕はそうじゃなかった。

「ある日、僕が風邪かぜを引いた時に両親が大おお喧げん嘩かしてさ。父親が僕の薬代を使って酒を買ってきたのが原因だったんだけど、それはもう酷ひどい喧けん嘩かだったよ」

　本当に酷いものだった。

　父親は「子供なんかに金を使う必要はない」と言い捨てた。

　母親は「望んで生んだわけじゃない」と本心を口にした。

　そして喧嘩の果てに、両親は結論を出した。

「――『お前なんていらない』って、僕は両親に言われたんだ」

　そうして、僕は両親から捨てられた。

　驚おどろくほどあっさりと捨てられてしまった。

　この世で最も信しん頼らいしていた人たちに捨てられてしまった。

　それによって、子供ながらに絶望したことを今も覚えている。

　それがどれほど辛つらかったか……それを忘れることは一生ない。

「リーシュもさ、考えようによっては僕と同じなんだよ」

　自分の意思に関係なく、人として生まれてしまった少女。

　僕のことを主として信頼して、慕したってくれている少女。

　リーシュを初めて見た時に、僕は無意識に過去の自分と重ねてしまった。

　何も知らない子供だった時の自分と重ねてしまった。

「自分でもすごく嫌いやだったのに、『いらない』なんて言葉をリーシュに言うことなんてできない。結果として彼女を傷つけることになっても、僕だけはそれを言っちゃいけない」

　自分がやっていることは誰だれよりも理解している。

　リーシュを騙だまして、傷つけていることも理解している。

　だからこそ――僕は全てを懸かけて、彼女のために尽つくさなくてはいけない。

「そんなところだよ。つまらない話をしてごめんね」

　眉まゆを下げているシノアちゃんに対して、苦く笑しようしながら頭を撫なでる。

　そして、シノアちゃんは困惑した表情のまま白墨をさらさらと走らせ――

『よくわからなかったです』

「よくわからなかったかぁ!!」

『なんかすみません』

「いや僕こそ突然自分語りしちゃった上に要領を得ない話をしてごめんね!?　不幸自じ慢まんとかシリアス背景をアピールしたかったわけじゃないから!!」

　首を傾げるシノアちゃんを見ていると、なんだか申し訳ない気分になった。

　シノアちゃんは優ゆう秀しゆうとはいえ子供だ。

　こんな話を聞かせてしまった僕の方が悪いし、むしろ理解しない方が幸せだろう。

『だけど、一つだけわかることがあります』

　そんなことを考えていると、いつの間にかシノアちゃんが黒板を掲げていた。

『今話したことも含ふくめて、リーシュ様に全部話すべきです』

　そう、真まっ直すぐ僕を見つめながら黒板を掲げている。

「……そうだね。今回の件が終わったら話してみるよ」

　本当にシノアちゃんは優秀な子だ。

　もしかしたら、リーシュのことを深く傷つけてしまうかもしれない。

　彼女の全てを否定してしまうかもしれない。

　だけど――僕だけは、何があろうと彼女の傍そばに居よう。

『それとケイル様、一つ訂てい正せいする箇か所しよがあります』

「まだダメ出しが続いてたかぁッ!!」

『いえ、そちらではありません』

　コクコクと頷いてから、シノアちゃんは黒板を再び掲げる。

『話に入る前、私を矢文ちゃんと呼んでいました』

「ああもう、ややこしいことこの上ないなぁッ!!」

『私はシノアです』

　………………。

　…………………………。

「君は面めん倒どうな子だねぇ……」

『私は子供なのでわかりません』

「便利な逃げ方かたを身につけたねぇッ!!」

　ああ、うん。

　とりあえず、わかったことが一つある。

　面倒だから彼女はシノアちゃんで統一しよう。




◇




　結局、その後にリーシュと顔を合わせる機会はなかった。

　別に彼女を避さけたという話ではなく、単純に僕ぼくが多た忙ぼうだった。

　相手の夜襲を想定しているとはいえ、それは決して簡単なことではない。

　夜闇に慣れた目を戻もどさないように明かりを配置する、村に残る防衛組が行う陽動、単独討とう伐ばつ組が失敗した時の逃とう亡ぼうルート、ワイバーンが撤てつ退たいした時の速すみやかな住民避ひ難なん経路など、それらを紙に記す必要があった。

　集まった際に話せれば手っ取り早かったが、冒険者たちが疲弊していたこともあるし、まず休息を取るべきだと考えたので、こういった形を取るしかなかった。

　準備を進めていく内に太陽は傾かたむき、やがて朱しゆ色いろから群ぐん青じよう色いろの空へと変わり――

　そして、決戦の夜を迎えた。

『ケイル様、ワイバーンたちに動きがありました』

　村外で待機していると、シノアちゃんから矢文が飛んでくる。

『確認できた数は一一四体、間もなくこちらに飛来するかと思われます』

「ご苦労様。ありがとうね、シノアちゃん」

『私は矢文ちゃんです』

「あっはっは、そうだったねぇ」

『間違えないでください。私はシノアちゃんじゃありません』

「まぁまぁ細かいことはいいじゃないか、シノアちゃん」

『だから違ちがうって言ってるでしょうっ!!』

　バシュバシュと打ち込まれる矢を受け取りながら会話をしていると、隣となりで待機しているセリスさんが眠そうに欠伸あくびをする。

「あんたたち元気ねぇ……というか、なんか仲良くなってない？」

「シノアちゃんっていうかわいい獣人の子と会うことができたもので」

「あー、確かにあの子もかわいいわね」

「そういえばセリスさんは既すでに会ってましたっけ」

「そそ。パタパタ走りながらリーシュちゃんのお世話をしてる姿とか、二人で楽しそうにお風ふ呂ろ入ったりとか、仲良くベッドでお昼ひる寝ねする姿は微笑ほほえましかったわねぇ」

「シノアちゃんは僕の知らないところで何をしてるのかなぁッ!?」

『お仕事をしていました』

　口笛を吹ふく猫のイラストと共に、シノアちゃんが返答を寄こしてくる。

　何やら僕の知らないところで楽しんでいたようだが、二人が仲良くしているところを想像したら微笑ましかったので不問としよう。

「ま、空飛ぶトカゲなんてサクっと焼いて終わらせてやるわよ」

「セリスさん、なんか妙みように乗り気じゃないですか？」

「だって……村の人たちにハイエルフって信じてもらえなかったから……っ」

　突然セリスさんの目から光が失われ、ハァァァァと深い溜ため息いきを吐はき出だす。

「エルフって元々魔ま法ほうが得意だから一いつ般ぱん人じんには違いがわからないみたいだし、結構すごい魔法を使っても魔法に精通してないと伝わらないし、冒険者の奴らからは『馬車より便利に荷物を運べるエルフ』みたいな認にん識しきされてたし……っ!!」

「不思議なこともあるもんですね」

「だからっ！　ここでハイエルフの魔法をガツンと見せつけてやんのよっ!!」

　ハイエルフの地位向上のために意気込んでいるセリスさんだった。

　しかし、不意にやるせなさそうに息を吐く。

「それにリーシュちゃんも元気なかったし、早く帰りたいのかなってさ」

「……そうなんですか？」

「だってご褒ほう美びのナデナデを忘れるくらいだもの」

「判断基準が酷いんだよなぁッ!!」

「とにかく上の空って感じだったのよ。あんた心当たりない？」

　心当たりと言われたら、間違いなく僕の言動だろう。

　リーシュを村に残すためとはいえ、少し突つき離はなすような口調で言ってしまった。

　普段なら素直に引いてくれるリーシュが妙に食い下がったとはいえ、今にして思えば他の言い方もあったはずだ。

　リーシュには僕の都合で事情を教えていないわけだし、何も知らない彼女は純粋に僕の力になってくれようと協力を申し出てくれていた。

　そんな彼女に対して取るべき態度ではなかった。

　つまり間違いなく僕の落ち度だ。

「……セリスさん、僕を殴ってくれませんか！」

「よっしゃグーでいくわね」

「そんなノリノリで殴ろうとします!?」

「こっちはあんたのせいで色々被ひ害がい受けてんのよっ！　殴らせてくれるっていうなら全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めてブン殴ってやるってのッ!!」

『どうでもよさそうなので、私はリーシュ様のところに戻ります』

　そんな緊きん張ちよう感の欠片かけらもない会話をしていた時――

「――きたぞッ！　ワイバーンの群れだッ!!」

　夜闇の中で、冒険者の一人が声を上げた。

　その声を聞いて、遥はるか彼方かなたの空に視線を向ける。

　星が瞬またたく群ぐん青じようの空に交じる、異質な紅黒。

　冷える夜風を裂さき、空気を打ち震わせる翼よく膜まくの重奏。

　自分たちの存在を誇こ示じするかのように轟とどろかせる数多あまたの咆ほう哮こう。

　百を超こえる――翼よく竜りゆうの群体。

　それはまさしく、竜と呼ぶに相応ふさわしい迫はく力りよくと存在感を放っていた。

　しかし、その姿を見て怯ひるむ者たちはいない。

「ハッ……トカゲ野や郎ろう共に、今度こそ俺おれらの力を見せつけようじゃねぇか」

　そんな勇ましい言葉をロイデルさんが口にすると、冒険者たちが笑い声を漏もらす。

　ここにいる冒険者たちだけではない。

　村に残って迎げい撃げきする役目を担になう者たちも、これまでに数多の魔ま獣じゆうたちを狩かり、そして打ち勝つことで生き残ってきた歴戦の猛者もさたちだ。

「おいケイル、お前が発案者なんだから音おん頭どを取れよ」

　そうロイデルさんに言われ、僕は静かに立ち上がる。

「皆さん、今夜で戦いを終わらせましょう」

　待機している討伐組に向かって僕は告げる。

　――――タァン。

「僕たちは強い。たとえワイバーンが相手だろうと、この場にいる皆さんなら誰だれ一人ひとりとして欠けることなく勝てると信じています」

　タタタァンッ。

「必ず勝利して、村の人々が安心して暮らせる日常を取とり戻し――」

　タタタタタタタタタタタタタタタタッ――!!

「ちょっとシノアちゃん矢を止めようかぁッ!!」

　背中に当てられる無数の矢に堪たえ兼かね、僕は勢いよく振り返かえる。

　そこには――落ちた無数の矢と、ビクンと尻しつ尾ぽを立てているシノアちゃんがいた。

「……あれ？　シノアちゃん出て来ちゃっていいの？」

　僕としては矢文を回収して読もうと思っていたので、まさか本人がこの場にいるとは思ってもいなかった。

　しかし僕の言葉など聞こえていないように、シノアちゃんはあたふたと困惑している。

　そしてリュックから黒板と白墨を取り出し――




『――リーシュ様が、どこにも見当たりません』




　そう書き記した。

　リーシュが見当たらない。

「え……どういうことだい？」

『村の中を捜さがしましたが、どこにもいません』

「見落としたって可能性は？」

『私は獣人です。たとえ身を隠していても匂においで見つけ出せます』

　そう言いながら、シノアちゃんがぴこぴこと猫耳を揺ゆらす。

　獣人は種族によって差はあるが、基本的に五感が優すぐれている種族だ。本人の言う通り匂いでリーシュを見つけることも難しくないだろう。

　それでも見つからなかったということは――

「まさか……今、リーシュは村の外にいるってこと？」

　これから村の外は戦せん闘とう区域になる。

　だからこそシノアちゃんも村の中を捜したのだろうが、それで見つからなかったということは村の外にいるとしか考えられない。

「セリスさんッ！　リーシュの居場所を探さぐる魔法とかありませんかッ!?」

「あたしなら匂いでわかるわねっ！」

「あなた本当にハイエルフなんですよねッ!?」

「こっちは一ヵ月げつリーシュちゃんの犬として過ごした経験があるのよ？　毎日膝ひざ枕まくらをしてもらいながら匂いを嗅かいでたから完全に記憶してるわっ!!」

「もう発言の全すべてにドン引きですけどお願いしますッ!!」

　無む駄だに自信満々な表情でセリスさんが答え、すんすんと鼻を鳴らす。

「ふんふん……リーシュちゃんは村の西側から三〇〇メートル先かしらね」

「妙に正確で怖こわいんだよなぁッ!!」

『しかし、たしかに風に乗ってリーシュ様の匂いが微かすかに感じ取れます。私では正確な距離まではわかりませんが、おそらく方角は正しいと思います』

　シノアちゃんが何とも言えない表情で黒板を掲げる。本来なら嗅きゆう覚かくに優れるはずの獣人がハイエルフに負けて複雑な気分なんだろう。

　しかし、居場所さえ分かれば十分だ。

「ロイデルさんッ！　僕は村に向かうので指揮を任せて構いませんか!?」

「おうッ！　事情はわからねぇが、あの嬢じようちゃんは大事な子なんだろ？」

「彼かの女じよを失ったら僕は自分の喉のどを掻かき切りますッ!!」

「そんなもん見たくねぇから早く行けッ!!」

　力強い笑えみと共に、ロイデルさんが親指を立てた。

　その心こころ遣づかいに感謝しながら、僕は村に向かって駆かけ出した。

　既に目は慣らしてある。村までの最短ルートも覚えている。

　それらを頭の中で整理しながら、強化術式によって走り続けた。

　その最中、なぜリーシュが村の外に出ているのかを考えていた。

　しかし理由が思い当たらない。

　リーシュ自身も強いとはいえ、危険であることは変わりない。

　それに僕は村に残るように言っていた。

　どんな時でも彼女は僕の言葉に従っていた。

　何があろうと忠実に、意思を持たない剣のように。

　それが己おのれの存在だと主張するかのように。

「――――リーシュッ!!」

　その姿を見つけた途と端たん、僕はその名を叫さけんでいた。

　リーシュは村から離れた丘おかの上にいた。

　月光を浴びて白金の髪かみを煌きらめかせながら、ただ静かに空を仰あおいでいた。

　そして、ゆっくりと僕に視線を向ける。

「ケイル様」

　淡たん々たんとした声こわ音ねを響ひびかせながら、揺れる翡ひ翠すいの瞳ひとみで見つめてくる。

　それは普ふ段だんと変わらない様子だった。

　だが――胸むな騒さわぎが止まらない。

「……リーシュ、村に戻ろう。もうワイバーンの群れが迫せまってきてるんだ」

　丘の上に立つ彼女に向かって手を伸のばす。

　きっと、リーシュは普段のように小さく頷いてくれる。

　ほんの少しだけ、口元を綻ほころばせながら手を取ってくれる。

　それが僕のよく知る、リーシュという女の子で――

「――申し訳ありません。ケイル様」

　しかし、リーシュは静かに首を横に振った。

「わたしはケイル様の下には戻れません」

　普段と変わらない声音で、僕の言葉を拒きよ絶ぜつした。

　彼女が何と言ったのか理解ができなかった。

　そんな僕を他よ所そに、リーシュは言葉を続ける。

「薄うす々うすですが、わたしは気づいておりました」

　静かに僕を見下ろしながら、リーシュは言葉を紡つむいでいく。

「ケイル様はとてもお優やさしい方です。いつでもわたしのことを気き遣づかってくれました」

　僕はいつもリーシュのことを一番に考えていた。

　たとえこの身を捧げようとも、彼女を守り続けると心に決めた。

「わたしだけではありません。セリスやシノアさん、見ず知らずである村の方々に対しても優しく、今もその人々を救うために戦おうと奮ふん迅じんしておられます」

　僕はこれでも聖剣士という存在だ。

　その剣を持つに相応しい者として在り、他者や国を守ることを使命として誓ちかい、それに従って村の人々をワイバーンという脅威から救おうとしている。

「そして、ケイル様はとてもお強い方です。わたしという剣を使うこともなく、数多の相手から勝利を奪うばい取ることができるほどの方です」

　僕はリーシュを使わずとも大たい概がいの相手に勝てる。

　聖剣士として多くの訓練をくぐり抜ぬけ、戦いに必要な知識を覚え込み、強化術式を使えば素す手でであろうと魔獣を蹂じゆう躙りんすることができる。

「本当に、ケイル様は素す晴ばらしい主様です」

　言葉を紡ぎながら、リーシュの表情が少しだけ歪ゆがんだように見えた。

　しかし、すぐにその表情を正す。

「ですが、わたしは『血に塗まみれた豊かな人生』という名を持ち、この力を以もつて眼前の敵を討うち滅ほろぼし、他者を蹂躙して鮮せん血けつに彩いろどられた道を築き上げる存在です」

　それこそが自身の存在意義だとリーシュは語る。

「わたしは戦いを求め、血を求め、命を刈かり取ることを存在意義とします。わたしを握にぎる者が世界を鮮血に染め上げることを、この上ない至上の悦よろこびだと感じます」

　その言葉の直後――周囲の空気が震えた。

　大気を薙ぎ、打うち払い、空が嘶いななくように鳴動する。

「そんなわたしでは……そんなケイル様のお役には立てません」

　地じ響ひびきと共に、彼女の背後に紅黒の物体が舞まい降おりた。

　竜。

　そう呼ぶべきはずの存在は、異様な雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

　月を覆おおい尽くすほどの巨きよ体たい。

　僕が知る魔獣とは違う、長い年月によって遥かに大きく成長した個体。

　その瞳は妖あやしく翠みどり色に輝かがやき、狂きよう気きを纏っている。




「わたしは――魔剣なのですから」




　その言葉を掻き消けすように、紅黒の巨きよ竜りゆうが咆哮を上げた。

　巨竜がリーシュを守るように翼つばさで囲い、僕に対して白はく刃じんの牙きばと敵てき愾がい心しんを向けて唸うなる。

　そして、リーシュは背を向けた。

「――剣としての役目を果たせず、申し訳ありませんでした」

　それは別れの言葉だった。

　それを理解した瞬しゆん間かん、僕の意識が真っ白に染まっていく。

　巨竜が再び吠ほえ、天高く昇のぼるのを見ていることしかできなかった。

　リーシュが僕の下を去った。

　自分の意思で、僕の下から去るのを選んだ。

　その事実が頭の中を延々と回り続けている。

　どれくらいの時間、そうして過ごしていたのだろうか。

「――――ケイルッ!!」

　そのせいか、僕を呼ぶ声に気づくのが遅れた。

　それはロイデルさんのもので、セリスさんやシノアちゃん、他の冒険者たちも慌あわてた様子で僕の方に駆け寄よってくる。

「おい、何が起こったんだッ!?　突とつ然ぜんワイバーンたちが方向を変えて――」

　もはやその言葉は耳に入ってこない。

　もう村を守るとか、そんなことはどうでもいい。

「ちょっと、あんたリーシュちゃんはどうしたのよ!?」

『ケイル様、何があったのか説明してください』

　セリスさんとシノアちゃんがそう訊きいてくる。

　いや……もう考えるのはやめよう。

「セリスさん……自害するのでナイフを貸してください」

「さぁ切れ味抜ばつ群ぐんのナイフよ」

「セリスさんはブレないなぁッ!!」

「あんたその状態でもツッコミは欠かさないのね……」

「まぁ変にシリアスな雰囲気になったので中和しようかと」

『それより、リーシュ様はどうされたのですか』

　シノアちゃんが不安そうに黒板を何度も掲かかげてくる。

「リーシュは僕を見限って、自分の意思で去っていったよ」

『…………ああ』

「その妙に納なつ得とくした感じやめてくれないかなぁッ!?」

『いえ、なぜケイル様が妙に嬉うれしそうなのか不思議に思っただけです』

　ちょんちょん、とシノアちゃんが僕の顔を指さす。

　そう、今の僕はすごく嬉しかった。

「だって……リーシュが自分の意思で行動してくれたんだよ」

　リーシュは剣として、僕という主に従っていた。

　自分の意思を示すことなく、ただ僕に従うだけだった。

　それが自分の意思で僕から離れると決め、行動を起こしてくれた。




「それは――とても人間らしいことじゃないか」




　リーシュがただの剣ではなく、人間らしい行動を取ってくれた。

　それが僕にとってはすごく嬉しい。

　彼女は魔剣なんかじゃない。

　一人の女の子――そう改めて実感することができた。

　感動のあまり思考が停止してしまったくらいだ。

「リーシュの成長が実感できる……これは素晴らしいことだねッ!?」

『一人で盛り上がってますが、リーシュ様についてはどうされるのですか？』

「え、そりゃ連つれ戻すけど」

『……自分の意思で去ったのに、無理やり連れ戻すのですか？』

「だってリーシュを手放すなんて考えられないじゃないか。君は今まで一いつ緒しよにいた天使が逃にげ出したら黙だまって見過ごすのかい？」

『例えが酷く気持ち悪いです』

「シノアちゃん言葉は時に人の心を深く抉えぐるものなんだよッ!?」

「連れ戻すのはあたしも賛成だけど、具体的にはどうすんのよ？」

　セリスさんに指し摘てきされ、僕はリーシュが飛んでいった方向を眺ながめる。

　いくら強化術式があろうと、空を飛ぶワイバーンに今から追いつくのは難しい。

　ということで――

「よろしく、ハイエルフ運送」

「やっぱりあたしなんだよなぁッ!!」

「お、セリスさん僕の真ま似ねが上う手まいですね」

「うっさいッ!!　やだやだっ！　だってあれめっちゃ疲つかれるのよッ!?」

「ハイエルフなのにできないんですか？」

「できるに決まってんでしょッッッ!!」

「はい、ということでお願いしますね」

　適当にセリスさんを煽あおって手段を確保した。

　セリスさんならリーシュの居場所を正確に把は握あくできそうだし、転移魔法についても既に見ているので問題もないだろう。

「……ケイル、お前は嬢ちゃんを助けに行くのか」

　準備が整うまでに身体を軽くほぐしていると、ロイデルさんが声を掛けてきた。

「はい。彼女は僕にとっての天使、至高の存在、神々にも勝まさる崇すう高こうな――」

「ああ、わかったわかった。それよりコイツを持っていけ」

　面倒そうな表情を浮かべながら、ロイデルさんが頭を掻く。

　そして、自身が背負っていた長なが槍やりを差し出してきた。

「ワイバーンの巣穴に突っ込むなら、素手じゃ心こころ許もとないだろ」

　武人にとって武器とは自分の一部であり、己の相棒と言っていい。

　それを渡わたすほどに、僕を信頼しているということだ。

「妙なことにはなっちまったが……お前が来たおかげでこの村と俺たちは救われた。その感謝の印として持っていってくれ、ケイル・シュタット」

　朗ほがらかに笑いながら、ロイデルさんは感謝の言葉を口にする。

　その言葉に対して、僕は笑みを返しながら頷き――

「渡しても構いませんが槍やりは折りますよ？」

「なんでだよッ!?」

「宗教上の理由です。それに僕は他の武器を持つ気はありません」

　あの日、僕は自分の剣を叩たたき折った。

　それはリーシュが悲しんでいたからではない。

　彼女を騙してその場を凌しのぐためでもない。




「僕の剣は――リーシュ・ブルードだけですから」




　そう心に誓ったからこそ、僕は剣を折ったんだ。







六章







　セリスさんの転移魔法によって、僕はファブリカ山脈に降り立った。

　本来ならシノアちゃんも来る予定だったが、セリスさんが「いや二人はマジ無理死ぬわ」と女の子が出してはいけない声で抗こう議ぎしてきたので中止となった。

「これは……帰りが大変そうだなぁ」

　地図を広げ、セリスさんが書いた転移先を確かく認にんする。

　現在地はリーエン村から二山ほど越こえた先で、そこは既に人が住まう地ではない。

『魔ま境きよう』――魔獣たちが支配する領域だ。

　ファブリカ山脈から先については何も解明されていない。

　魔獣の侵しん攻こうを食い止める最中、人間は聖せい剣けんを生み出すことで生せい活かつ圏けんを取り戻すことができたものの、魔獣たちから大陸を奪だつ還かんするには至らなかった。

　そして魔ま剣けんの暴走によってファブリカ山脈が生み出された後、人間は平和の維い持じと復興を優先し、魔獣たちを刺し激げきしないように魔境への立ち入りを禁じた。

　なので、ぶっちゃけ僕が立ち入っている状じよう況きようも好ましくない。

　ただでさえ僕は王への反逆ということで罪人モドキの状態だ。そこに魔境への無断進入などを合わせたら今度こそ極きよつ刑けいになりかねない――

「というかシノアちゃんに行先を伝えた時点でアウトだよなぁッ!!」

『あー、そこらへん問題ないみたいよ』

　耳元からセリスさんの声が響く。

　これはシノアちゃんから渡された通信魔ま具ぐだ。

　普段は王国への報告用に使っている物らしく、魔境は魔ま力りよくが不安定なので使えるかわからないとのことだったが、一応問題なく声は届いている。

『黒くろ猫ねこちゃんの話だと、聖剣士って魔境への立ち入りを許可されてるそうよ？』

「……え、そうなんですか？」

『なんであんたが知らないのよ』

「うーん……少なくとも僕は初耳なんですけど」

　なにせ僕は叙じよ任にんされた当日に称しよう号ごうを突っ返した人間だ。聖剣士の任務については養父を通して知っているものの、その詳しよう細さいまでは把握していない。

　それで思い出した。

　普段、養父は任務地が決まると僕も一緒に連れ回していたが、何度か行先を告げないまま任務へと赴おもむき、一ヵ月ほど家を空けることもあった。

　もしかしたら、聖剣士の任務に魔境の調査が含まれていたんだろうか。

「まぁ許可があるなら問題ないですね」

『そうね――あ、なんか黒猫ちゃんがぷるぷる震ふるえてる』

「その反応は問題ありそうな感じですよねッ!?」

『バレなきゃセーフって言ってるわ』

「やっぱり問題あったんだなぁッ!!」

　だが、シノアちゃんには監かん視し対象であるリーシュを奪だつ取しゆされた責任がある。

　そして僕は何があろうとリーシュを連れ帰りたい。

　互たがいの利害は一いつ致ちしているし、この件が報告されることはないだろう。

『リーシュちゃんはそこから少し離れた場所にいるみたいね。匂いからして……たぶん洞どう窟くつとか洞ほら穴あなっぽいところかしら？』

「当然のように数十キロ先の匂いを判別しないでもらえます……ッ!?」

『あたしが言う匂いってのは魔力のことよ。リーシュちゃんの魔力は独特なものだし、土地に流れる魔力にも特とく徴ちようがあるのよ』

「なんかハイエルフっぽいこと言いますね」

『ほんとっ!?　今のあたしって最高にハイエルフっぽい!?』

「どちらかと言えば変態七割くらいです」

『三割なら前よりマシねっ!!』

　意外と前向きなハイエルフだった。

　しかしリーシュがいるのは間ま違ちがいないようだ。

　その証しよう拠こに――

「――っと、一いつ旦たん会話が止まります」

　そう告げてから、僕は群青の空を見上げる。

　空気を打つ翼の音。

　硬こう質しつな鱗うろこを持つ紅黒の姿。

　リーエン村で見た――ワイバーンの群れ。

　ワイバーンたちは侵しん入にゆう者しやである僕を見つけた瞬間、甲かん高だかい鳴き声を発した。

　これ以上先へは行かせないと言わんばかりに、赤い口こう腔こうを大きく開き、立ち並ぶ牙を剥むきながら僕に対して威い嚇かくを行う。

　しかし、そんなものは関係ない。

「邪じや魔まをするなら――押おし通とおさせてもらうよ」

　浮ふ遊ゆうするワイバーンを見み据すえながら、固く拳こぶしを握りしめる。

　無手で魔獣を相手にするなど、本来なら無む謀ぼうな行動だろう。

『ォォォォォオオオオオオオオオンッッ!!』

　僕を完全に敵と認識した瞬間、ワイバーンが咆哮と共に突とつ進しんを開始した。

　その巨体によって僕の身体を圧おし潰つぶし、鋭するどい牙と爪つめによって肉を裂き、肉にく片へんすらも残らずに亡なき者ものへと変えようとする。




　そんなワイバーンを、僕は力の限り殴なぐり飛とばした。




　武術も何もない、ただ力任せに振ふるっただけの拳だった。

　しかし拳は硬かたい竜りゆう鱗りんを硝子ガラスのように砕くだき割り、鈍にぶい音を立てながら分厚い筋肉を叩き抜き、その巨体を宙へと浮うかせた。

「――僕が剣けんを持ってなくてよかった」

　苦く悶もんの呻うめきを上げるワイバーンに告げてから、そのまま拳を勢いよく振り抜いた。

　まるで重さを感じないほどに巨体が軽々と浮き、地面に落ちて斜しや面めんを転がっていく。

「剣があったら殺しちゃってたよ。僕個人としては君たちを狩かるつもりはないし、邪魔をするなら適当に叩きのめすだけでいいしね」

　現在、聖剣士は平和や国の象しよう徴ちようといった役目を担っている。

　しかし、かつて聖剣を手に戦った者たちの役目は別にあった。

　その役目は――今も連綿と受うけ継つがれている。

「僕たちは君たち魔獣に抗あらがい、人類の守護を担ってきた人間だ」

　そのために、聖剣士はあらゆる訓練と知識を積む。

　聖剣を握り、魔獣という脅きよう威いから人々を守る存在。

　人類の最終兵器と呼ばれる最強の存在――




「――それが、聖剣士ってやつさ」




　ワイバーンたちが怯んだ隙すきを見み逃のがさず、僕はそのまま地面を蹴けった。

　地面の爆はぜる音を聞きながら、滞たい空くうしていたワイバーンの一体に拳を突き刺さす。

　強化術式によって限界まで高められた拳は易やす々やすと堅けん牢ろうな竜鱗と筋肉を貫つらぬき、その衝しよう撃げきに耐え切れずワイバーンが絶ぜつ叫きようを上げた。

　それだけでは終わらない。

「君たちと違って人間は飛べないけど――足場があれば話は別だよ」

　殴り貫いたワイバーンの身体を足場にして再び跳ちよう躍やくする。

　あとは、その繰くり返しでしかなかった。

　地面に降りることなく、倒たおしたワイバーンを足場にして、殴り、蹴り、叩き、打ち、反動を利用して攻こう撃げきを繰り返し続ける。

　そうして十数匹ひきほど叩き落としたところで、僕ぼくは地面に着地した。

「さてと……結構やったと思ったけど、まだまだ続きそうかな」

　異常事態を察したのか、待機していた他のワイバーンたちが喧やかましい声を上げながら応おう援えんに駆けつけてきている。

　体力的には問題ないが、全てを相手にするのは時間が掛かかる。

　それでも、リーシュの下に辿たどりつくためだ。

　僕は彼女のためなら何だってできる。

「それじゃ――二回戦と行こうかッ!!」

　増えたワイバーンたちを視界に捉え、再び地を蹴ろうとした時――




『――僕が剣を持ってなくてよかったよ』




　そんな声が耳元で聞こえてきた。

　………………。

　………………………………。

『剣があったら……ぷふっ、殺しちゃってたよ』

「おいやめろハイエルフッッ!!」

『それが聖剣士ってやつさッッッ!!』

「僕が必死に戦ってるんだからやめなさいって言ってるんだッッ!!」

『きゃぁーッ!!　聖剣士様かっこいぃーッ!!』

　僕がその場にいないのをいいことに、セリスさんが楽しそうに茶々を入れてくる。

「シノアちゃんッ！　今すぐそのハイエルフを黙らせてッ!!」

『残念ながら黒猫ちゃんは既すでにおねむよ』

「そりゃ子供に夜よ更ふかしはキツイもんなぁッ!!」

『あーっはっはっ！　あたしの精神攻撃を受けて死ねいッッ!!』

「あなた一応僕の味方なんですよねぇッ!?」

　ものすごく楽しそうにしているセリスさんの姿を想像して魔具を叩き壊こわしそうになったものの、シノアちゃんから借りた仕事道具であることを思い出してなんとか思おもい留とどまった。

「このッ……あとで覚えとけよなぁッ!!」

『もう忘れちゃいましたぁーっ！　さぁ、やっちゃえワイバーンたちッッ!!』

　セリスさんへの殺意を高めながら、僕は再びワイバーンに立ち向かっていく。

　なんとも締しまらない戦いだった。

　それとハイエルフは帰ったら絶対殴る。絶対だ。
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　何もない、ただ暗く寂さびしい洞窟。

　わたしが連れて来られた場所は、そんなところでした。

「ありがとうございました。わたしのワガママを聞いていただいて」

　地面に降りてから、わたしを乗せてくれたワイバーンさんにお礼を言う。

　それを聞いて、ワイバーンさんはクルルと喉を鳴らしてくれました。

　気にしないでいいと、こちらに鼻をチョンとくっつけてくれます。

　竜種の魔獣は知能が高い分、人間に懐なつく種族もいたと聞いたことがあります。

　魔獣たちが侵しん略りやくを始める以前には、竜に乗って戦う騎き士しの国があったとも聞いています。

　竜と共に暮らし、まるで友人のように接していたと。

　だからこそ、わたしもワイバーンさんに手を伸ばしてみました。

　ゴツゴツとした鱗を撫なでると、まるで甘あまえるように目を細めて喉を鳴らしてくれます。

　それを見て、わたしは――

「……すみません」

　謝罪の言葉しか、口にできませんでした。

　その意味が理解できなかったのか、ワイバーンさんがクルリと首を回します。

　もしも人であったなら、わたしを慕したってくれているワイバーンさんに多少なりとも親愛の情を抱いだいたかもしれません。

　しかし――わたしにはそれがありません。

「すみません」

　もう一度謝罪の言葉を口にしましたが、わたしの中にある感情は消えません。

　――――殺したい。

　傷つけたい。嬲なぶりたい。虐しいたげたい。苛いじめたい。責め苦しめたい。

　首を折りたい。腕うでを払はらい落としたい。爪を剥はがしたい。牙を抜きたい。腹を裂さきたい。臓ぞう腑ふを引きずり出したい。脊せき髄ずいを引ひき抜きたい。脳のう髄ずいを焼き焦こがしたい――

「すみません」

　何度謝罪の言葉を口にしても、その感情が消えることはありません。

　その願望が消えることはありません。

「わたしは……魔剣なのです」

『血に塗まみれた豊かな人生』という名を持って生まれた魔剣。

　戦いを求め、血を求め、命を刈り取ることを至上の悦びとする存在。

　そんなわたしは……あの方に相応ふさわしくありません。

「本当に、とても優しい方でした」

　いつもわたしのことを気遣ってくれていました。

　いつもわたしを第一に考えてくれていました。

　いつもわたしを傷つけないようにしてくれていました。

　そんな素す敵てきな主様でした。

「だけど、本当は全部知っていたんです」

　わたしが戦う意思を見せると、あの方は必ず止めようとしました。

　最初はわたしが世界の事情に疎うといせいだと思っていました。

　しかし……あの方と過ごしている内に、それが間違いだということに気づきました。

　いつも明るく、他者に優しく、争うことを好まない。

　わたしと正反対だからこそ、あの方はわたしを止めていたことに気づきました。

　それでも、あの方はわたしを傷つけないようにしていました。

　困り果てた顔で、たくさんの汗あせをかいて、必死に考えた嘘うそをついて。

　こんなわたしのことを大切にしてくれました。

　どうしようもないくらいに……優しい方でした。

　そんな方が、わたしのような剣を持ってはいけない。

　望まぬままに血と殺さつ戮りくを求める道に誘いざなってはいけない。

「わたしは、あの方と共にいる資格はないのです」

　あの方にとって、わたしという存在は――

「――不要なのだと、気づいてしまったのです」

　その言葉を口にした途端、一いつ瞬しゆんだけ負の感情が消えた気がしました。

　剣である故ゆえに、わたしは他の感情について知りません。

　ですから、この気持ちの正体についても知りません。

　なぜ、あの方の姿が何度も思い浮かんでくるのかわかりません。

　どんな言葉を口にすればいいのか、わたしにはわかりません。

「――――あ」

　思わず、そんな声を上げていました。

　ぺたぺたと頬ほおを触さわると、なぜかわたしの顔は濡ぬれていました。

　その理由もわたしにはわかりません。

　ですが、わたしの中にある別の感情が言葉を口にしようとしていました。

　まるであの方を示すような言葉。

　あの方といた時、自然とわたしの中に浮かんでいた言葉。




「わたしは……楽しかったのでしょうか」




　その言葉に答えてくれる方はいません。

　わたしは自分の意思で孤こ独どくになることを望みました。

　もう、その疑問に答えてくれる方はいません。

　いつも笑いながらわたしに答えをくれた方はいません。
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　もう二度と、わたしの名を呼ぶ声を聞くことは――




「――リーシュは、どこだああああああああああああああッッ!!」




　岩を砕く音と共に聞こえたのは、そんな聞き馴な染じみのある声でした。
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　思っていた以上に、ワイバーンには苦戦を強しいられた。

　主にハイエルフという名の下げ劣れつな仲間から妨ぼう害がいを受けていたせいで苦戦したわけだが、なにせ相手の数が多いのでだいぶ時間を取られてしまった。

　なので、適当に外側から洞窟をブチ抜いてきた。

「よっしゃ大当たりだコラァッッ!!」

『え、なんかあんた性格変わってない……？』

「そりゃあんたの精神攻撃のせいなんだよなぁッ!!」

　我が慢まんの限界に達して、通信魔具を全力で叩き壊した。ごめんシノアちゃん。

　しかし、リーシュを見つけることができた。

　僕のかわいいリーシュ。

　自分の全すべてを懸かけてでも守ってあげたいリーシュ。

　普段はぼんやりしているけど、何かあった時はほんのり表情に変化があったりして、その微び細さいな変化を見る度に僕も思わず笑えみを零こぼしてしまうリーシュ――

　そんなリーシュが、初めて見せる表情を浮かべていた。

　月光を浴びながら、リーシュは頬を濡らしていた。

　打ちひしがれるように、悲ひ愴そうな面おも持もちを作っていた。

　うん、オーケーオーケーなるほどね。

「僕のリーシュを泣かせたワイバーンを殺さないと……ッ!!」

「お、お待ちくださいケイル様っ」

　歩いてくる僕と困こん惑わくしているワイバーンの間に、リーシュが慌てながら入ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、リーシュ。僕なら一分でそのワイバーンを血祭りにできるから」

「い、いけませんっ。この方はわたしに協力してくれただけなのですっ」

　珍めずらしく慌てふためきながら、リーシュがふるふると首を振る。かわいい。

　しかし、当のワイバーンは僕を見ながら威嚇を続けている。

「ワイワイさんも攻撃してはいけませんっ」

「え、それってワイルドワイバーンってやつなの？」

「そうですっ。そしてわたしは何もされていませんっ」

「それなら、どうしてリーシュは泣いていたんだい？」

「それは……わかりません」

　表情を曇くもらせながら、リーシュは再び首を振る。

　そんな時、リーシュの背後に控ひかえていた巨竜がクルルと唸り声ごえを上げた。

　その唸り声を聞いて、リーシュはこくこくと頷うなずく。

「ケイル様、ワイワイさんが話し合いたいとのことです」

「え、そいつ会話できるの？」

「わたしの能力を使えば会話できます」

「リーシュは何でもできちゃうなぁッ!!」

　しかし、先ほどリーシュはワイバーンと意思疎そ通つうができていた。

　ワイバーンは人間と同等の知性を持つので、言語の壁かべさえ取とり払うことができるのなら会話は可能なのかもしれない。

「それでは――いきます」

　リーシュが掛け声を口にした途と端たん、身に覚えのある感覚が起こる。

　以前、リーシュに疲ひ労ろうなどを取り除いてもらった時と同じ感覚だ。

　そして、その感覚が止やんだ後――




『はぁーっ、マジ人間って話し通じなくて困りまくりなんですけどぉー』




　なんかすごい砕けた口調の声が聞こえてきた。

「……え、今の声ってワイワイ？」

『お、マジで通じちゃってるじゃん。リーちゃんハンパな～～っ!!』

「………………くッッ!!」

「ケイル様、頭を抱かかえてどうされましたか」

「どこから突っ込めばいいのか……わからないッッ!!」

「今は細かいことを抜きにして話し合いを優先しましょう」

　リーシュからありがたい助言をもらうことができた。

　とりあえず今はスルーしておこう。

「……それで、話し合いってのは？」

『だってぇー、なんかうちらがリーちゃん泣かせたみたいな流れになってるじゃん？　さすがにそれは心外っていうかぁー、やっぱ人間とかクソですわ的なぁー？』

「ちくしょう口調にイライラして話が入ってこないッ!!」

『ともかくリーちゃん泣かせたのはうちらじゃないってことぉー。むしろ、あんたのせいでリーちゃんが辛つらい目に遭あってるっぽくなぁーい？』

「…………僕？」

『だってそうっしょ？　リーちゃんはあんたのとこから逃げ出したいって思って、それをうちらが聞いて逃がしてあげたってわけなんだしぃー』

　バッサバッサと翼をはためかせながら、ワイワイさんがそう言ってくる。

　たしかに、リーシュは自分の意思で僕の下から去った。

　つまり僕に原因があることは明白だ。

『話し合いってのはぁー、うちじゃなくてリーちゃんと話し合えってこと。そうじゃないと、あんたはリーちゃん連れて行く権利とかなくねって感じぃー』

　凶きよう暴ぼうな顔して、意外とまともなことを言うワイワイさんだった。

　でも、その言葉は正しい。

　シノアちゃんも言っていたが、僕とリーシュは改めて話し合わないといけない。

「リーシュ」

　僕が名前を呼ぶと、彼かの女じよはびくりと肩かたを震わせた。

「どうして、僕の下から去ろうと思ったんだい？」

「それは…………」

「大だい丈じよう夫ぶ、怒おこってるわけじゃないんだ。僕は君の素す直なおな気持ちが知りたい。君が何を思って、何を考えて、その決断をしたのかを聞きたいんだ」

　膝ひざをつき、リーシュを真まっ直すぐ見つめながら問う。

　そして……リーシュはゆっくりと口を開いた。

「わたしは……ケイル様には相応しくありません」

　以前にも聞いた言葉を、リーシュは再び口にする。

「わたしは魔剣です。戦いと血を求め、いずれケイル様を破は滅めつへと導きます」

　ぽつり、ぽつりと、その心中を素直に吐と露ろしていく。

「ケイル様はとてもお優やさしい方です。ですが、わたしはそんなケイル様に対して戦うことを強いる存在です。その道を進む中で、いつかケイル様は変わってしまうことでしょう」

　涙なみだの軌き跡せきを辿るように、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみから雫しずくが零れていく。

「だから――わたしはケイル様にとって不要なのです」

　ああ、本当にリーシュは僕に似ている。

　両親と一緒にいた時、僕はいつもそう思っていた。

　僕は両親にとって荷物でしかない。両親にとって僕は不要な存在でしかない。

　だけど、僕は最後に『いらない』と言われて捨てられてしまった。

　そんな僕を、養父は救ってくれた。

　だから――今度は僕が彼女を救う番だ。

「……そうだね。僕は君に嘘をついていた」

　素直に答えてくれたリーシュに対して、僕も正直に自分の気持ちを告げる。

「僕に魔剣は必要ない。だけど君を傷つけたくなくて、僕はその事実を言わなかった。昔の僕みたいに、悲しい思いをして欲ほしくなかったんだ」

　リーシュだけじゃない。

　僕は他の誰だれにも悲しい思いはして欲しくない。

　あんな辛い思いをする人が他に居て欲しくない。

　だから――僕は聖剣士になろうと思った。

「僕は他人を守り、他人を救い、みんなを笑え顔がおにしたいと思ったから聖剣士になったんだ」

　僕のような人を一人でも多く救ってあげたい。

　最強と呼ばれる聖剣士になって、誰もが笑顔で暮らせる世界にしたい。

「だから戦いと血に塗れた道を歩むことはできないし、鮮せん血けつに彩いろどられた世界を作り上げることもできない。そんな僕に魔剣は不要なんだ」

　そう告げた瞬しゆん間かん、リーシュが口元をきゅっと結んだ。

　そんな表情もすごくかわいい。

　そう――リーシュはすごくかわいいんだ。

「だけど、僕はリーシュと一緒にいたいんだ」

「…………え？」

　少しだけ驚おどろいたように、リーシュが声を上げる。

　僕にとって、彼女が魔剣なんてことは些さ細さいな問題だ。

　僕にとって大事なことは一つだ。

「リーシュ、君はかわいい」

「えっと……ケイル様？」

「うん。かわいい。すごくかわいいんだ」

「その……今はそういった話をする状況では――」

「いいや大事なことだッ！　僕にとってリーシュ以上にかわいい子なんて世界中どこを探しても存在しないッ！　君は唯ゆい一いつ無む二に、天上天下唯ゆい我がかわいいッ！　この世に存在している全てのかわいいを凌りよう駕がする超ちようかわいい存在なんだッ!!」

　そう、僕にとってリーシュはそういった存在だ。

　あらゆる賛美を凝ぎよう縮しゆくした『かわいい』という言葉を体現し、それを今もなお更こう新しんし続けて超ちよう越えつした領域にまで達するほどにかわいい存在だ。

「僕はリーシュと一いつ緒しよにいるだけで幸せだ。だから一緒にいたいんだ」

「ですが……わたしは、いずれケイル様を破滅に導きます」

「いやもう全然構わない。君と一緒にいる道が戦いに溢あふれているなら僕は全力で戦わない方法を考えるし、血に塗れているなら喜んで拭ぬぐうし、いずれ破滅するなら何がなんでも復活して楽しい思い出をたくさん作るだけの話だよ」

　僕はリーシュが魔剣だから一緒にいるわけじゃない。

　リーシュがかわいいからこそ、僕はずっと一緒にいたいんだ。

　そこに困難があるのなら僕はどんなことだって構わない。

　どんなことがあっても、僕は全力で彼女を守ってみせる。




「僕は君が好きだ。だからずっと一緒にいたい」




　そう、僕はリーシュが大好きなんだ。

　彼女が好きすぎてたまらない狂きよう信しん者しやなんだ。

　大事なことは、たったそれだけだ。

　そんな僕の言葉を、リーシュはただ静かに聞いていた。

　ほんのりと頬を染めながら、僕のことをじっと見つめていた。

　そして――

「その……具体的に、どれくらいわたしが好きなのでしょうか？」

「まさか具体性を求めてくるとは思わなかった……ッ!!」

「すみません。わたしにはよくわからない感情なので」

「そうだねッ!!　好きって気持ちに形はないから難しいよねッ!!」

　しかし困った。

　リーシュが大好きなのは嘘うそ偽いつわりない気持ちだ。間違いない。

　しかし「具体的にどれくらい好きか」と言われたら難しい。

　そもそも『好き』という感情を具体的に答えることは可能なのか。

　いや……可能かもしれない。

　親しい男女が最終的に行きつく着地点――




「僕は――リーシュと結けつ婚こんしたいくらい大好きだッッ!!」




　そう、結婚だ。

　愛し合う男女は最終的に身を寄せ合い、そして一生を添そい遂とげるものだ。

　病やめる時も健すこやかなる時も、喜びと悲しみを分かち合い、共に助け合ってその命ある限りに真心を尽つくすことを誓ちかうものだ。

　それは生半可な覚かく悟ごでは行えない。

　近年では数ヵ月で離り婚こんする夫ふう婦ふや、長年連つれ添ったにもかかわらず破局を迎むかえる夫婦などもいるが、僕は何があろうとリーシュと一生を添い遂げるだけの覚悟がある。

「なるほど、理解できました」

　普ふ段だん通りの淡たん々たんとした声で、リーシュはふんふんと頷いた。

「結婚については知っています。愛し合う人間同士の男女が誓いを立て、命が尽きるまで共に在り続けることだと聞いたことがあります」

　淡々と結婚の詳細についてリーシュが語り始めた。いつの間にか涙も引っ込んでいる。

　そして、リーシュは顔を上げてから――




「ですが、わたしとケイル様は結婚できません」




　どこまでも淡々と、そう返事をした。

「え……ダメなの？」

「はい。ダメだと思います」

「直すからッ！　僕に悪いところがあったら全部直すからッ!!」

「まずケイル様はたくさん患わずらっている病気を治すべきです」

「ここで病気設定が足を引っ張ってくるのかぁッ!!」

「そもそもケイル様は人間でわたしは剣です。結婚が人間同士で行われる儀ぎ式しきである以上、わたしには適用されないと思います」

「え、いや、それは……うゥゥゥゥゥゥゥンッッ!?」

　僕が重低音を響ひびかせる中、リーシュは純じゆん粋すい無む垢くにきょとんと首を傾かしげている。

　たしかにリーシュは人の姿をしているけど、元は剣だと言われたらその通りだ。

　剣と結婚できるのかと神父に相談したら、間違いなく頭の病院を紹しよう介かいされるだろう。

「ですが――」

　僕が頭を悩なやませていると、リーシュがぽつりと呟つぶやく。

「――一緒にいたいという気持ちは、とても伝わりました」

　恥はじらうように、リーシュは口元を押さえていた。

　かつてないほどに頬を紅あかくしていた。

　つまり……返事はそういうことなのだろう。

　ああ、なんというべきか。

　本当にリーシュはかわいい――

『はぁ～～っ！　なんかエモエモで良い雰ふん囲い気きって感じぃ～～っ!!』

「それをあんたが壊したけどなぁッッ!!」

　今まで空気を読んでいてくれたものの、ワイワイさんが嬉うれしそうな声を上げながらバッサバッサと翼つばさを羽ばたかせていた。名前の通り元気なワイバーンだ。

『そういや話せるついでなんだけどぉー、うちら攻撃するのやめて欲しいって他の人間たちに言ってもらえるとマジ感謝っていうかぁー』

「……いやいや、そもそも人間を襲おそってきたのはそっちだろう？」

『はぁーっ!?　あんたらがうちらの縄なわ張ばり荒あらしたんでしょぉーっ!!』

　ふざけんなと言わんばかりに、ワイワイさんが翼で抗こう議ぎしてくる。

『いつもうちらがアゲアゲになる場所メチャメチャにしちゃってさぁーっ！　ほんとマジで人間はアリエンティヌスばっかで困りまくりなんですけどぉーっ!?』

「わかったッ！　わかったから人語で話してッッ!!」

『だからぁー、なんかうちらの縄張りに意味不明な魔ま法ほうを仕し掛かけまくった奴やつがいてさぁー。そのせいでうちらは移動したのに、あんたら人間が襲ってきたってわけぇー』

　僕のことを配はい慮りよしてくれたのか、ワイワイさんが理解できるように説明してくれた。

　うん、なるほどね。

「ワイワイさん、君らの縄張りってどのあたり？」

『んっとぉー、なんか人間がいっぱいいるところから少し南にいったところでぇー。人間が建物作って見張りとかしてるところの近くっぽいところぉー』

「すっごい曖あい昧まいな説明だけど……もしかしてこのあたり？」

『あっ、それそれぇーっ！　ケイちゃんわかってるじゃん～～っ!!』

　僕が地図を広げて見せると、ワイワイさんが翼を大きく広げる。

　うんうん、なるほどね。

「ワイワイさん、僕その魔法仕掛けたバカに覚えがあるんですけど」

『えっ、それマジ情報？』

「マジです。めっちゃ知ってる奴です」

『ちな、そのバカって誰系のやつぅー？』

「ド派手なピンク髪がみで胸が大きくてアホ丸出しなハイエルフです」

『ハイエルフ系かぁー。ボコるの難しいからマジめんど～～っ！』

「それじゃ僕が代わりにボコっておくんで、それでお互たがい手打ちにしません？」

『んん～～っ！　おっけぇーっ!!　ケイちゃんもうちらの仲間ボコってたみたいだけど、別に死んだ子とかいないっぽいからそれで終わろっかぁー!!』

　なんか軽いノリでワイバーンたちとの講和が終わった。

　これで全て一件落着だ。

　僕とリーシュはお互いの気持ちを正直に伝えることができた、ワイバーンたちとの争いも終着した、そしてあの憎にくいハイエルフをボコる大義名分ができた。

　そう、これで全て解決したんだ。

「リーシュ」

　そう彼女の名前を呼びながら、僕は手を差さし伸のべる。

「僕には君が必要だから、帰ってきてくれないと困るんだ」

　笑いながら、その返事を待ち続ける。

「……ケイル様が困っているのなら、見過ごすことはできません」

　笑みを浮かべながら、リーシュは僕の手を取る。




「わたしは――あなたの剣なのですから」




　それは、とても綺き麗れいな笑みだった。

　今までに見てきた中で、一番の笑顔だった。

　その笑顔に対して、僕から言えることは一つだ。




　やっぱり、僕の魔ま剣けんちゃんは最高にかわいいんだよなぁ。







終章







　聖せい剣けん士しケイル・シュタット、魔剣リーシュ・ブルードに関する定期報告。

　ケイル様とリーシュ様の関係は良好と言えます。

　リーシュ様は幾いく度どとなく戦せん闘とうの意思を見せましたが、ケイル様はそれらを回かい避ひするために尽じん力りよくし、リーシュ様が魔剣の姿を取ることはありませんでした。

　そのためにケイル様は様々な病気を患い、全力で誤ご魔ま化かしておりました。

　またリーシュ様を狙ねらったハイエルフに対して、ケイル様は単身で立ち向かいました。

　今ではハイエルフを犬として飼い馴ならし、リーシュ様の情操教育に役立てています。

　また、ディベア近きん郊こうで起きたワイバーン騒そう動どうにおいても、ケイル様はリーシュ様の力を使うことなく鎮ちん圧あつすることに成功しました。

　ワイバーンとの戦闘を終えた後にケイル様は運び込まれましたが、張り切りすぎて酷ひどい筋肉痛に見み舞まわれたとのことで、リーエン村にて休養した後に復帰するとのことです。

　以上、監かん視し者シノアからの概がい要よう報告です。詳しよう細さいは以下の通りにまとめます――

「…………なるほどなぁ」

　息むす子こに関する報告書を眺ながめながら、ゆっくりと溜ため息いきをついた。

『何か報告に問題がありますか、フォルト様』

「いやなぁ……まぁ別に問題はないけどよ」

　通信魔ま具ぐの向こうで、シノアがササッと黒板を掲かかげて見せる。

　確かに問題はないんだが――

「……バカ息子の痴ち態たいを眺めるのはキツイな」

『私はそれを間近で眺めているのです。お給金上げてください』

「ちゃんと小こ遣づかいあげてるだろ」

『調査費用として使いました』

「お前は何を調査したんだ」

『リーシュ様にオススメする美お味いしいお店のリサーチです』

　黒板の代わりにシノアがサッと紙かみ袋ぶくろを掲げる。つまり食べ歩きで消費したらしい。

「つーか、お前報告書だとケイルたちに姿を見られてるじゃねぇか。最初は仕事だから絶対に姿は見せないのがプロの心構えとか息巻いてたじゃねぇかよ」

『……私一人だけ除のけ者ものみたいだったので嫌いやになりました』

「寂さみしがり屋やかよ。いや年ねん齢れい的てきに仕方ないけど」

　シノアは隠おん密みつ行動においては他の追つい随ずいを許さないほど優ゆう秀しゆうな逸いつ材ざいで、そこらへんの大人と比べても遜そん色しよくない実力もあるが、いかんせんまだ子供だ。

　だが、子供であるシノアを監視に付けたのには理由がある。

　魔剣とは人間の脅きよう威いに成り得る存在だ。

　変に考えすぎて魔剣ちゃんに偏へん見けんを持ちそうな大人より、純じゆん粋すいな子供の方が魔剣ちゃんの人ひと柄がらを観察できると考えたからだ。

　実際にシノアは魔剣ちゃんのことを慕っているようだし、平時における魔剣ちゃん自身の人柄については何ら問題ないと見ていいだろう。

「……まぁいい。今後も二人を観察してれば好きにしていいぞ」

『それではリーシュ様とお風ふ呂ろに入ってきます』

「仲良しかよ。とにかく報告はしっかりな」

　そう告げるとシノアはこくんと頷き、手を振ふりながら通信を切った。

　今のところ、二人に何も問題は起こっていない。

　それが確かく認にんできただけでも十分だろう。

「そういうことらしいぜ――魔剣ちゃんよ」

　そう、背後に向かって言葉を投げかける。

　その言葉には返答があった。




「――その呼び方はやめなさい、フォルト」




　それは酷く無機的な声だった。

　感情のない、冷たい刃やいばを彷ほう彿ふつとさせる声。

　暗くら闇やみの中でも曇りなく輝かがやく白銀の髪。

　暗く、昏くらい、深みのある色を湛たたえた紫し玉ぎよくの瞳。

「わたしの名前はちゃんと教えたでしょ」

「へいへい……そいつは失礼しました、ルイン様」

「様もつけないで」

　不ふ機き嫌げんそうに綺麗な顔を歪ゆがめながら、ルインが言葉を返してくる。

　俺おれから見たら娘むすめほどの年ねん齢れいとはいえ、聖剣が作られた時期を考えたら年上だ。

　だから敬意を払ってみたわけだが、彼女としてはお気きに召めさなかったらしい。

「あなたの下に現れたのは、そんな報告を聞くためじゃないわ」

「俺だって息子の痴態なんざ聞きたくねぇよ」

「そっちじゃなくてリーシュのことよ」

　その名を口にしながら、ルインは静かに目を細める。

　ケイルが選定の儀ぎを受ける一ヵ月前。

　それに合わせるかのように、ルインは俺の下に現れた。

　俺が持っていた聖剣から――その姿を人に変えて。

「あの子は近い内に災さい厄やくをもたらす。だからあなたの下に現れたのよ」

「そりゃありがたいが、昼ひる寝ねしてる時に姿を変えるんじゃねぇよ。起きたら聖剣が嬢じようちゃんに変わってて死ぬほど驚いたんだからな」

「…………それはごめん」

「そこは謝るのかよ」

　普段は高圧的なくせに、妙みようなところで素直だから困る。

　しかし、ルインが現れたからこそ俺は事前に手を回すことができた。

　リーシュ・ブルードが、この世に生まれ落ちると知っていたから。

「とにかく心配すんな。俺の息子はバカだが悪い奴じゃない。あいつは嬢ちゃんに惚ほれ込んでるし、リーシュ・ブルードを振るうことはないだろうよ」

「そうだといいけどね」

　つまらなそうに言いながら、ルインは適当に置いてあった菓か子しを口に放ほうる。

「だけど、ちゃんと用心はしておいて」

「菓子食ってる奴のセリフじゃねぇぞ」

「……だって、コレ美味しいから」

「悪かった。好きに食っていいからそんな顔するんじゃねぇよ……」

　ルインがしょんぼりと肩を落としながらクッキーを皿に戻もどそうとしたので、溜息を返しながら手を振る。そういう顔をされるとこちらも弱い。

　だが、ルインの言葉も正しい。

　二人の経過については細心の注意を払わなければならない。

　そうでなければ――

「――世界と嬢ちゃんを救ってくれよ、バカ息子」

　窓を眺めながら、バカをやっている息子に向かって呟く。

　血の繋つながっていない、しかしこの世の誰よりも信しん頼らいする息子。

　だからこそ全てを託たくした。

　この世界の行く末を――最高の結末で終えてくれると信じて。

「フォルト、お菓子がなくなったわ」

「もう食べちゃったのかよ」

「だって……すごく美味しかったから」

「おかわりが棚たなに置いてあるから好きに食え」

「それと喉のども渇かわいたわ」

「あれだけクッキー食ってたら口の中パッサパサだろうな」

「……うん、すごくパッサパサ」

「今紅茶を淹いれてやるから、今度は飲みながらクッキーを食えよ」

　しかし、世界が平和な内には悲観する必要はない。

　平和な時は、その平和をしっかりと過ごすことも大切だ。

　そのためにも、まずは彼女に紅茶を淹れてやろう。

「…………あついわ」

「ちゃんとフーフーしてから飲め」

　そうして、俺は紅茶に息を吹ふく魔剣ちゃんと共に平和な昼下がりを過ごした。




◇
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　リーシュを連れて、僕ぼくは無事にリーエン村へと帰き還かんすることができた。

　…………らしい。

　正直、そのあたりの記き憶おくは定かじゃない。

　和解したワイワイさんが「うちが村まで送ったげる～～っ」と申し出てくれたので、ありがたく背に乗って移動していたのだが――

　そこでリーシュの副作用が出た。

　そう、いつかの『疲労とか痛みがなくなる代わりに、あとでまとめて忘れた頃ころに全部乗せマシマシでやってくる』と言われたアレだ。

　たぶん僕自身もリーシュが戻ってきてくれてホッとしたこともあり、緊きん張ちようの糸が切れたせいで副作用が発動してしまったのだろう。

　その結果、僕はワイワイさんの背中でこの世の物とは思えない絶ぜつ叫きようを上げながら気絶し、到とう着ちやく直後にベッドへ運び込まれたとのことだった。

　だが、それは決して悪いことではない。

　なにせ――

「――ケイル様、お目覚めですか」

　目の前にいる天使に看病してもらえるからだ。

　朝日を浴びてリーシュの髪は煌きらめきを増し、まるで天使の輪っかのように輝いていた。

　リーシュを見る度に、僕は何度だって新しん鮮せんな気持ちになる。

　彼女は僕にとって女め神がみだが、今こうして見える天使のような姿はかわいらしさを際きわ立だたせていて、彼女を愛いとおしく思う気持ちで胸が満たされていく。

　つまり、だ。

　リーシュはいつ見てもかわいい。

「ケイル様、もう朝日は昇のぼっています」

　僕が寝ねぼけていると思ったのか、リーシュがゆさゆさと身体を揺ゆすってくる。

　そんな動作の一つ一つがかわいらしい。

　彼女に身体を揺すられるのが心ここ地ちよくて、つい返事をためらってしまう。

　朝だというのに、起きるのが億おつ劫くうになってしまいそうだ。

「外に耳を傾かたむけてください。聞こえてくるはずです」

　そう、穏おだやかな朝に相応ふさわしい穏やかなさえずりが――

「ワイバーンたちのさえずる声が」

「一体それは何事なのかなぁッ!!」

　まどろんでいた意識が一いつ瞬しゆんにして吹っ飛とんだ。

　そして外からギャァギャァと喧やかましいワイバーンたちの声が聞こえてくる。

「リーシュッ！　ちょっと短くまとめて説明してくれないかなッ!?」

「まず、ワイバーンさんたちはわたしが手て懐なずけたので安全だと説明してあります」

「さすがリーシュは手て際ぎわがいいねッ！」

「その後ワイワイさんの通訳をして、人間には手を出さないと約束を交かわしました」

「ワイワイさんは話がわかるワイバーンだったねッ!!」

「そして今、ワイバーンさんたちがセリスをボコボコにしています」

「ざまぁみろハイエルフッ!!」

　外から「あああああッッ！　待ってそれヤバイやつッ!!　牙きばと爪つめは反則だからッッ!!」というセリスさんの楽しそうな声も聞こえてきている。つまり何も問題ない。

「シノアさんも村の方々のところを回って、こちらが危害を加えない限りワイバーンも人間に危害は加えないと改めて説明してくれました。ワイバーンさんたちは子供が成長したら立ち去って、元の縄張りに戻るとのことです」

「それはよかったけど……よく信じてくれたね？」

　なにせ、魔ま獣じゆうとは人間たちの仇きゆう敵てきだ。

　村人たちはともかく、冒ぼう険けん者しやたちが黙だまって見過ごすとは思えない。

　そして、リーシュはこくんと静かに頷いた。

「わたしがワイバーンさんたちの通訳をして、敵対の意思がないことを示すために色々と芸をしてもらったのです」

「なにそれすごい見たかったんだけどッ!?」

「ワイバーンさんたちがとても器用で驚きました」

「待ってッ！　ワイバーンはどんな芸をしたのッ!?」

「冒険者の皆みなさんも総立ちで喜んでくれました」

　そう語りながら、リーシュがほっこりと頬ほおを緩ゆるませる。どんな芸をしたんだ。

　ともかく、事態は良い方向で落ち着いてくれた。

　まさにハッピーエンドというやつだろう。

「ケイル様、お腹なかは空いていませんか」

　僕が感かん慨がいに耽ふけっていると、リーシュがくいくいと袖そでを引いてくる。

「お腹かい？　そういえばたしかに減ってるけど」

「わかりました。それでは少しお待ちください」

　ぺこんと頭を下げてから、リーシュは部屋を出ていった。

　…………なんだろう。

　もしかしたら、リーシュが僕のために食事を取っておいてくれたんだろうか。

　いや、それなら食事があるとリーシュは言うはずだ。

　頭を捻ひねっていると、リーシュが部屋に戻ってきた。

「その……こちらを、召し上あがっていただけますか」

　リーシュが差し出してきたのは、一皿のスープだった。

　しかし、お世辞にも見み栄ばえがいいとは言えない。

　スープに浮うかぶ野菜は乱雑な形で、粒つぶのように小さいものもあれば口に入らないほど大きいものもあり、スープの所々にはアクが浮いている。

　だが、それが何か僕は察した。

「もしかして……リーシュが作ったの？」

「はい。以前ケイル様に喜んでもらえたスープを作りました」

　申し訳なさそうに眉まゆを下げながら、リーシュはお盆ぼんで口元を隠かくす。

「ですが……あまり上じよう手ずにはできませんでした」

「いやいやッ！　リーシュが作った物はお腹が破は裂れつするまで飲むよッ!?」

「ケイル様が破裂されると困るので、適度に召し上がってください」

　リーシュが僕のために料理を作ってくれた。

　それはまさしく女神の施ほどこし。

　天から与あたえられた聖なる食物。

　それを僕がいただけるだなんて光栄の極きわみだ。

「だけど……どうして自分から料理をしたんだい？」

　スープを作るだけならシノアちゃんに作ってもらえばよかっただろうし、その完成品に魔ま力りよくを込めるだけで済んだはずだ。

　それを訊きくと、リーシュはほんのりと頬を紅く染める。

「その、人間らしいことをしてみたいと思いまして」

「……人間らしいこと？」

「はい。わたしは剣けんなので、ケイル様と結婚できませんが――」

　一瞬、リーシュは言葉をためらってから告げる。




「――わたしが人間のようになれば、結婚できるかもしれないと思いまして」




　紅い頬をさらに紅く染めながら、リーシュはぽつりと呟いた。

　…………。

　……………………。

　……………………………………。

「かわいいが……過ぎるッ!!」

「過ぎてしまいました」

「これはいけないッ！　かわいいって言葉しか出てこないッ!!」

「ケイル様のかわいいという病気は治らないのでしょうか……」

「これは不治の病だから仕方ないねッ!!」

　そう、かつて偉えらい人は『恋こいは不治の病』だと言ったり言わなかったりした。

　僕はリーシュが好きだ。大好きだ。

　だから、僕は一生その病に罹かかっていたいと心から願っている。

「さ、冷めない内に召しあがっていただけると……っ」

「もちろんッ！　全部食べちゃっていいのかいッ!?」

「はい。おかわりもあるので、遠えん慮りよせずに召し上がってください」

　本当に僕は幸せ者だ。

　正しよう真しん正しよう銘めい、大好きな子の手料理を食べられる。
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　僕の人生はやはり勝利という言葉で彩られ……彩られ、いろッ――

「…………ケイル様？」

　リーシュが僕の名を呼びかける。

　しかし、僕はスプーンを口に含ふくんだまま動けなかった。

　どうしよう、これはヤバイ。

　違ちがう、どうしようもなくヤバイ。

　この味をどんな風に形容すればいいのか、僕にはわからない。

　見た目はただのスープだ。

　野菜たっぷりの健康的なスープだ。

　しかし口に含んだ途と端たん、野菜が『健康なんざ知らねぇぜ！』と牙を剥むいて僕の口と食道と胃を攻せめ立たて、鼻の奥おくから苦味と酸味と辛から味みと甘あま味みが夢のバトルロワイヤルを繰くり広ひろげながら突つき抜ぬけていき、全すべての感覚を抉えぐり取とるようにンンンンンンンンッッッッッ!!

「あの……やはり、お口に合いませんでしたか？」

　僕が硬こう直ちよくしているのを見て、リーシュが不安そうに顔を覗のぞき込んでくる。

　ああ……うん、そうだよね。

　好きな子に、悲しい表情をさせちゃいけないよね。

「ずごぐ……美味じいよ……ッ!!」

「あの、ケイル様……目と鼻と口から液体が漏もれていますが……」

「僕は美味しい物を食べると穴という穴から液体が出ちゃうのさ……ッ!!」

「ここへきて新たな病気が発覚してしまいました……」

　一口で意識を持ってかれそうになったが、なんとか気力だけで意識を保っている状態だ。

　まさか最後の最後でこんなベタな展開が来るとは思わなかった。

　だが、リーシュを悲しませるわけにはいかない。

　リーシュを愛する狂信者として、その矜きよう持じは最後まで貫つらぬかないといけない。

「ありがとう、全部美味しくいただくよ……ッ!!」

　覚悟を決めて、僕は皿に口を付けて一気に呷あおった。

　そして、僕は再び意識を失った。

　聖剣士として全身に強化術式を掛けたけどダメだった。

　人類最強の存在が完全に敗北する威い力りよくだった。

　だけどまぁ……こんな結末も僕らしくていいだろう。




　どんな結末でも、リーシュが傍そばにいれば僕にとってはハッピーエンドだ。







あとがき







　まず初めに、『聖剣士さまの魔剣ちゃん』をお読みいただきありがとうございます。

　あとがきからお読みの方は、ぜひ一読していただければ幸いです。

　さぁ今作は語ることが多いのでサクサクいきましょう。

　そもそも今作は最初、バトルファンタジーの企画として提出したものでした。

　その後、二回目の打ち合わせで「今まで頑張って戦ってきた、かわいい魔剣ちゃんを愛でて養い、魔剣ちゃんとほのぼのスローライフを過ごす」という企画書に変わりました。

　そして最終的には純朴だった好青年は魔剣ちゃんが好きすぎて限界化する主人公に変わり、ポンコツハイエルフ（犬）という謎の存在が出現し、矢文で会話をするという書き手にとっても面倒なキャラが生まれました。

　何が起こったんでしょう。私にもわかりません。

　本音を言うと、今作の方向性は今まで書いたことがなかったので「これ大丈夫？　本当に読んだ人に楽しんでもらえるかな？」とすごく不安でした。

　だからこそ、そんな不安以上に多くの人に楽しんでもらえるように書こうと思――

　あ、そういえば名乗り忘れていましたが藤木わしろでございます。

　そして今作はコミカライズも同時スタートとなっています！

　担当していただけるのは「おおのいも」先生です。

　いやこうして改めて思い返してみると、本当に色々なことがあったり進んでいたりしたので、あとがきのページ足りないッッ!!　これ足りないよッ!!

　ということで、無理やり謝辞に移らせていただきます。




　担当様。もうなんか色々とありがとうございました。Ｎさんが事あるごとに「ラブコメを書いてくださいよー」とか言っていなかったら、今作は生まれなかったかと思います。

　イラスト担当さくらねこ様。本当に素晴らしいイラストの数々をありがとうございます。セリスを見た時は「あのアホが……こんな立派な子になって……っ」と泣きました。

　そして今作に携わっていただいた多くの方々、お読みいただいた読者の方に最大の謝辞を送らせていただきます。

藤ふじ木きわしろ
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